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　昭和６３年４月、釧路管内市町村で構成する一部事務組合方式により設置され
た釧路公立大学が今年、開学３０年目を迎えました。この間、初代の髙嶋正彦氏、
荒又重雄氏、板本猛氏、小磯修二氏、そして、髙野敏行氏と５代にわたる学長の卓
越したリーダーシップの下、歴代教職員が三つの建学の理念を受け継ぎ、本学が
地域の高等教育、さらには経済・社会の発展の原動力として大きな役割を果たし
てきたことを誇りとするところであります。
　４年制大学では全国初の一部事務組合方式での設置という道なき道を拓かれ
た鰐淵俊之元釧路市長並びに管内町村長はじめ関係各位の先見の明とご尽力
に改めて敬意を表するとともに、地域の財産として本学を温かく育んでいただいた
管内住民の皆様のご支援・ご協力に深く感謝を申し上げる次第であります。
　当初は経済学部経済学科のみ、入学定員２５０人の単科大学として開学いたし
ましたが、平成７年１２月に開学時からの懸案であった経営学科増設が文部省に認
められ、平成８年４月には入学定員経済学科２００人・経営学科１００人とする学科の
増設を果たしました。
　これまでの卒業生は７,５１８人を数え、全国各地において様々な分野で活躍し、
就職活動を行う在学生にとって心強いＯＢ・ＯＧとして親身に対応いただいている
ところでもあります。また、本学入学者は総じて１割強が釧路管内から、５割強がそ
の他北海道内からという実態にある中で、管内出身学生や学生生活を通じて地域
に愛着を持った道内・道外出身学生を採用する地元企業が着実に増えており、有
為な人材を地域に定着させることに寄与しているところであります。人材の養成を
通じた地域とのつながりに加え、平成１７年度から行っている附属図書館の地域住
民への開放などはまさに建学の理念である「地域に結びつき開かれた大学」を実
践したものと考えております。
　さらには、平成１１年６月に設置され地域課題についての共同研究プロジェクト等
を行っている地域経済研究センターの取組や、各種ゼミナール活動で地域に飛び
出して地域の人 と々共に学ぶフィールドワークなどは、「地域に結びつき開かれた大
学」と「理論と実践の相まった大学」の二つの理念を体現してきたものであります。
　もう一つの理念である「国際性を重視する大学」につきましても、カナダのサイ
モンフレーザー大学との姉妹校提携、キャピラノ大学からの招聘教員による授業
や派遣留学、韓国の牧園大学・ロシアのサハリン人文工業大学・台湾の明道大学
との交換留学など、国際的な人材養成や交流にも努めているところであります。
　また、就職支援等を強化するため、平成２３年度から札幌市に、２４年度から道外
１１拠点都市にサテライトスペースを設け、２５年度には学内にキャリアセンターを
開設し、専任のキャリアコンサルタントがサポートにあたっています。
　今日の大学を取り巻く環境は、１８歳人口の大幅な減少や大学入試制度改革、
大学認証評価への適切な対応など多様な課題を抱えており、また、地方創生の施
策展開などにおいては、公立大学をはじめとした高等教育機関の地域における積
極的な関与が求められております。
　開学から３０年が経ち、卒業生が社会の中核を担う年代に差し掛かった今、本学
の歩みを黎明期から成長期、成熟期へと転換していく時を迎えております。そうし
た中で、これまで本学の発展にご尽力いただいてきた多くの教員が退任を迎えつ
つあり、中堅・若手の教員を核に直面する課題に真摯に向き合い、本学の新たな
歴史に足跡を刻んでいただくことに大きな期待を寄せるとともに、本学のさらなる
発展に関係各位のより一層のご指導・ご協力をお願い申し上げ、開学３０周年にあ
たっての挨拶といたします。

釧路公立大学事務組合管理者
釧路市長

蝦 名 大 也

管理者挨拶

釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics

　「大学は昭和63年4月に開学したのだから、もう30年近くになりますね」というこ

とを言われたのは昨年の初めころで、それも学内の人間からではなく近所の理髪

店のご主人からでした。湿地を新たに造成したばかりの芦野の地にそのお店を開

業したのが大学の開学と同じ年だったのでよく憶えているということ、以来いろい

ろあったということも話されました。それから私たち二人であの辺りはしばらくあとま

で湿地だったとか、初めのころやってきた学生の中にこんなのがいたとか、あんな

のがいたという面白い話をしばらくしました。たしかに、大学も周辺の住人たちも、さ

らには土地そのものまでもがまっさらなかたちでスタートしたのでした。

　釧路公立大学はここまでやってきました。その歩みは順調あるいは堅実といって

よいと思っています。直接・間接に大学に関わり、支えてくださった皆様に感謝しま

す。ありがとうございます。これからも、よろしくお願いします。

　さて、この記念誌の話をしましょう。

　どちらかというときちんとした形式というものを煙たがる私は、30周年ともなれば

周年記念誌を作ることになるだろうなと少し重いものを感じていました。その時に

考えていたのは、年表・資料・古い写真・たくさんの挨拶文などで出来上がっている

よくある記念誌だったのです。ところが、私よりも若い世代から、「今回の記念誌は

卒業生に焦点を当てて、釧路公立大学が人材育成というかたちで社会に広く貢献

していることを知らせるものにしましょう」と提案されて、私は大いに喜びました。そ

れを読みたいと思っている人はたくさんいるにちがいないと思えたからです。現に

私自身も読んでみたいと思いましたし、楽しくそれを読んでいる人の笑顔がイメー

ジできたのです。　

　かくいう私も蝦名管理者、2名の卒業生とともに座談会に参加しています。実際

に少しだけ思い出話をしましたが、座談会の席に着いているあいだ、一つの思い出

が次々に多くの思い出をつれてくるものだということ、しかもかなり自分勝手に修正

しているようだという思いをもちました。さらに、自分の中にある大学にまつわる記

憶のほとんどすべてが、まず何よりも人の顔、そのあとにその人と交わした言葉さ

らにはその場の景色という順序で浮かんでくることを知りました。自分にとっての釧

路公立大学は、学生たち、先生たち、事務の人たち、一人一人との関わりの集合体

なんだということを改めて実感し、幸せな気持ちになりました。

　あいつ今頃はどんな顔つきになって、何をしているのだろうと思いながらページ

を繰っているうちに開学間もないころの大学の様子やそこで話し、関わった多くの

学生たち、先生たちの顔が、姿が心に浮かんでくるでしょうし、すぐにその彼らが現

在それぞれの人生を歩んでいることに思い至って感慨を覚えることでしょう。自分

の記憶を大幅に修正することになるかもしれません。めったにない読書（？）体験に

なりそうです。楽しくお読みください。　

釧路公立大学学長

髙 野 敏 行

学長挨拶
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（第１期卒業）
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北海道教育大学釧路校 准教授

川 前 あゆ み さん
（第４期卒業）

髙野／私は開学時からずっと本学に在籍しておりますが、開学当時のことを
思い返すと、まずは開学に関わった人たち、先生方の顔がたくさん思い浮か
びます。入学式を迎える前に最初の教授会が開かれ、その席で初代学長の
髙嶋学長が挨拶され、「風通しのいい大学を目指したい」と話された
のをよく覚えています。
　また当時の学部長であった吉武先生は、大学運営で何
かを決めなければならないことがあると、「オーソドックスに
いきましょう」とおっしゃっていたのを思い出します。本学は
経済学部の単科大学としてここまで歩んできましたが、大
学のあり方がシンプルでわかりやすく、この二人のリーダー
が敷いたレールが今も息づいているのを感じます。

蝦名／開学に向けて尽力された鰐淵元釧路市長はじめ、
多くの方々に敬意を表する思いです。今流で言えば地方創
生ということになりますが、釧路公立大学の設立はまさしく
地域づくりへの挑戦であったのだと思います。複数の市町

伊藤／私は第１期の学生でした。当時を振り返ると、
体育館もグラウンドも無く、施設がまだ整っていませ
んでした。私はサッカー部に所属していたのですが、
近隣の学校のグラウンドをお借りして練習していまし
た。１期生は２6０人余りで、みんなが顔見知りで仲も
よく、部活も掛け持ちしながら助け合ってやっていた
のを思い出します。
　仕事上、市役所や金融機関を訪ねる機会が多く、
同期を含め釧路公立大学の卒業生がたくさんおられ
て、親しくお話しすることがあります。数多くの卒業生
が地域で活躍されているのを見るととてもうれしく思
います。

川前／私が入学した当時は、まだ３年生までしか在学していなかったのですが、先輩たちがとても大人に見え
たのをよく覚えています。先輩たちが後輩の面倒を見たり助けてくれて、学年が違っても近しい関係であった
ように思います。
　私は今、北海道教育大学釧路校で教鞭をとっています。釧路公立大学は、単科大学のよさというか、学生
と教員の距離がとても近い印象があります。街の至るところで卒業生がたくさん活躍されていますし、この地
方にとって大切な存在なのだと思っています。当時、この辺は一面の原野でしたが、大学を起点に周辺も開
発が進み、街づくりにも貢献していることを強く感じます。

髙野／開学当時の学生は、新しい大学ということで、どんな大学なのかもわからずに、好奇心旺盛にやって
来るのですから、行動力とかチャレンジ精神とか、エネルギッシュな学生が多かったように思いますね。ただで
さえ自由闊達な子たちですから、入学するとますます自由になる。だからパワーが違う。昨今の学生は、真面
目で講義もあまり休まないですが、比較的おとなしいです。ただ、きちんと目標を示してあげて、目標が決まる
と、とても力を発揮し伸びるタイプの学生が多い気がします。

蝦名／釧路に大学があることで、18歳から22歳までの多くの若者が集まってきて、街を活気づけてくれるよい面
があります。また、東北はじめいろいろな地方から学びにやって来て、釧路のことを知り、故郷に戻って釧路のよさを
発信してくれることも大きいですね。経済に長けた有為な人材を、ここ釧路から数多く送り出している計り知れない
価値を、私はとても強く感じています。

髙野／釧路管内が大学を持っていることは、地域自らが人材育成や教育のあり方についての姿勢を表していると
思います。それは釧路の価値を高めていますね。現在、本学には1,300人以上の学生がおり、地域へ果たす直接
的な経済効果も大きいものがあります。長い目でみると、よい人材を地域に輩出し続けることこそが、この地にとっ
て重要なのだと思います。

特別座談会　釧路公立大学開学３０周年にあたって

３０年を振り返って

釧路公立大学が地域に果たす役割

村による一部事務組合方式の大学は釧路公立大学が最初です。昨
今、地方都市では定員割れで経営難に直面している大学が数多く
ありますが、本学は学生数も順調に推移しており、振り返ると、管内
市町村が直接運営する公立の形態を選択したことが、今になって差
に表れていると思います。
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蝦名／釧路管内市町村と釧路公立大学の近しい関係の一例と
して、地域経済研究センターの存在がありますね。

髙野／センターは平成11年に設立され、もう18年になります。地域に開かれた社会学科系の研究機関です。経
済を中心に地域の様 な々課題に取り組み、その成果を社会に還元することを活動の主な柱としています。

蝦名／釧路市もセンターと共同研究プロジェクトを組み、財政の健全化や公有資産の長期運用管理、公共施設
の整理など、市の様 な々課題について市職員らと共に研究を進めてきました。センターの素晴らしいところは、コン
サルのように単に外部委託先として研究レポートを提出して「はい終わり」ではなく、市職員共々一緒になって考
え、研究を進めていくところです。共同で取り組むことで、市の職員には経験とノウハウが蓄積される。問題解決の
プロセスや実践方法を学ぶことができます。
　私自身も、当時センター長だった小磯前学長が主宰していた社会人自主ゼミナールの２期生で、道議会議員で
したが、月１回通って１年間学ばせてもらいました。そこで行政問題の考え方や、実践的な思考力をつけさせてもら
いました。

髙野／これから少子化がもっと進み、平成32年
にはセンター試験に代わる共通テスト導入と、
大学を取り巻く環境はどんどん変わっていきま
す。幸い本学は経営的には安定していますが、
運営者として将来的にもこれを維持していかな
ければならないと思っています。
　大学だけでなく、日本はこれからどんどん変
わっていくでしょう。大学は、学生がそういう変
化を自身で越えていく力をつける場所でなけれ
ばなりません。そのためには、知識を超えたも

川前／経済学は数値化で物事を計ることが中心の学問ですが、
私の勤めている教育大では、教育の成果がすぐには数値化でき
ないものが中心です。髙野学長の話を聞いていると、公立大にも
経済学の枠を超えた人材育成というすぐに数値化できない部分
の取組が今後より求められると感じます。

蝦名／管理者としては、今後、大学の経営を
どう舵取りしていくかを、常に考えていかなけ
ればなりません。しかし、大学の理想という点

で言いますと、今後、世の中がどう変化していこうとも、激動の社会を乗り切っていける力をつけさせる人
材育成が重要です。学生本人のためにも、学生の親御さんもそれを切に望んでいるのだと思います。福沢
諭吉の「学問のススメ」も学問のことより人としての生き方を書いています。要はどんな時代にあっても自
分の頭で考えられる力ですね。

髙野／この大学の将来について、特に教育というより運営面に絞っていうなら、やはり学生の満足度を上げ
るということが大切ですね。施設の改善や新設など、学生に喜ばれるニーズを捉え、満足度を高めていくこ
ともポイントだと思います。
　もう一つには、大学が地域を高め、リードしていくような存在になること。そうした活動に力を注いでいくこ
とで、地域から大切にしてもらえる。附属図書
館の一般開放、公開講座のように、市民から
親しみをもって、好意的に感じてもらえる活動
を強化していくことが、釧路公立大学のある
べき姿だと思います。

伊藤／先ほど市長がおっしゃっていたように、学生がそれぞれの
故郷に戻っても、釧路の良さをPRしてくれる効果は大きいです
ね。サンマやホッケ、シシャモといった地場産品を大いに宣伝し、ま
た消費もしてくれる。

川前／釧路には釧路公立大学、北海道教育大学釧路校、釧路短期大学、釧
路工業高等専門学校の四つの大学がありますが、私がいたころに比べると学
生同士の交流もとても活発ですね。よさこいサークルなどもそうですし、公立
大、教育大、釧路短大、高専と、学生たちが同じ活動に参加している話をよく耳
にします。これは釧路くらいのちょうどいい大きさの都市だからこそ実現できて
いるのだと思います。学生を見習って、教員同士ももっと交流していくべきかも
しれませんね。

髙野／今、１期生や２期生くらいの人たちは、市役所だと課長職
の人もいます。彼らが本領を発揮するのはこれからで、ますます楽
しみですね。金融機関や民間企業に勤めている卒業生もこれか
らますます重要な地位に上がってくる。

伊藤／少子化で大学が生き残りを模索する
中、この大学に何か提案するとすれば、学生に
は独立心を養うというか、将来起業して会社を
立ち上げるような人材育成の色を打ち出すの
も、経済を専門とする大学にはよいと思いま
す。卒業して会社を起こすなど、将来、仲間と
何かやろうというときに、少しでも役立つような
ものが大学で身につくとよいですね。

釧路公立大学のこれからについて

の、人間力といった、人としての根を鍛えなければなりません。そういったことができるのが、教員と
学生の距離が近い小さな本学の特長だと思います。本学はこれをずっと大切にしていかなければ
なりません。
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路工業高等専門学校の四つの大学がありますが、私がいたころに比べると学
生同士の交流もとても活発ですね。よさこいサークルなどもそうですし、公立
大、教育大、釧路短大、高専と、学生たちが同じ活動に参加している話をよく耳
にします。これは釧路くらいのちょうどいい大きさの都市だからこそ実現できて
いるのだと思います。学生を見習って、教員同士ももっと交流していくべきかも
しれませんね。

髙野／今、１期生や２期生くらいの人たちは、市役所だと課長職
の人もいます。彼らが本領を発揮するのはこれからで、ますます楽
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中、この大学に何か提案するとすれば、学生に
は独立心を養うというか、将来起業して会社を
立ち上げるような人材育成の色を打ち出すの
も、経済を専門とする大学にはよいと思いま
す。卒業して会社を起こすなど、将来、仲間と
何かやろうというときに、少しでも役立つような
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釧路公立大学のこれからについて

の、人間力といった、人としての根を鍛えなければなりません。そういったことができるのが、教員と
学生の距離が近い小さな本学の特長だと思います。本学はこれをずっと大切にしていかなければ
なりません。
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出　席　者
（第１期）

（第 2 期）

（第11期）

（第13期）

（第16期）

（第20期）

（第20期）

（第21期）

石川美佐絵さん

高松　一哉さん

佐藤　陽平さん

櫛引真由子さん

髙橋　俊介さん

内村　和樹さん

佐藤　豪留さん

山崎　友寛さん

釧路市福祉部生活福祉事務所

鶴居村保健福祉課

白糠町企画総務部総務課

厚岸町教育委員会管理課

標茶町総務課

浜中町企画財政課

釧路町教育委員会教育部管理課

弟子屈町環境生活課

石川／開学当時は大学設
備も完全なものではなくて、
体育館もありませんでした。 
大学周辺は、本当に何にも
無くて、今のような繁栄した
姿はとても想像できません
でした。
　私は最初、軽音楽部に入

部しました。ライブ会場がアトリウムだったのを覚えて
います。部室も無かったので、事務局の方に地下室
を使わせていただいて練習していました。その後、軽
音楽部を退部して、女子アイスホッケー部を設立し、
初代の部長兼主将をやりました。サークルを立ち上
げたのは男子が中心で、女子中心の部活はありませ
んでした。活動的な女子で何か作ろうということにな
り、釧路ならではの運動部ということで、アイスホッ
ケー部を立ち上げました。チームの取りまとめがなか
なかうまくいかないこともありましたし、練習相手をし
てくれた社会人チームは強過ぎて、全然相手になら
なかったのですが、とても楽しかったです。

櫛引／私は厚岸で生まれ
育ったので、大学に入ったこ
とで世界が広がりました。当
時の新入生には、東北や関
西、九州などから来た方もい
て、そういう人たちと友達に
なれたことで、とても視野が
広がって楽しかったのを覚え

髙橋／私は、標茶生まれで
ずっと標茶で育ちました。私
の学生生活もアルバイトが中
心でした。正直なところ、あま
り大学にはまじめに通ってい
ない学生でした。年に何度か
しか校舎には行かず、たまに
行った時でも95％くらいは所

属していた軽音楽部の部室にいたように思います。
高校時代に学祭で一度ドラムをたたいた程度で、大
学入学当初は素人同然でしたが、部室に入り浸って
いたおかげで上達できました。先輩後輩、サークルの
つながりがとても楽しい日々 で、今も頻繁に連絡を取
り合っています。

佐藤（豪）／私は大学時代、
サークル活動はしていなく
て、映画館でのアルバイトに
明け暮れていました。そのア
ルバイト生活が今の自分にと
ても役立ったと思っています。
経済学部卒だったからかどう
かはわからないですが、役場

では最初に財政課に配属され、日々 、数字と向き合っ
て苦労していました。

山崎／私は卒業して最初に
勤務した会社をわずか２か
月で退職して、２年間のフ
リーターを経て、弟子屈町
役場に就職しました。まだ３
年目です。環境生活課でご
みの処理の仕事などをやっ
ています。

　私は卒業単位ぴったりで卒業するほどの出来の
悪い学生でした。それでも友達との仲はとてもよく
て、今でも交流は続いています。昨年は東北の友達
の結婚式に出席してきました。

内村／私は高校から釧路に
住み始めました。大学時代は、
私もアルバイト漬けの日々 でし
た。サークルでは軽音楽部と、
キャンプを企画する活動など
をしていました。
　役場では最初に農林課へ
配属になり、今は企画課に

移って２年目になります。農林課では大学で学んだこ
とはあまり役立てられなかったのですが、今の課では
少し役立てられています。

ています。厚岸からJRとバスを乗り継いで大学に
通っていました。アルバイトは4年間同じファストフー
ド店で働いて、そこでいろいろ社会勉強し、経験させ
てもらったことが後 と々ても役に立ちました。

（旧姓 菊地）
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高松／私は実家が標茶町
でしたので、２年生まで、ＪＲ
とバスを乗り継ぎ、片道１時
間３０分かけて通学していま
した。３年生からは授業が少
なくなったので、車での通学
となりました。２期生ですが、
平成元年の入学当時は周り

には何も無くて、大学の正門前は一帯が葦の原野
でした。日中は工事車両が常に走っていて、現在
の文苑地区に一気に街が出来上がっていったの
を覚えています。バブル真っ盛りのころで、釧路も
景気がよかったですね。
　アルバイトは、標茶町内で中学生や高校生の家
庭教師をしていて、生徒をたくさん受け持っていま
した。中には、釧路公立大学に進学した生徒もいま
したよ。
　サークルはバレーボールをやっていました。標茶
から通学していたこともあり、時間的な都合で正規
の部には入らず、同級生のサークルに入れても
らってやっていました。いわゆる「非正規軍」です。
このサークルには、インターハイの代表選手など、
バレーボール経験者が多く、釧路管内の大会に出
ても勝ちましたし、正規のバレーボール部と試合を
して勝ったこともありましたので、結構レベルが高
かったですね。

佐藤（陽）／私は釧路市の
出身で、大学へは新富士の
自宅から6㎞近くを自転車で
通っていました。川沿いの通
学路は行きも帰りも向かい風
で、太ももがパンパンになるほ
どでしたが、アルバイトでお金
が貯まるまでずっと自転車通

学でした。アルバイトは日雇いの仕事を中心に、五木
ひろしさんのコンサートスタッフなどもやっていまし
た。学生のころから社会の厳しさを学んでいました。

佐藤（陽）／私は今四つ目の部署です。最初は水道
課で、滞納者への対応は大変でした。目の前で夫婦
が突然喧嘩を始めたこともあります。経理も担当して
いたのですが、在学中唯一落とした科目が簿記でし
たので、その私が経理でいいのかという思いでした。
二つ目が経済部の産業振興課で、やっと大学で学
んだことが生かせるかなと思ったら、白糠町が力を入
れているシソ畑の管理などをすることになって、自分
は一体何をやっているのだろうと思うこともありまし
た。その後は広報で、新聞記者のようなこともやりま
した。事務以外の仕事が多く正直大変でしたが、い
ろいろな経験ができて、とても充実しています。

佐藤（豪）／民間と公務員では、利益の考え方が違
います。公務員の場合は、あくまで住民の利益という
考え方です。住民への対応の仕方や、仕事の進め方
も前例に則ったカタチが主になります。備品や消耗品
などは税金で賄われているのでムダにはできません。

櫛引／採用以来、教育委員会職員として11年間教育
行政に携わっています。今の部署では、主に小中学校
の予算執行や奨学金に関する業務を担当しています。
厚岸町の児童生徒が充実した学校生活を送れるよう、
微力ながら貢献できればと思い勤務しています。

釧路公立大学出身で
よかったと思うこと・
地域に貢献していると
思うこと

石川／釧路公立大学の事務局の方は釧路市から派
遣された職員で、私が釧路市に就職すると同時に同
僚になりました。学生時代からずっとよくしていただい
た方も多くいて、今でも「学生の石川」というイメージ

石川／釧路市職員には、大学進学を機に他の地域
から来て、釧路を好きになって職員になった方もいま
す。夏の涼しさとなど釧路のよさを知っていただい
て、大学があることで外部から来た人が少しずつ増え
てきているのではないでしょうか。

高松／釧路公立大学が地域に貢献しているという
ことで言えば、今、人口の減少が顕著に進んでいる
中で、大学に来られた方が地域経済の下支えをして
いる面はありますよね。約1,300人の学生が地域に
いることで経済を活性化していると思います。

佐藤（豪）／釧路町役場にも卒業生は多いですね。
同窓ならではの親しみを感じます。釧路公立大学で
公務員になる方は多いです。東北から来た人も地元
に帰って公務員になった方がたくさんいらっしゃいま
す。東日本大震災でも頑張っていらっしゃったと聞き
ます。

高松／鶴居村役場には卒業生は私くらいで、釧路
市とはずいぶん違うのですが、釧路管内の市町村に
は同期がけっこういますね。横のつながりで、他の市
町村の状況など情報交換ができて助かっています。

内村／公務員はパソコンに向かって仕事をするんだ
なという漠然としたイメージを持っていたのですが、
すぐに、農家に派遣されまして、家畜の糞の始末など
の手伝いをしました。これも公務員の仕事かと衝撃
を受けました。

高松／公務員はやりがいのあるいい仕事だなと思
い、最初は道職員になったのですが、入った部署が
当時とても過酷で、職場に泊まり込む日が続き、これ
では体を壊すと思って道職員を退職しました。幸運
にも、縁があり道職員を退職した次の日から鶴居村
職員に採用していただきました。村役場は職員の数
が少ないものですから、こちらも仕事はかなり大変
で、自分の考えの甘さに気付きました。自分一人で
複数の業務を同時並行でやらなければならないこ
とが多々あり、１１年間在籍した教育委員会では、夏
にはキャンプ行事の準備や運営など、各種イベント
続きで、土日も勤務になることが多く、なかなか休み
を取れなかったことがありました。その後、配属され
た産業課では、商工観光を担当しました。そこでは
同じ課の農政係や林政係などの他の業務を手伝
い、その後異動した振興課や住民課でも様々 な業務
を経験できましたので、今では仕事の幅が広がったと
実感しています。現在は、保健福祉を担当しています。
職員はオールラウンドプレーヤーにならなければいけ
ないと、小さい村ゆえの大変さを感じています。

石川／私は勤め始めて26年間、ずっと福祉の仕事
に携わっています。公務員の仕事で辛いなと思うこ
とは、やはり法律に基づいてやらなければならないの
で、困っている人に法律以上の支援がしてあげられ

山崎／大学時代にはごみの分別をあまり意識して
いませんでしたが、今、環境生活の部署に来て、資源
ごみの認識が高まったと思います。分別を間違える
と、処理場の人に迷惑がかかるといったように、公務
員になって意識が変わりました。交通ルールなどのモ
ラルの面でもそうですね。

で関わってくださっています。いつまでも目をかけてい
ただいてありがたいです。釧路市役所には現在、卒業
生が100名を数えるほど大勢いらっしゃいます。そう
いう意味では親近感や連帯感が生まれていますね。

ないことですね。これが民間企業なら柔軟な対応で
支援してあげられるのかなと思うことでも、できない
のが辛いですね。
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釧路公立大学出身で
よかったと思うこと・
地域に貢献していると
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石川／釧路公立大学の事務局の方は釧路市から派
遣された職員で、私が釧路市に就職すると同時に同
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なという漠然としたイメージを持っていたのですが、
すぐに、農家に派遣されまして、家畜の糞の始末など
の手伝いをしました。これも公務員の仕事かと衝撃
を受けました。

高松／公務員はやりがいのあるいい仕事だなと思
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当時とても過酷で、職場に泊まり込む日が続き、これ
では体を壊すと思って道職員を退職しました。幸運
にも、縁があり道職員を退職した次の日から鶴居村
職員に採用していただきました。村役場は職員の数
が少ないものですから、こちらも仕事はかなり大変
で、自分の考えの甘さに気付きました。自分一人で
複数の業務を同時並行でやらなければならないこ
とが多々あり、１１年間在籍した教育委員会では、夏
にはキャンプ行事の準備や運営など、各種イベント
続きで、土日も勤務になることが多く、なかなか休み
を取れなかったことがありました。その後、配属され
た産業課では、商工観光を担当しました。そこでは
同じ課の農政係や林政係などの他の業務を手伝
い、その後異動した振興課や住民課でも様々 な業務
を経験できましたので、今では仕事の幅が広がったと
実感しています。現在は、保健福祉を担当しています。
職員はオールラウンドプレーヤーにならなければいけ
ないと、小さい村ゆえの大変さを感じています。

石川／私は勤め始めて26年間、ずっと福祉の仕事
に携わっています。公務員の仕事で辛いなと思うこ
とは、やはり法律に基づいてやらなければならないの
で、困っている人に法律以上の支援がしてあげられ

山崎／大学時代にはごみの分別をあまり意識して
いませんでしたが、今、環境生活の部署に来て、資源
ごみの認識が高まったと思います。分別を間違える
と、処理場の人に迷惑がかかるといったように、公務
員になって意識が変わりました。交通ルールなどのモ
ラルの面でもそうですね。

で関わってくださっています。いつまでも目をかけてい
ただいてありがたいです。釧路市役所には現在、卒業
生が100名を数えるほど大勢いらっしゃいます。そう
いう意味では親近感や連帯感が生まれていますね。

ないことですね。これが民間企業なら柔軟な対応で
支援してあげられるのかなと思うことでも、できない
のが辛いですね。
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期待すること、
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佐藤（豪）／釧路町目線でお話しすると、釧路町が
発展しているのは釧路公立大学の存在が欠かせな
いと思いますね。大型スーパーの進出などは、大学
のおかげによるところは大きい。

内村／飲食店のアルバイトや下宿・アパートの利用
なども釧路公立大学の学生が随分と地域に貢献し
ていますね。

佐藤（陽）／白糠町役場には釧路公立大学の卒業
生が２名しかいないので、ぜひ白糠町に来ていただ
きたいですね。一緒に頑張りましょう。

内村／大学時代を振り返って、後悔していることは、
留学をしておけばよかったということです。無理して
も行っておけばよかった。ですから、後輩諸君には、今
できることをしっかりやっておいてほしいと思います。
この大学には留学できるチャンスが多くあるわけで
すから。

髙橋／あまり勉強しなかったので、偉そうなことは言
えませんが、勉強もほどほどに、遊びも楽しんでほし
いですね。

山崎／大学の時しかできない、旅行なども楽しん
でほしいですね。卒業後も遊べる友達をつくって
ください。

石川／私はアイスホッケーに夢中になっていた学生
生活だったこともあって、後輩にはぜひ熱中できるこ
とを見つけていただきたいですね。せっかく釧路に来
たのだから、ぜひアイスホッケーをやってみませんか。

櫛引／もちろん勉強も大切ですが、大学時代築いた
人間関係はかけがえのないものですから、友達付き
合いを大切にしてほしいですね。

佐藤（豪）／ちょっと厳しい言い方をすると、大卒で公
務員になるとそれなりに期待されます。大学を出た
のだからと。アルバイトでも何でもいいですから、社会
的な経験をして、マナーや会話の仕方などをしっかり
身につけておいてほしいですね。

高松／常識や最低限の社会性は必要ですね。そし
て、釧路公立大学の卒業生としての誇りと気概を抱
いて社会に飛び出してほしいです。

－13－ －14－
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座談会②　金融機関勤務の卒業生
大学時代の思い出

出　席　者
（第 5 期）

（第19期）

（第23期）

（第24期）

（第25期）

（第25期）

大原　礼孝さん

佐々木俊哉さん

中村　浩樹さん

板花　昂太さん

金澤　郁美さん

田井　礼子さん

釧路信用金庫　経営企画部

釧路信用組合　西港支店

大地みらい信用金庫　釧路東支店

網走信用金庫　釧路支店

北海道労働金庫　釧路支店

北海道銀行　釧路支店

大原／私は静岡県の御殿場
市の出身で5期生になりま
す。釧路公立大学は当時、受
験日程が組みやすい東京で
の試験という理由で、どこに
あるかもよくわからず受験を
決めました。
　入学で初めて釧路に来て、

まずその寒さに驚いたのと、スパイクタイヤの粉塵で
埃が舞っていて、第一印象は最悪でした。大学では
最低限の単位は取りましたが、あまり真面目な学生
ではなく、さぼることも多かったです。４年間ずっと
サッカーをやっていまして、その時の仲間とは今も親
しくしています。道東の信用金庫に就職し勤めてい
る同期がいますが、たまに会って昔の話をします。
　当時の思い出で特に記憶に残っているのが、下宿
に給湯器がついていなくて、冬の朝、顔を洗うのがと
ても冷たくて辛かったことです。第一印象が悪かった
釧路ですが、在学中の4年間で、私の釧路観がすっ
かり変わりまして、今では釧路が大好きになりました。

板花／私は十勝の陸別町
の出身で、日本でも有数のと
ても寒い町から来ました。来
た当時は、釧路の風がとても
強いので、陸別よりも寒いと
感じました。１年から２年にか
けての下宿生活はとても楽
しかったです。下宿生活を共

にした仲間とは、今でも付き合いがあります。
　道内はもとより東北はじめ、いろいろな地方か
ら学生が集まっていますので、そういう違う環境
で育った人たちとの出会いが、学生時代の財産
ですね。

中村／私は岩手県の出身
で、釧路のことをよく知らずに
来ました。気候も岩手に似た
ところがあり、過ごしやすくよ
いイメージがあります。岩手も
かなり雪が降るのですが、や
はり釧路の寒さは肌に痛い
ほどで、最初はとても驚きまし

た。学生時代は準硬式野球を頑張りました。アルバ
イトは掛け持ちしていろいろな経験をすることができ
ました。私の弟も今年、釧路公立大学を卒業しまし
て、兄弟揃ってお世話になりました。

田井／私は釧路市音別町
出身です。ずっと釧路の大
学に行きたいと思っていまし
たので、釧路公立大学へ入
学しました。本当は一人暮ら
しがしたかったのですが、親
の反対で叶わず、４年間JR
で通っていました。朝早く家

を出なければならなくて、大変でしたが何とか通い
きりました。学生時代は女子アイスホッケー部のマ
ネージャーをやっていました。最初は興味もなく友
達に誘われて始めた部活でしたが、入ってみると
面白くてけっこうはまっていました。今思い起こすと
とてもよい思い出です。

金澤／私は25期卒で今年
社会人２年目になりました。高
校卒業と同時に一人暮らし
を始めて、周りの友達も一人
暮らしの人たちばかりでした
ので、学生時代はそういった
仲間で集まって遊んでいまし
た。大学ではスノーボード

サークルに所属していました。とてもにぎやかなサー
クルで、仲間との楽しい思い出がたくさんできまし
た。ゼミでキャンプに行ったりしてとても充実した４年
間だったと思います。
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就職した当時の思い出、
現在の仕事について

佐々木／私は北見市の留辺
蘂町の出身で、高校の時まで
留辺蘂で過ごしました。高校
を卒業してすぐに公務員にな
りたかったのですが、準備不
足でなれず、しっかり時間を
かけて実現しようと進学を決
めました。親に金銭的負担を

かけたくなかったので、アルバイトに精を出しすぎて、
勉学が疎かになり単位取得も危ういときもあったの
ですが、３年生に集中して単位を取得して何とか就
職活動に専念できました。２年生のころに、公務員か
ら金融機関に路線を変更して、釧路信用組合に就
職することができました。

佐々木／今、渉外担当の仕事をしています。銀行マ
ンは人との関わりが特に大切な仕事だと感じていま
す。営業職なので大変なときもありますが、やりがい
があります。銀行マンにとって何より大切なのは、や
はり、お客様との信頼関係を築き、それを厚くしてい
くことだと思います。

金澤／私は現在、預金係として窓口で勤務していま
す。“ろうきん”は労働組合のお客様が主です。最初
は何もかもわからず慣れないことだらけで、一から仕
事を覚えていく毎日でした。銀行員は試験を受け資
格を数多く取得していかなければならないので、試
験勉強が大変です。また、ジョブローテーションという
部署異動を行っているため、先輩や後輩への仕事
の引継ぎがあってそれも大変ですが、その分やりが
いも大きいです。

田井／私は昨年、北海道銀行釧路支店に入行して、
今年２年目になります。３月まで為替の部署で働いて、
４月からは出納の所属になりました。係が変わって最
近やっと慣れてきました。出納ではその日の現金が合
わないと仕事が終われないので周りに迷惑をかけな
いようプレッシャーがあります。金澤さんがおっしゃっ
たように、試験もけっこう多くて大変ですね。北海道

釧路公立大学出身で
よかったと思うこと

田井／私の職場には一つ上の卒業生がいます。後
で知ったことなのですが、この先輩が入行時から頑
張っていらっしゃったことが評価されて、私たち後輩
に道をつくってくれました。自分もこれから当行を目指
す後輩のためにもしっかりしなければならないと思っ
ています。
　学生の時、ホテルの宴会サービスのアルバイトを
していたので、接客での挨拶の仕方や言葉遣い、
電話対応などを学べたことが、今の仕事に役立っ
ています。

中村／私の職場にも卒業生の上司が何人かおりま
して、飲み会に誘われたり何かと面倒を見てもらって
います。大学の先輩の存在はやはり頼りになります。
　また、地元の岩手に同期がいて、連絡を取り合って
います。遠方からも大学時代の友人が結婚式に来てく
れたり、今も仲よくしてくれて、ありがたい存在ですね。

板花／私の支店には卒業生は私一人だけですが、
職場全体ではたくさんいますので、卒業生同士何か
と助け合う機会も多いですね。仕事上、何かわから
ないことがあるときも、卒業生だと聞きやすいです
し、親近感もあります。
　私は、入学当時、教員を目指していたのですが、
経済学のゼミで大きな感銘と影響を受け、金融機
関の今の職場に巡り合えたのも、この大学のおか
げだと思っています。

大原／私たちの世代も含め、多くの先輩たちが地
元企業で活躍され、実績を重ねてきたことで、後輩
への道を作ってきたのだと思いますね。先日も東京
からお客様がいらっしゃって、よくよく話を聞いてみる
と、その方が大学の先輩で、それで一気に距離が縮
まったということがありました。ビジネスの世界ではそ
ういうつながりで、よい方向に向かうことがしばしば
あります。

佐々木／私が担当する取引先にも卒業生のお客
様が多くいらっしゃいます。同窓のよしみで親しくお
付き合いいただくこともあります。卒業して7年になり
ますが、同期とは年に１、2回集まる関係が今も続い
ています。
　学生時代は、派遣会社を通じていろいろなアル
バイトをしていて、牛丼屋、ゲームセンター、引っ
越し屋と様 な々業界を知る機会がありました。振り
返れば、そのような経験も今に役立っている部分が
あると思います。

金澤／当金庫の支店は釧路管内に一つしかないの
ですが、今年もこの大学から一人の新人が入ってき
ました。会社の行事で全道から職員が集まる機会が
あるときなど、同窓で盛り上がることがあります。
　私の友人にも何人か金融機関に就職した人がい
ます。就職活動でも励まし合ったり、情報交換など
協力し合って就職活動に臨めたのでよかったです
ね。その時の仲間たちは今も連絡を取り合う仲です。
　学生時代はアルバイトで接客が中心の仕事をして
いたこともあり、そこで鍛えられたことが今の窓口業
務に役立っているかなとも思っています。

板花／この大学には全国各地から学生がやってき
ますから、地域の活性化に一役買っていると思いま
す。東北から来て、故郷に帰り、震災復興で頑張って
いる人も多くいます。消費活動や雇用など、釧路の
地域経済にも一定の役割を果たしていますね。

釧路公立大学が地域に
貢献していると思うこと

中村／在学中はよく知らなかったのですが、金融機
関に入って、この大学が地域経済の活性化対策な
どいろいろな分野に貢献しているということを改め
て知りました。社会人向けのセミナーなど私たちが
参加する機会もあり、私自身も地域経済の活性化に
向け、共に考え関わっていければと思っています。

中村／私は入庫して最初の勤務地が羅臼支店でし
た。羅臼では日用品以外の大きな買い物は中標津
町まで車で1時間かけて出かけなくてはなりませんで
したし、冬の寒さも苦労しました。羅臼支店にいた当
時、ローンの契約でお客様から印鑑をもらい忘れて
しまったことがあって、標津町まで車で50㎞走って印
鑑をもらった失敗を思い出します。
　昨年、釧路東支店に転勤になりまして、現在渉
外担当をしています。金融の仕事は商品のいろい
ろな知識を身につけなければなりませんし、資格試
験が多いのも大変ですね。
　今年も大学の後輩が入ってきまして、現在、マン
ツーマンで後輩の指導もしているところです。新人
は１年目でどれだけ成長できるかが大事なポイントと
なりますので、教えることの難しさ、責任を実感し
ています。

板花／私は現在、網走信用金庫釧路支店に勤務
し、３年目になります。預金係の窓口担当で、周りはす
べて女性で上司も女性、男は私一人です。女性に囲
まれた職場環境は何かと気を遣うので大変です。
　預金係には毎年新人が入ってきます。私が指導係
を任せられているので、指導教育の責任をしっかり
果たしていかなければならないと自覚しています。

大原／私は現在、経営企画部という本部部署にお
りまして、新規の事業拡大や収益管理、地域貢献に
向けた事業の企画、実施などの仕事をしています。
　昨年は当金庫の90周年の記念誌も作りまして大
変苦労しました。営業部署にいたときもそれなりに苦
労はありましたが、今、経営管理の部署に身を置い
て、昨今経営環境の変化が激しい中に、どうやって
事業を展開していくか、頭を悩ませている日々 です。
　金融関係の仕事は、人と接することが好きでは
ないと務まらない仕事です。たとえ頭がよくてもコミュ
ニケーションをとることが苦手な人は、入庫後苦労
する方が多いように思います。しかし、人付き合い
がしっかりできる人は、入庫した時、あまりぱっとし
なくても経験を積むにしたがって伸びていくことが多
いですね。

銀行釧路支店は今年10月に移転が控えていて、そ
の準備も忙しくなってきています。
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就職した当時の思い出、
現在の仕事について

佐々木／私は北見市の留辺
蘂町の出身で、高校の時まで
留辺蘂で過ごしました。高校
を卒業してすぐに公務員にな
りたかったのですが、準備不
足でなれず、しっかり時間を
かけて実現しようと進学を決
めました。親に金銭的負担を

かけたくなかったので、アルバイトに精を出しすぎて、
勉学が疎かになり単位取得も危ういときもあったの
ですが、３年生に集中して単位を取得して何とか就
職活動に専念できました。２年生のころに、公務員か
ら金融機関に路線を変更して、釧路信用組合に就
職することができました。

佐々木／今、渉外担当の仕事をしています。銀行マ
ンは人との関わりが特に大切な仕事だと感じていま
す。営業職なので大変なときもありますが、やりがい
があります。銀行マンにとって何より大切なのは、や
はり、お客様との信頼関係を築き、それを厚くしてい
くことだと思います。

金澤／私は現在、預金係として窓口で勤務していま
す。“ろうきん”は労働組合のお客様が主です。最初
は何もかもわからず慣れないことだらけで、一から仕
事を覚えていく毎日でした。銀行員は試験を受け資
格を数多く取得していかなければならないので、試
験勉強が大変です。また、ジョブローテーションという
部署異動を行っているため、先輩や後輩への仕事
の引継ぎがあってそれも大変ですが、その分やりが
いも大きいです。

田井／私は昨年、北海道銀行釧路支店に入行して、
今年２年目になります。３月まで為替の部署で働いて、
４月からは出納の所属になりました。係が変わって最
近やっと慣れてきました。出納ではその日の現金が合
わないと仕事が終われないので周りに迷惑をかけな
いようプレッシャーがあります。金澤さんがおっしゃっ
たように、試験もけっこう多くて大変ですね。北海道

釧路公立大学出身で
よかったと思うこと

田井／私の職場には一つ上の卒業生がいます。後
で知ったことなのですが、この先輩が入行時から頑
張っていらっしゃったことが評価されて、私たち後輩
に道をつくってくれました。自分もこれから当行を目指
す後輩のためにもしっかりしなければならないと思っ
ています。
　学生の時、ホテルの宴会サービスのアルバイトを
していたので、接客での挨拶の仕方や言葉遣い、
電話対応などを学べたことが、今の仕事に役立っ
ています。

中村／私の職場にも卒業生の上司が何人かおりま
して、飲み会に誘われたり何かと面倒を見てもらって
います。大学の先輩の存在はやはり頼りになります。
　また、地元の岩手に同期がいて、連絡を取り合って
います。遠方からも大学時代の友人が結婚式に来てく
れたり、今も仲よくしてくれて、ありがたい存在ですね。

板花／私の支店には卒業生は私一人だけですが、
職場全体ではたくさんいますので、卒業生同士何か
と助け合う機会も多いですね。仕事上、何かわから
ないことがあるときも、卒業生だと聞きやすいです
し、親近感もあります。
　私は、入学当時、教員を目指していたのですが、
経済学のゼミで大きな感銘と影響を受け、金融機
関の今の職場に巡り合えたのも、この大学のおか
げだと思っています。

大原／私たちの世代も含め、多くの先輩たちが地
元企業で活躍され、実績を重ねてきたことで、後輩
への道を作ってきたのだと思いますね。先日も東京
からお客様がいらっしゃって、よくよく話を聞いてみる
と、その方が大学の先輩で、それで一気に距離が縮
まったということがありました。ビジネスの世界ではそ
ういうつながりで、よい方向に向かうことがしばしば
あります。

佐々木／私が担当する取引先にも卒業生のお客
様が多くいらっしゃいます。同窓のよしみで親しくお
付き合いいただくこともあります。卒業して7年になり
ますが、同期とは年に１、2回集まる関係が今も続い
ています。
　学生時代は、派遣会社を通じていろいろなアル
バイトをしていて、牛丼屋、ゲームセンター、引っ
越し屋と様 な々業界を知る機会がありました。振り
返れば、そのような経験も今に役立っている部分が
あると思います。

金澤／当金庫の支店は釧路管内に一つしかないの
ですが、今年もこの大学から一人の新人が入ってき
ました。会社の行事で全道から職員が集まる機会が
あるときなど、同窓で盛り上がることがあります。
　私の友人にも何人か金融機関に就職した人がい
ます。就職活動でも励まし合ったり、情報交換など
協力し合って就職活動に臨めたのでよかったです
ね。その時の仲間たちは今も連絡を取り合う仲です。
　学生時代はアルバイトで接客が中心の仕事をして
いたこともあり、そこで鍛えられたことが今の窓口業
務に役立っているかなとも思っています。

板花／この大学には全国各地から学生がやってき
ますから、地域の活性化に一役買っていると思いま
す。東北から来て、故郷に帰り、震災復興で頑張って
いる人も多くいます。消費活動や雇用など、釧路の
地域経済にも一定の役割を果たしていますね。

釧路公立大学が地域に
貢献していると思うこと

中村／在学中はよく知らなかったのですが、金融機
関に入って、この大学が地域経済の活性化対策な
どいろいろな分野に貢献しているということを改め
て知りました。社会人向けのセミナーなど私たちが
参加する機会もあり、私自身も地域経済の活性化に
向け、共に考え関わっていければと思っています。

中村／私は入庫して最初の勤務地が羅臼支店でし
た。羅臼では日用品以外の大きな買い物は中標津
町まで車で1時間かけて出かけなくてはなりませんで
したし、冬の寒さも苦労しました。羅臼支店にいた当
時、ローンの契約でお客様から印鑑をもらい忘れて
しまったことがあって、標津町まで車で50㎞走って印
鑑をもらった失敗を思い出します。
　昨年、釧路東支店に転勤になりまして、現在渉
外担当をしています。金融の仕事は商品のいろい
ろな知識を身につけなければなりませんし、資格試
験が多いのも大変ですね。
　今年も大学の後輩が入ってきまして、現在、マン
ツーマンで後輩の指導もしているところです。新人
は１年目でどれだけ成長できるかが大事なポイントと
なりますので、教えることの難しさ、責任を実感し
ています。

板花／私は現在、網走信用金庫釧路支店に勤務
し、３年目になります。預金係の窓口担当で、周りはす
べて女性で上司も女性、男は私一人です。女性に囲
まれた職場環境は何かと気を遣うので大変です。
　預金係には毎年新人が入ってきます。私が指導係
を任せられているので、指導教育の責任をしっかり
果たしていかなければならないと自覚しています。

大原／私は現在、経営企画部という本部部署にお
りまして、新規の事業拡大や収益管理、地域貢献に
向けた事業の企画、実施などの仕事をしています。
　昨年は当金庫の90周年の記念誌も作りまして大
変苦労しました。営業部署にいたときもそれなりに苦
労はありましたが、今、経営管理の部署に身を置い
て、昨今経営環境の変化が激しい中に、どうやって
事業を展開していくか、頭を悩ませている日々 です。
　金融関係の仕事は、人と接することが好きでは
ないと務まらない仕事です。たとえ頭がよくてもコミュ
ニケーションをとることが苦手な人は、入庫後苦労
する方が多いように思います。しかし、人付き合い
がしっかりできる人は、入庫した時、あまりぱっとし
なくても経験を積むにしたがって伸びていくことが多
いですね。

銀行釧路支店は今年10月に移転が控えていて、そ
の準備も忙しくなってきています。
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今後釧路公立大学に
期待すること、
後輩へのメッセージ

中村／卒業後はぜひ釧路に残って就職してほしい
ですね。私から後輩にメッセージを送るとしたら、今を
大いに楽しんでほしい。就職したらできないこと、学
生のときにやっておけばと思うことが必ずあります。
できることなら私も学生時代に戻りたいと思うことが
ありますから。

佐々木／社会人になると時間もなかなか自由になり
ません。今を大切にしてほしいですね。そして卒業後
も長く付き合える仲のよい友達をたくさんつくってく
ださい。

板花／経済学の単科ではありますが、法律や教職
などいろいろな学問を学ぶ機会もありますので、一生
懸命勉強して、いっぱい遊んで、アルバイトもして、充
実した時間を過ごしてほしいですね。

金澤／私が卒業した次の年には、電光掲示板が新

大原／今の部署にいて特に感じるのは、釧路公立
大学が、地域にとって大きな存在になっているという
ことです。地域経済研究センターでは、地域と一緒
になって観光振興や物産品開発の共同研究を盛ん
に行っています。特にこの10年は、シンクタンクとし
ての機能が高まっています。
　私もセミナーに参加させていただくことがあっ
て、セミナーを通じて課題の存在や解決に向けて
のヒントを聞いたりして、「なるほど、こういう考え方、
やり方もあるのか」と今の仕事に役立っています。
　昨今は“産学官金”という連携の言葉をよく耳
にしますよね。釧路ではこの地域連携がよく実践さ
れています。これも釧路公立大学の存在感が大きく
なっているゆえなのではないでしょうか。

佐々木／釧路公立大学ができるまでは、このあたり
は湿地が広がっていて、この大学ができたことで、こ
の地域に若者が集まり、家や商店もでき、街が発展
してきましたね。今では利便性がよく、住みたい街に
変貌しました。おかげでインフラも整い、地域に貢献
している実例だと思います。

金澤／日本全国から学生が集まり、卒業後も地域
に根差し頑張っている方が多く見受けられます。ま
た、それぞれの地元に戻った方の中にも、釧路に遊
びに来てくれる方がたくさんいらっしゃいますね。
　私が所属していたゼミでは、釧路をPRする動画
を制作するプロジェクトをしていました。釧路ザン
ギの大食い対決や、釧路の冬遊びの紹介など、わ
かりやすいテーマで動画を制作して、YouTube
にアップし、その閲覧再生回数を競うというもので
す。小さなことですが、地域のために貢献できたの
ではないかと思います。

田井／私は、環境系のゼミでしたので、卒論もタン
チョウを中心とした地域の自然環境についてまと
めました。他地域から来た学生の中にも、釧路の
環境をテーマにした卒論にトライした人もいて、外
から来た人が釧路を知るよい機会となっていると
ころも、この大学の地域貢献なのかなと思います。

大原／私が入学したころは、校舎の2階から外を見
ると、正門の向こう側はまだ何もなくて、ずっと遠くま
で見通せました。それから30年でこんなに周りに家
が建って、街が発展するとは思いませんでした。本当
に地域の経済発展に大きく貢献していますね。

設されたり、カフェができたりして、学生にとって学び
やすい環境が整ってきていますので、これからも学
生のためにどんどんよくなってほしいと思います。大
学時代は長いようで意外と短い時間なので、しっか
り目標を定めて一日一日を大切にして過ごしてほし
いですね。

田井／大学にお願いしたいことは、釧路に就職する
人をもっともっと力を入れて支援してほしいですね。
地元金融機関にもよい人材を送り出してほしいで
す。後輩には、勉強も遊びもアルバイトも、大学時代
にしかできないことを4年間でしっかりやりきって社会
に進んでいただきたいと思います。

大原／先ほどの金澤さんのお話にもあったように、
学生が地域のPRや情報を積極的に発信することは
とてもよいことであり、この大学の素晴らしい点だと思
います。釧路のことを研究することにかけては、他のど
の大学にも負けない存在であってほしい。そして地域
の研究が地元のいろいろな企業に波及していくことを
期待します。
　後輩には、学生時代に何でもよいから夢中になれ
ることを一つ見つけて、それを中心に仲間づくりをし
ていくのもよいかなと思います。
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　大学受験では、札幌や小樽の大学を受けたのですが全滅の
結果で、唯一、釧路公立大学だけ合格することができました。
おかげで第１期生という記念すべき卒業生となりました。開学
当時の釧路公立大学は、道外からの学生も多く、関西から東北
と様々な方言・イントネーションが飛び交っていて、物珍しさと刺
激がありました。
　大学では1期生がゆえに自由そのものでした。先輩がいな
かったので、自分たちの意思で何でもできたし、何かを作るにし
ても反対されたり、抵抗を受けるようなことはまったくありません
でした。当時は体育館もまだ建設中で、不便なところもありまし
たが、新設校ならではの経験をさせてもらいました。
　また、4年間釧路市内の親元から通うことができたので、

経済的な負担も少なく、その点では少しだけ親孝行できたかな
と思います。
　大学に受かったことで大いに羽を伸ばしたのは事実です。大
学生になったら、いろいろとやりたいことがたくさんあって、まず
中古車を買い、仲間とドライブに行きました。その勢いで十数
人の仲間とドライブサークルをつくり、テニスをしたり、とにかく
遊びに没頭した学生生活でした。
　（遊びの）資金調達のため、様々なアルバイトをしていました。
中でも接客業は楽しかったです。接遇なんていう言葉は知りませ
んでしたが、笑顔、マナー、気配りなど、アルバイトを通じて学ん
だことは多かったです。ただし、学業が少しおろそかになった。も
う少し、真面目に学業もやっておけばよかったですね。
　現在は、主に、貿易の玄関口である釧路港にて、外国貨物の
輸出入通関業務を行う外航課課長として三ッ輪運輸株式会
社に勤務しています。相手先は、東京の船会社、商社等多数。
12年間、釧路を離れ、東京支社、札幌支社と営業最前線で、
得意先営業窓口として勤務させていただきました。その経験を
生かし、釧路港利用促進を足掛かりに釧路の発展に少しでも
寄与していきたいと思っています。
　社会人になり、何が役に立つなんてわからないものです。勉強
に打ち込むこともいいですが、学業以外にも、スポーツ、旅行、上
下関係（先輩後輩）のコミュニティーなどいろいろと経験を積ん
で人間を磨き、バイタリティーのある社会人目指して、学生生活
を大いに楽しんでください。

卒業生インタビュー 1～10期

卒業年／平成4年（第1期）
勤務先／三ッ輪運輸株式会社（釧路市）

第一営業部 外航課 課長

明 日 見  学 さん  
卒業年／平成6年（第3期）
勤務先／北海道日高振興局（浦河町）

産業振興部 林務課 係長　

佐 藤  公 治 さん  

　オホーツク・興部町出身の私が、釧路公立大学に進学したのは、
高校の担任の薦めでした。開学したばかりの道内の国公立大学で
あったこと、また、パンフレットを見ると内容が魅力的で、それでビ
ビッときました（笑）。新しい大学で学生数は少なかったですが、先
輩・仲間、そして釧路の素晴らしい環境の中、充実した学生生活を
過ごすことができ、とても満足しています。
　在学中で特に思い出に残っていることは、氷都釧路でアイス
ホッケーに出会い、部活動に熱中したこと。部活動とアルバイトを
両立しながら4年間続けられたことは、自分でもよく頑張ったなと思
います。
　現在は、北海道職員として日高振興局林務課で働いています。
ここでは北海道における「一般民有林」といわれる森林の山づくり
や、保全に関する業務、また、木材産業の振興や森林組合等の育
成指導などを担っております。現在は、係長としての立場上、常に
先を見て、上下左右のコミュニケーションにより情報をキャッチし、
積極的に組織を動かしていくことを心がけています。
　大学での4年間は社会人になって役立つことが多くあります。そ
れは、学業に限らず、サークル・ゼミ・アルバイトでの経験も然りで
す。社会人に比べて自由な時間を持つことができる今、興味を持っ
たらまずチャレンジしてみてください。様々な人との交流は、きっと
将来の財産になります。そして母校を誇りに思い、母校への愛を忘
れずにいてくださいね。

　私は東北の出身で、センター試験直前まで釧路公立大学という
名前すら知りませんでした(笑)。しかし、センター試験受験後、二次
試験で挽回可能な点数配分の大学を探した中、当時Ｃ日程だった
釧路公立大学を発見し、「ここだ！」と運命を感じ急遽志望校に
選定し、合格に至りました。
　入学してみると、釧路管内、道内出身者を中心に、東北から九州
まで幅広く学生が集まってきていました。釧路は住み心地がよく、
自分らしさを出しつつ成長できた４年間だったと思います。在学中
はファストフード店で３年間アルバイトをしていて、サークルのように
よく皆と集まっていました。ゼミでは３ゼミ合同で旅行をしました。
今でも年賀状でつながっている方 も々います。
　バブル崩壊後、特に女子には厳しい時代の就職活動の中、女性
が活躍できる職場を第一に考え、現在の会社に入社し、２３年目と
なります。新卒採用にも携わり、釧路公立大学の学内説明会にも
参加させていただいたこともあります。結婚、出産を経て、現在は２０
代～５０代まで幅広い年齢層の方の育成を行っています。
　私がいた当時は、まだあまり知られていない大学でしたが、最近
は道内外でも知名度も上がり、地道にコツコツと社会に貢献できる
学生が多いという印象を持っていただけているように思います。３０
周年を機に、さらに釧路、北海道の発展の担い手として、様々な角
度から関わりを持っていけたらと祈念しております。卒業式の謝恩会にて(中央)

アイスホッケーとアルバイトを
両立した4年間

運命を感じ入学した大学で
素晴らしい仲間と出会えた

大学で様々な経験を積んで活力ある人間に

卒業年／平成7年（第４期）
勤務先／日本生命保険相互会社

札幌支社 札幌法人市場営業部
支部長補佐

沼 田  和 代 さん（旧姓 佐藤） 
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　釧路公立大学は、大学の近くに豊かな自然環境、特に有名な湿原
（釧路・別寒辺牛・霧多布等）がたくさんあり、札幌出身の私はだんだ
んと道東の自然の素晴らしさに気付き、タンチョウやオオワシなどの野
鳥を観察するようになりました。ゼミでは、環境教育について研究、卒業
論文を書きました。そのような経験から、自然や野鳥に関わる仕事をし
たいと思うようになり、実現させました。そして、今も湿地や草原の野鳥
を中心に保護活動や研究を行っています。
　在学中は、アメリカンフットボール部の活動に熱中しました。決して強
いチームではありませんでしたが、部活動を通じて、大学の友人とは別
に先輩や後輩と学生時代の時間を共有できたことは今も財産です。北
海道学生オールスターに選出され、大きな競技場で試合できたことも
学生時代のよい思い出です。
　私は日本野鳥の会に入局以来、ずっと自然保護室という部署で、自
然保護活動を行っています。2年前から、主任研究員を拝命し、今後
は、日本野鳥の会の中でも調査研究のスペシャリストとして、特に外部
に対し調査研究の成果をアピールしていくことが求められていると思
います。
　大学には、自然豊かな釧路地域の特色を生かし、また環境の時代
ということもあり、もっと環境分野について学べる科目を増やしてほし
いですね。可能であれば、数十人規模でも環境学科等を増設すること
を期待します。

　私は将来、就職するにあたり経済学部がよいと考え、また、学費の
面も考えて国公立大学を志望していました。幼少期に釧路に住んで
いて、釧路に対して懐かしい思いもあり、釧路公立大学を志望しまし
た。在学中、特に思い出に残っていることは２年間のゼミです。担当
の萩原充教授には、今でも会いに行きます。ゼミ合宿、ディベート、卒
論の苦労など数多くの思い出があります。
　今思えば、簿記は資格を取るくらい勉強しておけばよかったと思っ
ています。それに経済用語をしっかりと勉強しておくべきでした。社会
人になってから、用語の意味がわからず苦労したことがありました。
　私が勤務している柳月は、日々 １００種類以上のお菓子を製造販
売しています。現在、新商品・季節限定イベント商品・販売促進対象
商品の札幌地区分（地区内２１店舗）の発注計画数立案・納品調
整・売場調整を行う部署にいます。いわゆる、社内バイヤー的役割で
す。会社として力を入れて売りたい商品を、各店舗にて最大限販売
してもらうために、計画・実施・調整をしています。直接売上に関わる
仕事なので、とてもやりがいを感じております。
　釧路公立大学は「公立」という立ち位置から、地元地域経済に貢
献する教育機関であり続けてほしいと思っています。地元企業との
コラボレーションによる、新市場の開拓・新商品の開発を発信できる
大学になると、とてもうれしいです。

釧路の豊かな自然に魅かれ
野鳥研究のスペシャリストに

地域経済への継続的貢献を

　私が入学した当時、この大学が先進的だったのは「複数自治体の事
務組合によって設立された日本で初めての大学」という点でした。大学
という新たな装置は地域経済に好影響を与え、発展の一助となり得る
のかというチャレンジングな役割も担っていたものと理解しています。
　ビジネスパーソンになって学生時代の学問が本当に役立ったなと感じ
ているのは「マクロ経済とミクロ経済」という視点です。全ての企業・組
織は、世界情勢の大きな変化をいち早く感じ取り、自分たちの事業をど
う変革していくか、こういったマクロ経済的な視点に立って未来を創造し
て行く。一方、ビジネスは日々 の収支がしっかり成り立っていなければ、未
来など絵に描いた餅です。目の前のお客様ニーズに応えるため、限られ
たリソースを駆使して継続的な利益を出し経済循環を造る。これがミク
ロ経済だと思っています。学生時代の様 な々教科やゼミでの学びを通
じ、この両輪の視点を身につけられたことに感謝しています。
　現在、私は、IT系の新サービス・新規ビジネスの企画開発をしています。
特に直近ではAI技術を使った新サービスをスタートさせました。
　プライベートでは夫と中学３年の息子との3人暮らしです。息子がいて
くれたおかげで、仕事が辛い時には何度も救われましたし、仕事のおか
げで、子育ての悩みを客観的な視点で乗り越えることができました。どち
らも切り離せないかけがえのない私の人生です。今の時代の女性は、結
婚未婚、子供の有無、親の介護など、人によって選択肢も環境も実に
様 で々す。働く女性一人一人が、納得感ある人生を過ごせるようサポー
トしながら、これからも仕事に夢に、挑戦し続けます。　

　私が釧路公立大学に進んだ理由は、両親が退職後に北海道への転
居を決めていたからでした。釧路での学生生活においては、静かな学習
環境と比較的新しい設備の下で勉学に集中できたと思っています。
　在学中の思い出として印象に残っていることは、ゼミのイベントで
卒業前に網走に旅行したことです。残り僅かな学生生活を満喫する
ことができました。
　大学生活でやり残したと思うことは、より専門性の高い応用経済
学の科目だけでなく、英会話の勉強もしておけばよかったということ
です。特にリスニングの大切さを感じています。
　現在、私は小樽商科大学商学部経済学科で教鞭をとっています。
釧路公立大学を卒業した後、北海道大学大学院経済学研究科に進
学して研究を重ね、最終的には継続的に学んだ経済学の専門分野
に関する研究職に就くことができました。小樽商科大学では、専門分
野の研究活動、授業やゼミを通じた学生の指導および大学運営に関
する各種委員会への参加を主な業務内容として、これらに対して並
列して大学に貢献したいと思います。
　この度、開学30周年を迎えられた釧路公立大学には、いわば道東
の地方中核都市の「知」の拠点として、変化の激しい社会の要請

（social demand）に対応できる人材の育成を継続してほしいと期
待しております。

「新たなものへの挑戦」に惹かれて

社会が求める人材の育成を

(写真左)

卒業年／平成9年（第6期）
勤務先／東日本電信電話株式会社（東京都）

ビジネス開発本部 課長

山 本  美 希 子 さん（旧姓 種） 
卒業年／平成11年（第8期）
勤務先／公益財団法人日本野鳥の会

（東京都） 自然保護室 主任研究員

浦  達 也 さん  

卒業年／平成11年（第8期）
勤務先／小樽商科大学

商学部経済学科 准教授

天 野  大 輔 さん
卒業年／平成13年（第10期）
勤務先／株式会社柳月

販売営業部 札幌地区 課長

冨 永  享 志 さん
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　釧路公立大学は、大学の近くに豊かな自然環境、特に有名な湿原
（釧路・別寒辺牛・霧多布等）がたくさんあり、札幌出身の私はだんだ
んと道東の自然の素晴らしさに気付き、タンチョウやオオワシなどの野
鳥を観察するようになりました。ゼミでは、環境教育について研究、卒業
論文を書きました。そのような経験から、自然や野鳥に関わる仕事をし
たいと思うようになり、実現させました。そして、今も湿地や草原の野鳥
を中心に保護活動や研究を行っています。
　在学中は、アメリカンフットボール部の活動に熱中しました。決して強
いチームではありませんでしたが、部活動を通じて、大学の友人とは別
に先輩や後輩と学生時代の時間を共有できたことは今も財産です。北
海道学生オールスターに選出され、大きな競技場で試合できたことも
学生時代のよい思い出です。
　私は日本野鳥の会に入局以来、ずっと自然保護室という部署で、自
然保護活動を行っています。2年前から、主任研究員を拝命し、今後
は、日本野鳥の会の中でも調査研究のスペシャリストとして、特に外部
に対し調査研究の成果をアピールしていくことが求められていると思
います。
　大学には、自然豊かな釧路地域の特色を生かし、また環境の時代
ということもあり、もっと環境分野について学べる科目を増やしてほし
いですね。可能であれば、数十人規模でも環境学科等を増設すること
を期待します。

　私は将来、就職するにあたり経済学部がよいと考え、また、学費の
面も考えて国公立大学を志望していました。幼少期に釧路に住んで
いて、釧路に対して懐かしい思いもあり、釧路公立大学を志望しまし
た。在学中、特に思い出に残っていることは２年間のゼミです。担当
の萩原充教授には、今でも会いに行きます。ゼミ合宿、ディベート、卒
論の苦労など数多くの思い出があります。
　今思えば、簿記は資格を取るくらい勉強しておけばよかったと思っ
ています。それに経済用語をしっかりと勉強しておくべきでした。社会
人になってから、用語の意味がわからず苦労したことがありました。
　私が勤務している柳月は、日々 １００種類以上のお菓子を製造販
売しています。現在、新商品・季節限定イベント商品・販売促進対象
商品の札幌地区分（地区内２１店舗）の発注計画数立案・納品調
整・売場調整を行う部署にいます。いわゆる、社内バイヤー的役割で
す。会社として力を入れて売りたい商品を、各店舗にて最大限販売
してもらうために、計画・実施・調整をしています。直接売上に関わる
仕事なので、とてもやりがいを感じております。
　釧路公立大学は「公立」という立ち位置から、地元地域経済に貢
献する教育機関であり続けてほしいと思っています。地元企業との
コラボレーションによる、新市場の開拓・新商品の開発を発信できる
大学になると、とてもうれしいです。

釧路の豊かな自然に魅かれ
野鳥研究のスペシャリストに

地域経済への継続的貢献を

　私が入学した当時、この大学が先進的だったのは「複数自治体の事
務組合によって設立された日本で初めての大学」という点でした。大学
という新たな装置は地域経済に好影響を与え、発展の一助となり得る
のかというチャレンジングな役割も担っていたものと理解しています。
　ビジネスパーソンになって学生時代の学問が本当に役立ったなと感じ
ているのは「マクロ経済とミクロ経済」という視点です。全ての企業・組
織は、世界情勢の大きな変化をいち早く感じ取り、自分たちの事業をど
う変革していくか、こういったマクロ経済的な視点に立って未来を創造し
て行く。一方、ビジネスは日々 の収支がしっかり成り立っていなければ、未
来など絵に描いた餅です。目の前のお客様ニーズに応えるため、限られ
たリソースを駆使して継続的な利益を出し経済循環を造る。これがミク
ロ経済だと思っています。学生時代の様 な々教科やゼミでの学びを通
じ、この両輪の視点を身につけられたことに感謝しています。
　現在、私は、IT系の新サービス・新規ビジネスの企画開発をしています。
特に直近ではAI技術を使った新サービスをスタートさせました。
　プライベートでは夫と中学３年の息子との3人暮らしです。息子がいて
くれたおかげで、仕事が辛い時には何度も救われましたし、仕事のおか
げで、子育ての悩みを客観的な視点で乗り越えることができました。どち
らも切り離せないかけがえのない私の人生です。今の時代の女性は、結
婚未婚、子供の有無、親の介護など、人によって選択肢も環境も実に
様 で々す。働く女性一人一人が、納得感ある人生を過ごせるようサポー
トしながら、これからも仕事に夢に、挑戦し続けます。　

　私が釧路公立大学に進んだ理由は、両親が退職後に北海道への転
居を決めていたからでした。釧路での学生生活においては、静かな学習
環境と比較的新しい設備の下で勉学に集中できたと思っています。
　在学中の思い出として印象に残っていることは、ゼミのイベントで
卒業前に網走に旅行したことです。残り僅かな学生生活を満喫する
ことができました。
　大学生活でやり残したと思うことは、より専門性の高い応用経済
学の科目だけでなく、英会話の勉強もしておけばよかったということ
です。特にリスニングの大切さを感じています。
　現在、私は小樽商科大学商学部経済学科で教鞭をとっています。
釧路公立大学を卒業した後、北海道大学大学院経済学研究科に進
学して研究を重ね、最終的には継続的に学んだ経済学の専門分野
に関する研究職に就くことができました。小樽商科大学では、専門分
野の研究活動、授業やゼミを通じた学生の指導および大学運営に関
する各種委員会への参加を主な業務内容として、これらに対して並
列して大学に貢献したいと思います。
　この度、開学30周年を迎えられた釧路公立大学には、いわば道東
の地方中核都市の「知」の拠点として、変化の激しい社会の要請

（social demand）に対応できる人材の育成を継続してほしいと期
待しております。

「新たなものへの挑戦」に惹かれて

社会が求める人材の育成を
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　私は札幌市の出身で、道内にある国公立大学ということで、
釧路公立大学に進みました。入学してみると、釧路出身の学生
が少なく、外から来た人たちは、皆一人暮らしや下宿をしていた
ため、新しい環境に馴染んだり、一から人間関係をつくることに
懸命でした。月日が経つにつれ、友達や先輩、後輩が家族のよ
うな関係になり、強い絆で結ばれていたことが今でも私の財産
になっています。釧路は大自然に囲まれた地域であるため、伸
び伸びと生活ができました。また、冬の星空がとても綺麗だった
ことを今でも覚えています。

　在学中はオートバイにのめり込み、特に大自然を感じるツー
リングが大好きで、大学2年生の時に一人で日本縦断の旅をし
ました。3年生の時には、ツーリングの素晴らしさを共有したい、
伝えたいという想いが強くなり、二輪会というサークルを設立し
ました。そこでの部長としての経験は、今でも自分の中の根底
にあり、とても大切な思い出です。サークルメンバーとは今でも
連絡を取り合う仲であり、よい刺激になっています。
　現在、私は、ホクレン農業協同組合連合会で、北海道産の農
畜産物やそれを原料とした加工食品を海外へ輸出する仕事に
就いています。平成29年8月よりシンガポールに駐在し、実際
に現地で生活しながら、マーケットリサーチと北海道産商品の
販路拡大に向けての業務を行っています。
　普段、ビジネス上で釧路公立大学の卒業生に会うことはそう
多くはありませんが、きっと多くの卒業生が全国各地の幅広い
分野で活躍されていることでしょう。同業種、異業種を含め、同
じ大学の卒業生のつながりは非常に貴重なネットワークです。
大学にはもっと卒業生同士をつなぐシステムなどがあると非常
によいと思います。そういったサポートを大学に期待します。
　社会人になると、人とのコミュニケーションはより複雑になっ
てくると思われます。私は思い悩むこともありましたが、その度
に大学時代の友達に救われました。また、在学中に仲がよい友
達と卒業してから仲がよい友達は必ずしも同じではありません
ので、在学中にかけがえのない友達を幅広くつくってください。

卒業生インタビュー 11～20期 　東北から来た私にとって、大学生活は、生まれ育った環境や年
齢も異なる人と一緒に学び、ふれあうことで自分のアイデンティ
ティーがどのようなモノなのか改めて認識させられる機会を与え
てくれました。その後の就職活動や社会に出てからも生かすこと
ができたと思います。
　特に、ゼミで共に学んだ仲間とのディベートは思い出深いです。
各個人の主義主張は別として、２グループに分かれてテーマに対し
チーム戦で論じ合ったことは貴重な経験となりました。自分の立場
や主張だけでなく、相手の主張やその背景も理解してこそ、論点に
対した上手な切り返しができるのだと学びました。
　現在、私は北海道警察で交通に関する業務をしています。組織
人として組織に貢献することはもちろんのこと、組織の力で市民が
安全・安心に暮らせることに寄与していると信じてまい進するのみ
です。警察官には今、組織と市民の架け橋となるよう、市民の声を
吸い上げ、組織に反映させるように主体的活動が望まれていると
思います。
　釧路公立大学が開学30周年を迎えられ、卒業生が今後ますま
す活躍し、管外や道外の人にも広く認知してもらい、さらに大学が
発展していけるよう願っています。私たち卒業生が大学で学んだこ
とをそれぞれの地域で生かして、それを盛り立てていきたいです。

　当時私は、社会科の教員志望で、地元の教職課程の取得できる
大学で教員を目指そうと、釧路公立大学に進学しました。
　大学に入学して、経済や経営、経理や税務の専門的学問を学ぶ
こととなり、その分野に惹かれ、今の職業を志す契機となりました。
　また、私を支えてくれた多くの仲間や大学の教授、大学ではたく
さんの人に出会えたことが、今の私の大きな財産となっています。
　学生生活で特に思い出に残っていることは、部室で正月早々か
ら勉強したことと、大学祭の出店コンクールで優勝したことの二つ
です。
　現在、私は、自身で立ち上げた税理士・行政書士事務所で、地元
企業の健全経営に関するサポート役として働いています。地域に
密着した仕事に就き、釧路公立大学の卒業生として、地元に貢献
できていることを誇りに思います。
　後輩の皆さんの可能性は無限です。学生時代で得ることを大い
に吸収して、社会に貢献する人材として活躍されることを応援して
います。

ライダーハウスにて

組織と市民の架け橋に

起業するきっかけを与えてくれた

オートバイツーリングで日本縦断の旅

卒業年／平成18年（第15期）
勤務先／ホクレン農業協同組合連合会 管理本部（札幌市）

（平成29年8月から伊藤忠シンガポール会社へ出向）

柴 田  純 宏 さん
卒業年／平成15年（第12期）
勤務先／北海道警察

札幌方面厚別警察署
交通第一課

寺 岡  広 実 さん  （旧姓 門脇）

卒業年／平成15年（第12期）
勤務先／鈴木圭介税理士・行政書士事務所

（釧路市）
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　私は札幌市の出身で、道内にある国公立大学ということで、
釧路公立大学に進みました。入学してみると、釧路出身の学生
が少なく、外から来た人たちは、皆一人暮らしや下宿をしていた
ため、新しい環境に馴染んだり、一から人間関係をつくることに
懸命でした。月日が経つにつれ、友達や先輩、後輩が家族のよ
うな関係になり、強い絆で結ばれていたことが今でも私の財産
になっています。釧路は大自然に囲まれた地域であるため、伸
び伸びと生活ができました。また、冬の星空がとても綺麗だった
ことを今でも覚えています。

　在学中はオートバイにのめり込み、特に大自然を感じるツー
リングが大好きで、大学2年生の時に一人で日本縦断の旅をし
ました。3年生の時には、ツーリングの素晴らしさを共有したい、
伝えたいという想いが強くなり、二輪会というサークルを設立し
ました。そこでの部長としての経験は、今でも自分の中の根底
にあり、とても大切な思い出です。サークルメンバーとは今でも
連絡を取り合う仲であり、よい刺激になっています。
　現在、私は、ホクレン農業協同組合連合会で、北海道産の農
畜産物やそれを原料とした加工食品を海外へ輸出する仕事に
就いています。平成29年8月よりシンガポールに駐在し、実際
に現地で生活しながら、マーケットリサーチと北海道産商品の
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　音更町出身の私には、車で２時間ほどの釧路は、とても身近な存
在でした。高校入学時から「大学は釧路で勉強したい」という思いが
あり、社会学系の授業が好きだったのも釧路公立大学を選んだ理由
の一つです。
　釧路は、夏は暑い日でも25度前後ですし、冬の雪もそれほど多く
はありません。私は今、愛知県で仕事をしていますが、この地域特有
の夏は暑く冬寒い、両極端な気候の中で生活していると、釧路の気
候が懐かしくなります。
　学生生活の一番の思い出は、3年生の時に立ち上げた“学生新聞
局の活動”です。学内問わずたくさんの方と交流できたので、社会人
になる前の準備という意味で、とても勉強になりました。局員全員が
「１部でも多く新聞を発行する」という同じゴールを目指し、お互いに
刺激を受けながら成長できたと思います。
　私は現在、イオン三好店で、寝具やインテリア用品を扱う、ホーム
ファッションのマネージャー代行をしています。お客様と接する売り場
業務だけでなく、売り場のマネジメントも任されているので、大学時代
に学んだことが生かせています。上司からは「さらに広い範囲を管轄
できるようになると、自分のためにもなるよ」と言われていて、私もそ
の期待に応えていけるよう頑張っています。

　私は愛知県出身で、大学はぜひ北海道で学びたいと考え、釧路
公立大学を受験しました。釧路公立大学に進学して一番よかった
と思うことは、アイスホッケーというスポーツに出会えたことです。
アイスホッケー部に所属し、釧路ならではのスポーツに打ち込めた
のは、自分にとってとても有意義な4年間でした。
　また、在学中、二輪会サークルを設立し、ツーリングを通じて北海
道の魅力を再発見できたこと、かけがえのない生涯の仲間ができ
たことも私の大きな財産の一つです。
　釧路では、初めて一人暮らしをしたのですが、不自由な生活を体
験して、これまで育ててくれた両親へ感謝の気持ちを持つことがで
きました。大学では体育会会長を務め、人をまとめることの大変さ
を学べたことで、人間として成長できたと思います。
　現在私は、学生課から紹介いただいた、鹿島道路株式会社名古
屋営業所にて勤務しております。建設業の営業マンの業務範囲は
大規模公共工事から私道・駐車場舗装など様々です。顧客拡大、
既存取引先維持、取引の遠のいた休眠企業の再取引を主軸とし
て行い、目標数字に向かい受注高の確保に努めます。現在建設業
界は全体として若手が少なく、将来の管理職として活躍することを
期待されています。
　後輩の皆さんには、学業に限らず、遊び・自然観賞・サークル・ゼ
ミ・アルバイト等、今しかできないことに全力を尽くしてください。

自分を成長させた学生新聞づくり学生生活を通じ成長できた４年間

　私は地元が厚岸町尾幌で、自宅から通学するのに便利というの
が理由で釧路公立大学へ進学を決めました。当時は、都会に出た
いという考えや、釧路を離れなければ学べないという理由もありま
せんでした。厚岸の自宅から車で通学していたために、夜はなかな
か友人と出歩くことができませんでしたが、ときどき友人のアパート
に転がり込んで遊んでいました。
　大学では、他地域から来た向学心の高い友人に出会えたこと
で、私自身大きな刺激を受け、講義に向き合う姿勢が変わりました。
特に、私の大きな転機となったのは、交換留学制度を利用した韓国
留学での様々な「人の考え方」との出会いでした。寮生活では韓国
人、中国人、ロシア人と私の4人暮らしで、学生たちと様々な議論を
することで、外から見た日本を知ることができました。
　現在、私は留学経験を生かし、韓国語講師として語学教室を経
営しています。また、釧路町議会議員として現在2期目の若手議員
として、地域を盛り上げるために様々な活動をしています。
　釧路公立大学には、大学の特徴でもある「地域を理解し、地域
の可能性を探求する」のさらなる実践を期待し、社会に出て「地
域のために」と考える学生たちがより多く輩出されますことを願い
ます。ぜひ、釧路地域の目線で社会・世界を見つめてください！

　釧路公立大学に進学をしたのは、親や高校の担任に「大学へ行
け」と勧められたのと、自分の中では高校卒業後も釧路管内から出
る気がなかったからです。それでも進学してみると、いろいろな経験
ができ、充実した学生生活が送れました。進学したことで今の自分
があり、振り返ると、その当時高校卒業後は就職という考えしか
持っていなかった自分に、進学を強く勧めてくれた親と担任には感
謝しかありません。
　しかし、学生生活はあまり真面目だったとはいえず、ほぼ毎日パチ
ンコ屋に行っていましたね。おかげさまで金銭に不自由なく学生生
活を送れました（笑）。そのため、いろいろなことに挑戦でき、様々な
モノを得ることができました。突然友達と札幌方面へ日帰りドライブ
をしたことなどは楽しい思い出です。
　現在、私は株式会社釧路内燃機製作所の経理・総務の部署で、
資金繰りや各種手続きを行っています。自分自身の最大の使命は
自分が退職するまでに、資金の管理をしっかり行うことだと思ってい
ます。
　今思えば、大学で株・投資・保険・税金等の知識を学んでおけば
よかったと思いますね。こうした生きた知識は世の中に出ると役に
立つことが多いですから。
　最後に、後輩へは、勉強も大事ですが、それ以外のことをもっと
大事に、サークル・アルバイト・遊び・旅行等、やれることをたくさん
やってほしい。大学時代にいろいろな経験をすることが社会人に
なったときに必ず生かされます！

人生の転機となった韓国留学 やれることは何でも挑戦！

卒業年／平成17年（第14期）
勤務先／釧路町議会議員

韓国語講師

佐々木  洋 平 さん  
卒業年／平成19年（第16期）
勤務先／株式会社釧路内燃機製作所（釧路市）

経理部

深 井 　 昭 さん  

卒業年／平成18年（第15期）
勤務先／鹿島道路株式会社

中部支店 名古屋営業所（愛知県）

中 山  雄 介 さん  
卒業年／平成20年（第17期）
勤務先／イオンリテール株式会社

イオン三好店（愛知県）

津 島  梨 恵 さん  
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津 島  梨 恵 さん  
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　大学進学にあたって、私立はお金がかかるので、札幌出身の私は
道内の国公立がいいなと思っていました。経済・経営学に興味があ
り、特に経営学は社会に出ても役に立つことが学べると思い、高校
の先生に相談したところ、先輩が釧路公立大学に通っていたことも
あり、周りからも勧められ進学を決めました。
　入学間もないころは、全国各地から学生が集まってきていて、いろ
いろな方言が飛び交っていて、とても新鮮でした。釧路公立大学に
入学して一番よかったことは、人に恵まれたことです。入学してすぐ
に知り合った友人たちとはよく気が合い、一緒にいるのが楽しくて、
授業も皆で集まって受けたり、課題をやったり、授業以外も学内でお
しゃべりをしたりしていました。
　最初の２年間は下宿で生活していました。優しい先輩たちばかり
で、大学祭で出店を出したり、遊びに連れて行ってもらったり、勉強も

教えてもらっていました。また、ゼミのメンバーにも恵まれて、ゼミの終
わりにはよく打ち上げにご飯に行きました。
　釧路は新鮮な魚介が多く、それもおいしいものばかりです。花粉症
にも悩まされないのでおすすめです！唯一悪かったことは、冬は寒す
ぎて、油断をすると水道管が凍結するところです。朝、寒くて布団か
ら出られず、何度、１・２限目の授業をさぼろうとしたことか（笑）。
　サークル活動は仲のよい友人に、半ば強引に軽音楽部に誘われ
て入部しました。２年生になってから、その友人と１年下の後輩と３人
でガールズバンドを結成して、３人で盛り上がっていました。今でも連
絡を取り合うくらいの仲よしで、あの時軽音楽部に誘ってくれた友人
には感謝しています。
　現在、私はANA新千歳空港株式会社グランドサービス部ライン
ハンドリング課という部署におり、航空機の誘導や貨物・手荷物の搭
降載、航空機の除雪、国際線キャリアのハンドリングなど、到着から
出発までのすべてのハンドリング業務を行っています。最近では機
長とヘッドセットと呼ばれる機器を使って連絡をとる、ヘッドセットオペ
レーターという業務も任されています。また、７月から航空機を出発
する際に、自走できる位置まで持っていく、プッシュバックという作業
の訓練が始まりました。プッシュバックはハンドリングの中で最も難し
いですが、憧れの仕事なので一人前になれるよう頑張っています。
　釧路公立大学の先生方、キャリアセンターの方、学生課の皆さん
は本当にいつでも親身になって相談に乗ってくれます。授業のこと、
生活のこと、就職活動のこと、不安なことがたくさんあると思います。
一人で悩まずに、まずは相談してみてください。私はよく学生課の方
に泣きついていました（笑）。
　また、１・２年生のうちは難しいかもしれませんが、何か一つでも目
標をもっていてほしいですね。ぜひ、自分が満足できる学生生活にし
てください!

卒業生インタビュー 21～26期

ゼミ集合写真（前列右から二番目）

被災地の復興に向け頑張っています

大好きな仲間と過ごせた4年間

　釧路公立大学が開学３０周年を迎えられたことを心からお祝い申
し上げます。
　私は生まれも育ちも福島県で、縁があって釧路公立大学に進学し
ました。大学在学時は、準硬式野球部に所属し、全国大会を経験し
ました。また、教職課程を履修し、母校での教育実習に行きました。あ
るいは、友人たちと厚岸の牡蠣祭りや阿寒湖、知床に行ったりと、た
くさんのよい経験をさせていただきました。
　やはり、私の進路に一番の影響を与えたのは、東日本大震災及び
原子力発電所事故です。福島県出身として、福島県の復旧・復興に
携わりたい一心で、福島県職員の道を選び、今まさにその現場で働
いています。私が現在所属している福島県相双農林事務所は、福島
県の太平洋沿岸部の相馬地域と双葉地域の農林業の復旧・復興
そして振興を担う事務所です。ここで私は、農業の６次産業化や風
評払拭に向けた取組に関わる仕事を主に担当しています。私の力は
微々たるものですが、少しでもこの地域が元気になるように、日々 業
務に励んでいます。
　最後に、釧路公立大学に在学する皆様には、長いようで短い大学
生活を有意義に過ごしていただきたいと思います。そのためには、ま
ず、いろいろなところに出掛け、体験したり、新しいことにチャレンジし
てみてください。今はインターネットで検索すれば様 な々ことを知るこ
とができますが、実際に行ってみて、やってみて、初めて知ることや感
じることがたくさんあります。「百聞は一見に如かず」です！

　私は群馬県の出身で、幼い頃から両親に旅行で北海道に連れてき
てもらっていて馴染みがあったのと、身近な先生が釧路公立大学の卒
業生だったこともあり、この大学への進学を決めました。釧路がどこに
あるかもわからないまま進学を決めましたが、私には運命のように感じ
ました。新しい生活にわくわくしたのも鮮明に記憶しています。
　釧路公立大学では、多くの出会いがありました。今ではそれぞれ
地元や首都圏に離ればなれに暮らしていますが、今でも仲がよく、時
間をつくって会っています。在学中、一番熱中していたのは、女子ア
イスホッケー部での活動です。スケートをやったことがない初心者
で、大変なこともたくさんありましたが、全国大会にも出場し、釧路で
開催された際には運営も行い、多くのつながりができました。
　就職では、教授だけでなく学生課の方にも大変お世話になりまし
た。私は一度就職した後に退職・転職しました。その時、教授の支援
がなかったら人生に失望して、今頃どうなっていたか・・・（笑）。
　現在、私は北海道釧路明輝高等学校で地歴・公民科の教員とし
て働いています。受け持つ授業は毎年変わりますし、担任業務もあり
ます。学校のみならず、保護者の方や地域の方からも期待されてい
ると感じ、日々 業務に当たっています。
　今日のような予測不能な時代を、これからの未来を担う生徒たち
には、たくましく生きてほしいと願い、また、よりよい社会にすべく、立
派な社会人になってほしいです。私のような社会科の教員は、そうし
た生徒を育てる重要な役割を担っていると思います。

多くの友人との出会い
何気ない日常がよい思い出

卒業年／平成26年（第23期）
勤務先／ANA新千歳空港株式会社（千歳市）

グランドサービス部ラインハンドリング課

川 村  彩 歌 さん
卒業年／平成24年（第21期）
勤務先／北海道釧路明輝高等学校（釧路市）

鳩 山  ちひろさん  

卒業年／平成26年（第23期）
勤務先／福島県相双農林事務所

企画部
（福島県農林水産部出先機関）

佐 藤  照 智 さん
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　大学進学にあたって、私立はお金がかかるので、札幌出身の私は
道内の国公立がいいなと思っていました。経済・経営学に興味があ
り、特に経営学は社会に出ても役に立つことが学べると思い、高校
の先生に相談したところ、先輩が釧路公立大学に通っていたことも
あり、周りからも勧められ進学を決めました。
　入学間もないころは、全国各地から学生が集まってきていて、いろ
いろな方言が飛び交っていて、とても新鮮でした。釧路公立大学に
入学して一番よかったことは、人に恵まれたことです。入学してすぐ
に知り合った友人たちとはよく気が合い、一緒にいるのが楽しくて、
授業も皆で集まって受けたり、課題をやったり、授業以外も学内でお
しゃべりをしたりしていました。
　最初の２年間は下宿で生活していました。優しい先輩たちばかり
で、大学祭で出店を出したり、遊びに連れて行ってもらったり、勉強も

教えてもらっていました。また、ゼミのメンバーにも恵まれて、ゼミの終
わりにはよく打ち上げにご飯に行きました。
　釧路は新鮮な魚介が多く、それもおいしいものばかりです。花粉症
にも悩まされないのでおすすめです！唯一悪かったことは、冬は寒す
ぎて、油断をすると水道管が凍結するところです。朝、寒くて布団か
ら出られず、何度、１・２限目の授業をさぼろうとしたことか（笑）。
　サークル活動は仲のよい友人に、半ば強引に軽音楽部に誘われ
て入部しました。２年生になってから、その友人と１年下の後輩と３人
でガールズバンドを結成して、３人で盛り上がっていました。今でも連
絡を取り合うくらいの仲よしで、あの時軽音楽部に誘ってくれた友人
には感謝しています。
　現在、私はANA新千歳空港株式会社グランドサービス部ライン
ハンドリング課という部署におり、航空機の誘導や貨物・手荷物の搭
降載、航空機の除雪、国際線キャリアのハンドリングなど、到着から
出発までのすべてのハンドリング業務を行っています。最近では機
長とヘッドセットと呼ばれる機器を使って連絡をとる、ヘッドセットオペ
レーターという業務も任されています。また、７月から航空機を出発
する際に、自走できる位置まで持っていく、プッシュバックという作業
の訓練が始まりました。プッシュバックはハンドリングの中で最も難し
いですが、憧れの仕事なので一人前になれるよう頑張っています。
　釧路公立大学の先生方、キャリアセンターの方、学生課の皆さん
は本当にいつでも親身になって相談に乗ってくれます。授業のこと、
生活のこと、就職活動のこと、不安なことがたくさんあると思います。
一人で悩まずに、まずは相談してみてください。私はよく学生課の方
に泣きついていました（笑）。
　また、１・２年生のうちは難しいかもしれませんが、何か一つでも目
標をもっていてほしいですね。ぜひ、自分が満足できる学生生活にし
てください!

卒業生インタビュー 21～26期

ゼミ集合写真（前列右から二番目）

被災地の復興に向け頑張っています

大好きな仲間と過ごせた4年間

　釧路公立大学が開学３０周年を迎えられたことを心からお祝い申
し上げます。
　私は生まれも育ちも福島県で、縁があって釧路公立大学に進学し
ました。大学在学時は、準硬式野球部に所属し、全国大会を経験し
ました。また、教職課程を履修し、母校での教育実習に行きました。あ
るいは、友人たちと厚岸の牡蠣祭りや阿寒湖、知床に行ったりと、た
くさんのよい経験をさせていただきました。
　やはり、私の進路に一番の影響を与えたのは、東日本大震災及び
原子力発電所事故です。福島県出身として、福島県の復旧・復興に
携わりたい一心で、福島県職員の道を選び、今まさにその現場で働
いています。私が現在所属している福島県相双農林事務所は、福島
県の太平洋沿岸部の相馬地域と双葉地域の農林業の復旧・復興
そして振興を担う事務所です。ここで私は、農業の６次産業化や風
評払拭に向けた取組に関わる仕事を主に担当しています。私の力は
微々たるものですが、少しでもこの地域が元気になるように、日々 業
務に励んでいます。
　最後に、釧路公立大学に在学する皆様には、長いようで短い大学
生活を有意義に過ごしていただきたいと思います。そのためには、ま
ず、いろいろなところに出掛け、体験したり、新しいことにチャレンジし
てみてください。今はインターネットで検索すれば様 な々ことを知るこ
とができますが、実際に行ってみて、やってみて、初めて知ることや感
じることがたくさんあります。「百聞は一見に如かず」です！

　私は群馬県の出身で、幼い頃から両親に旅行で北海道に連れてき
てもらっていて馴染みがあったのと、身近な先生が釧路公立大学の卒
業生だったこともあり、この大学への進学を決めました。釧路がどこに
あるかもわからないまま進学を決めましたが、私には運命のように感じ
ました。新しい生活にわくわくしたのも鮮明に記憶しています。
　釧路公立大学では、多くの出会いがありました。今ではそれぞれ
地元や首都圏に離ればなれに暮らしていますが、今でも仲がよく、時
間をつくって会っています。在学中、一番熱中していたのは、女子ア
イスホッケー部での活動です。スケートをやったことがない初心者
で、大変なこともたくさんありましたが、全国大会にも出場し、釧路で
開催された際には運営も行い、多くのつながりができました。
　就職では、教授だけでなく学生課の方にも大変お世話になりまし
た。私は一度就職した後に退職・転職しました。その時、教授の支援
がなかったら人生に失望して、今頃どうなっていたか・・・（笑）。
　現在、私は北海道釧路明輝高等学校で地歴・公民科の教員とし
て働いています。受け持つ授業は毎年変わりますし、担任業務もあり
ます。学校のみならず、保護者の方や地域の方からも期待されてい
ると感じ、日々 業務に当たっています。
　今日のような予測不能な時代を、これからの未来を担う生徒たち
には、たくましく生きてほしいと願い、また、よりよい社会にすべく、立
派な社会人になってほしいです。私のような社会科の教員は、そうし
た生徒を育てる重要な役割を担っていると思います。

多くの友人との出会い
何気ない日常がよい思い出

卒業年／平成26年（第23期）
勤務先／ANA新千歳空港株式会社（千歳市）

グランドサービス部ラインハンドリング課

川 村  彩 歌 さん
卒業年／平成24年（第21期）
勤務先／北海道釧路明輝高等学校（釧路市）

鳩 山  ちひろさん  

卒業年／平成26年（第23期）
勤務先／福島県相双農林事務所

企画部
（福島県農林水産部出先機関）

佐 藤  照 智 さん
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　私が釧路公立大学に進みたいと思った理由は、大学案内のパ
ンフレットで興味深い研究室が紹介されていて、ぜひここで勉強し
てみたいと思ったからです。道内出身の私にとっても釧路は海や
川、湿原などの特徴的なフィールドが近く、自然が好きな私には最
高の環境でした。大学で過ごした4年間、卒業研究を含めて、鳥類
の調査や研究に熱中できたことが一番の思い出です。
　現在は、株式会社ドーコンという札幌にある総合建設コンサル
タント企業で、主に公共事業に関わる環境調査業務に携わってい
ます。会社から期待されていることは、技術者として、専門である
鳥類を中心とした野生生物と人間が共生できる社会を目指してい
くことだと思っています。

ゼミ担当教員から
釧路公立大学経済学部長
　小林　聡史 教授
矢萩くんは、私のゼミの直近の卒業
生で、特に優秀な学生でした。ゼミに
入る前から存在感があり、講義で鋭
い質問をしてきたりして、私も少し緊

張した面持ちで講義に臨んだことを覚えています。卒論も
100頁を超える超大作で、しっかりと調査し、ほとんど直す
ところがありませんでした。北海道を代表するコンサルタン
ト企業に、難関を突破して入社されて、今後ますます活躍す
ることを願っています。

　私が釧路公立大学に進んだ理由は、経済学の専攻を希望して
いたことと、経済の単科大学なのでより専門的な知識を身につけら
れると考えたからです。また実家の帯広からもそう遠くないことも選
んだ理由のひとつです。
　振り返ると私の大学時代は、人に恵まれた学生生活だったと思
います。学生数も少なかったので、学内を歩いていてもほぼ全員が
顔見知りでしたし、ゼミ、サークル、その他にもたくさんの友人の輪
を作ることができたと思います。教授や学生課の方との距離も近
かったです。よく研究室にもお邪魔していましたし、親身に相談に
乗っていただきました。
　釧路は、札幌のように遊ぶ場所やお店はそう多くありませんが、
自然や美しい景色を巡るドライブなどはとても楽しかったですね。ま
た、ゼミでは組織行動論というテーマで、人を媒体としたPR活動を
学内で行い、地元釧路の飲食店の売り上げにも貢献できたのでは
ないかと思っています。
　現在、私は北洋銀行千歳中央支店に勤務し、融資業務を担当し
ています。入行して3年目になりますが、これまで営業課、資産運用
に関わるコンサルティング課といろいろな経験をさせてもらっていま
す。銀行の仕事は、入行前は事務的なイメージが強かったですが、
実際働いていると、お客様とのコミュニケーション力や提案力など、
いろいろな能力が求められるのだと感じます。
　大学での出会いや思い出は一生の宝物になります。ぜひ多くの
人に出会って、様々な感性に触れて、いろいろな場所へ行って、たく
さんの経験をしてください。それを存分にできるのが、大学の４年
間だと思います。

大学での出会いや思い出は一生の宝物
　進学にあたっては、国立大の経済学部を目指していましたが、進
学も間近というところで東北全域が大きな震災に見舞われ、進学
を悩む中、最初に支援の手を差し伸べていただいたのが釧路公立
大学でした。おかげで、何不自由なく入学までたどり着くことができ
ました。
　他県から来た私にとって、北海道はもとより、釧路は新鮮な地で
した。特に食生活には大変恵まれ、10キロも体重が増えてしまいま
した。
　在学中、特に思い出に残っていることはゼミでの活動です。同じ
事を学びたいと集った仲間たちと、課題を持ち探求していくことが
よりよい学びになりました。反面、在学中にやり残したと思うことは、
もっといろいろな所に行っておけばよかったです。自由な時間があ
る分、国内だけでなく外国にも行って、普段はできない体験をして
おくべきだったと思います。
　現在私は、東北銀行花巻支店渉外課で勤務しています。個人・
法人問わず多くのお客様を訪問し、預金や融資、資産運用と様々
なご相談に対応させていただいています。お客様との会話の中か
ら要望を聞き出し、お客様の意向に沿った仕事ができるよう日々 努
力しています。
　最後に、後輩の皆さんには、自由な時間がある学生生活を謳歌
してほしいですね。勉強はもちろんですが、いろいろな場所を訪ね、
触れ合うこと、そこでの体験を大切にしてください。そうすることで
価値観が広まり、人として成長できると思います。

震災の中、手を差し伸べてくれた大学

自然あふれるフィールドで研究に熱中
　私は当時、地元の大学で学びたいという思いが強く、また、経済
についても興味がありました。地域の方々に支えられている釧路公
立大学で学び、そこで経験したことや学んだ知識を生かして地元
に貢献したいという気持ちをもって進学しました。
　学生数もそう多くはない大学でしたので、友人との繋がりを広く
深いものに築き上げることができました。アウトドア好きの私は毎
年、夏休みの恒例のキャンプをはじめ、いろいろなところに行きまし
た。夜中まで騒いで怒られたこともあり、苦い思い出の一つでもあり
ます。
　現在は、JR釧路駅にてお客様に切符を発売する出札業務や、改
札業務、電話対応等の内勤業務を行っています。まだ入社3年目で
すが、釧路駅は若手社員が多く、指導する場面が多くなってきまし
た。自分自身まだまだ勉強中ですが、今まで学んだことや経験した
ことを後輩たちに伝え、指導することが私に求められていることだ
と自負しています。
　後輩の皆さんには、大学が地域の方々に支えられていること、ま
た、その大学で自分の学びたいことを4年間学べる立場にいるとい
うことを忘れないでほしいと思います。社会に出たとき、強く求めら
れる人材となれるよう、毎日を大切に充実した大学生活を過ごして
くださいね。

地域のために活躍できる人に

卒業年／平成26年（第23期）
勤務先／株式会社東北銀行

花巻支店（岩手県） 渉外課 書記

佐々木  凌 平 さん  
卒業年／平成27年（第24期）
勤務先／株式会社北洋銀行

千歳中央支店（千歳市）

早 苗  杏 莉 さん  

卒業年／平成27年（第24期）
勤務先／北海道旅客鉄道株式会社 釧路駅

佐 藤  雄 紀 さん  
卒業年／平成29年（第26期）
勤務先／株式会社ドーコン（札幌市）

環境事業本部環境保全部

矢 萩  樹 さん  
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　私が釧路公立大学に進みたいと思った理由は、大学案内のパ
ンフレットで興味深い研究室が紹介されていて、ぜひここで勉強し
てみたいと思ったからです。道内出身の私にとっても釧路は海や
川、湿原などの特徴的なフィールドが近く、自然が好きな私には最
高の環境でした。大学で過ごした4年間、卒業研究を含めて、鳥類
の調査や研究に熱中できたことが一番の思い出です。
　現在は、株式会社ドーコンという札幌にある総合建設コンサル
タント企業で、主に公共事業に関わる環境調査業務に携わってい
ます。会社から期待されていることは、技術者として、専門である
鳥類を中心とした野生生物と人間が共生できる社会を目指してい
くことだと思っています。

ゼミ担当教員から
釧路公立大学経済学部長
　小林　聡史 教授
矢萩くんは、私のゼミの直近の卒業
生で、特に優秀な学生でした。ゼミに
入る前から存在感があり、講義で鋭
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いろいろな能力が求められるのだと感じます。
　大学での出会いや思い出は一生の宝物になります。ぜひ多くの
人に出会って、様々な感性に触れて、いろいろな場所へ行って、たく
さんの経験をしてください。それを存分にできるのが、大学の４年
間だと思います。

大学での出会いや思い出は一生の宝物
　進学にあたっては、国立大の経済学部を目指していましたが、進
学も間近というところで東北全域が大きな震災に見舞われ、進学
を悩む中、最初に支援の手を差し伸べていただいたのが釧路公立
大学でした。おかげで、何不自由なく入学までたどり着くことができ
ました。
　他県から来た私にとって、北海道はもとより、釧路は新鮮な地で
した。特に食生活には大変恵まれ、10キロも体重が増えてしまいま
した。
　在学中、特に思い出に残っていることはゼミでの活動です。同じ
事を学びたいと集った仲間たちと、課題を持ち探求していくことが
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　現在私は、東北銀行花巻支店渉外課で勤務しています。個人・
法人問わず多くのお客様を訪問し、預金や融資、資産運用と様々
なご相談に対応させていただいています。お客様との会話の中か
ら要望を聞き出し、お客様の意向に沿った仕事ができるよう日々 努
力しています。
　最後に、後輩の皆さんには、自由な時間がある学生生活を謳歌
してほしいですね。勉強はもちろんですが、いろいろな場所を訪ね、
触れ合うこと、そこでの体験を大切にしてください。そうすることで
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震災の中、手を差し伸べてくれた大学

自然あふれるフィールドで研究に熱中
　私は当時、地元の大学で学びたいという思いが強く、また、経済
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に貢献したいという気持ちをもって進学しました。
　学生数もそう多くはない大学でしたので、友人との繋がりを広く
深いものに築き上げることができました。アウトドア好きの私は毎
年、夏休みの恒例のキャンプをはじめ、いろいろなところに行きまし
た。夜中まで騒いで怒られたこともあり、苦い思い出の一つでもあり
ます。
　現在は、JR釧路駅にてお客様に切符を発売する出札業務や、改
札業務、電話対応等の内勤業務を行っています。まだ入社3年目で
すが、釧路駅は若手社員が多く、指導する場面が多くなってきまし
た。自分自身まだまだ勉強中ですが、今まで学んだことや経験した
ことを後輩たちに伝え、指導することが私に求められていることだ
と自負しています。
　後輩の皆さんには、大学が地域の方々に支えられていること、ま
た、その大学で自分の学びたいことを4年間学べる立場にいるとい
うことを忘れないでほしいと思います。社会に出たとき、強く求めら
れる人材となれるよう、毎日を大切に充実した大学生活を過ごして
くださいね。

地域のために活躍できる人に
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勤務先／株式会社北洋銀行

千歳中央支店（千歳市）

早 苗  杏 莉 さん  
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勤務先／株式会社ドーコン（札幌市）
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地域と歩んだ「標」
しるべ

　釧路公立大学は、釧路管内の市町村による一部事務組合方式により、地域分権時代の先駆者と
して、地域が自らの力で開学した大学です。昭和６３年にその歩みをスタートしてから、7,500名を
超える卒業生を輩出してきました。
　建学の理念である「地域に結びつき開かれた大学」「国際性を重視する大学」「理論と実践の
相まった大学」をキーワードに、地域と密着した研究活動、地域の人 と々の交流、ボランティアなどの
地域貢献、様々なスポーツ・文化活動など、本学の取組と学生の活躍をご紹介します。
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地域のシンクタンクとして18年
　地域経済研究センターは、平成11年6月に開設されて以来、「地域に結びつ

き開かれた大学」の理念に基づき、社会科学系研究機関として、また地域のシ

ンクタンクとして、地域の持続的発展に積極的に貢献するための地域研究と情

報発信等に努めています。私は平成24年4月に2代目のセンター長に就任し、

6年目になります。

地域研究の水先案内人として
　地域経済研究センターでは、地域の現状や課題の検証、地域課題の解決や地域の活性化に向けた方策、地域の実態を踏

まえた創造的な政策のあり方等についての研究を、テーマ毎に「共同研究プロジェクト」を組成する形で進めています。単に研

究するだけにとどめず、その結果が政策の形成や事業の実現につながるよう努めています。また、この共同研究プロジェクトに

積極的に地域の人々が参加することによって、研究の過程で得られた知識・経験が地域の資産として残り、地域の人材育成に

つながることも目指しています。当センターはプロジェクト全体をリードし、コーディネートする

役割を担いますが、課題解決に向けたプロセスや手法のヒントを、研究スタッフに提示し、研

究員自らが力をつけていくよう、水先案内人のような役割ができたらいいなと思っています。

　平成28年度までに延べ325名が客員研究員として参加し、48件のプロジェクトを実施し

てきましたが、最も大きな役割を果たしたのは釧路市との共同研究プロジェクト「釧路市の

自治体経営のあり方に関する研究」ではないかと思っています。これは蝦名市長も参加し、

今後の釧路市が向かう都市経営の方向を議論し提言したもので、釧路市が策定した「釧路

市都市経営戦略プラン」（市役所改革プラン、財政健全化プラン、政策プランから構成）に

つながりました。

　また、この都市経営戦略プランで重要な位置付けを担う、公有資産マネジメントの推進

（釧路市における公有資産マネジメントのあり方に関する研究）、釧路市に適した市民ファン

ドの仕組みである「くしろ応援ファンド」の創設（釧路市における市民ファンド構築に関する

研究）、市と民間主体が連携して公共を担う公民連携の推進（釧路市における公民連携の

あり方に関する研究）などについても政策提言を行い、都市経営戦略プラン推進をバックアップしています。

卒業生が共同研究プロジェクトの一員に
　釧路公立大学は、釧路市、釧路町、厚岸町、浜中町、標茶町、弟子屈町、鶴居村、白糠町の釧路管内8市町村により構成され

る一部事務組合であり、当センターは、「地域に結びつき開かれた大学」を実践する場として、より一層これら地域に貢献してい

きたいと考えています。地域の未来を創造することにつながる研究を進めるとともに、地域と連携し経営感覚に富んだ人材の育

成・底上げを図っていきたいと思います。釧路公立大学の卒業生が社会人となり、将来、共同研究プロジェクトの一員として一緒

に地域のことを考える。そんな地域の要の場所として発展していくことができればと期待しています。

釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics

地 域 経 済 研 究 セ ン タ ー

地域経済研究センター長　佐野 修久 教授

センターの主な活動内容
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

共同研究プロジェクトから実現した
「くしろ応援ファンド」の概要

共同研究プロジェクト（事例紹介）

● 弟子屈町における
   公共施設マネジメントのあり方に関する研究
「公共施設等総合管理計画」の策定を見据え、弟子屈
町における公共施設等の現状と課題について明らかに
するとともに、今後の基本的なマネジメント方針につい
て検討しました。

● 釧路市における公民連携のあり方に関する研究
釧路市が「都市経営」を進めていく上で重要な視点
となる、市と民間主体が円滑に連携する「公民連
携」を推進していくための基本的な考え方について
検討しました。

● 釧路市における地場産品振興のあり方に関する研究
釧路市における地場産品振興にかかる取組の現状と課
題を明らかにした上で、今後釧路市で求められる地場産
品振興の方向について検討しました。

● 釧路市における市民ファンド構築に関する研究
地域資源を活用した釧路の事業を応援するために、釧
路市内はもとより全国各地の方々から小口の資金を提
供いただく釧路市らしい「市民ファンド」の仕組みを検
討しました。

平成27年度から、釧路市中心部に多数存在する空きビルや空室を資源ととらえ、それをリノベーションすることで新しい事業を起こ
し、まちをかえていこうという市民活動団体「くしろリデザインプロジェクト・ユニット」と協働し、釧路市のまちなか再生を図る取組を
支援しています。

地域との協働／まちなかの活性化をめざす市民活動を支援

地域経済研究センターでは、地域の課題を考え、解決していく上で参考となるテーマを取り上げ、外部から有識者を招いたフォー
ラムやセミナーを開催するなど、地域の方 に々対する積極的な情報発信にも努めています。

地域へ発信／フォーラム・セミナー・講演会の開催

● 地域経済セミナー
    「リノベーションによる居心地のよいまち空間の形成」 平成28年7月
くしろリデザインプロジェクト・ユニットとの共催により、香川県高松市の
仏生山地区において、まち全体を旅館に見立てて空家等のリノベーショ
ンを行い、居心地のよいまち空間づくりを進めている取組の紹介や魅力
的なまち空間を作り上げていくためのポイント、留意点などについて考え
るセミナーを開催しました。

● 地域経済セミナー
    「〈消費者の声〉を収集し、商品開発に活かす」 平成29年2月
くしろ創生プラットフォームとの共催により、地場産品の振興を図っ
ていく上で大切な消費者ニーズを把握するための多様な手法とそ
れを反映した商品開発や販路拡大等について紹介いただくセミナー
を開催しました。

インターネット

全国各地から釧路市の事業者を応援する資金を集める仕組み！

商品・サービスの購入、知人への紹介（宣伝マン）、ブラッシュアップに協力

釧路市内
全国各地

の
応援者

釧路市
の

事業者

資金提供（出資）

配当＋出資者特典

ファンド
仲介業者

（第2種金融商品
取引業）

完成した商品・サービスに対して
・ ふるさと納税特典、定期預金懸賞品、

カタログギフトに掲載
・ 応援者から感想、評価等に関するアン

ケートを取り、事業者へ伝え商品のブ
ラッシュアップ

など

釧路市
＜ファンド
組成費用
補助＞

釧路信金
＜ファンド
組成サ
ポート＞

産学金官
＜事業者
選定委員
会＞

産学金官
＜事業計
画策定サ
ポート＞

産学金官
＜事業者
掘り起し＞

大学＜制
度設計支
援＞

釧路商工会議所、中小企業家同友会、
釧路公立大学地域経済研究センター、
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地域のシンクタンクとして18年
　地域経済研究センターは、平成11年6月に開設されて以来、「地域に結びつ

き開かれた大学」の理念に基づき、社会科学系研究機関として、また地域のシ

ンクタンクとして、地域の持続的発展に積極的に貢献するための地域研究と情

報発信等に努めています。私は平成24年4月に2代目のセンター長に就任し、

6年目になります。

地域研究の水先案内人として
　地域経済研究センターでは、地域の現状や課題の検証、地域課題の解決や地域の活性化に向けた方策、地域の実態を踏

まえた創造的な政策のあり方等についての研究を、テーマ毎に「共同研究プロジェクト」を組成する形で進めています。単に研

究するだけにとどめず、その結果が政策の形成や事業の実現につながるよう努めています。また、この共同研究プロジェクトに

積極的に地域の人々が参加することによって、研究の過程で得られた知識・経験が地域の資産として残り、地域の人材育成に

つながることも目指しています。当センターはプロジェクト全体をリードし、コーディネートする

役割を担いますが、課題解決に向けたプロセスや手法のヒントを、研究スタッフに提示し、研

究員自らが力をつけていくよう、水先案内人のような役割ができたらいいなと思っています。
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釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
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地 域 経 済 研 究 セ ン タ ー

地域経済研究センター長　佐野 修久 教授

センターの主な活動内容
～地域と歩んだ「標」～

しるべ
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「くしろ応援ファンド」の概要
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　釧路公立大学では、環太平洋において学生が広く行き来
し、相互に相手の言語と文化を学び、国際交流の将来を担う
学生を育成することを目的として、姉妹校協定を結ぶ世界の
大学との学生交換を行っています。

  100名以上の留学生を派遣、 
  地域の国際交流活動に貢献
　釧路公立大学では姉妹校協定を結んでいるカナダ・キャピラノ
大学、韓国・牧園大学、台湾・明道大学、ロシア・サハリン人文工業大学の4つの大学へ学生を派遣しています。これまでに
派遣した学生は、短期留学を含めると１００名以上になります。
　留学を経験した学生は帰国後、身につけた外国語を生かし、釧路市の国際交流の会参加や大型客船入港時のボラン
ティア協力などの国際交流活動に積極的に関わっています。平成23年、釧路港が国際バルク戦略港湾に指定され、今後
ますます環太平洋地域の結びつきが強くなっていくなかで、国際経験と語学力を備えた学生を増やすことで、道東地域の
国際性と文化力を高めていきます。
 

  外国人留学生の地域交流
　五つある姉妹校のうち、牧園大学、明道大学、サハリン人文工業大学より、それぞれ毎年2名の留学生を受け入れていま
す。また、キャピラノ大学からの招聘教員による講義も行われています。
　留学生は、学内・学外活動を通じて本学の学生および地域社会との交流を深めながら、釧路の地で学んでいます。毎年、近
隣の釧路市立芦野小学校の3年生の総合の授業にゲストティーチャーとして招かれ、自国の歴史や文化を紹介しています。

釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics

留 学 生 と 地 域 の 関 わり
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

蔵書数23万冊超、地域にも開かれた図書館
　本学附属図書館が所蔵する23万冊を超える蔵書は、経済・経営関連の
専門書はもとより、文学、歴史、哲学、自然科学、言語、技術、芸術、郷土資
料、雑誌など、あらゆる分野を網羅。全国公立大学平均蔵書数11万3,000
冊を大きく上回っています。蔵書数は毎年平均7,500冊のペースで増え続
けており、平成17年には書庫と閲覧スペースを増築し、その変化に対応し
てきました。この蔵書増は、本学と附属図書館を「道東の知の拠点」の一つ
として位置づけてきた本学事務組合の八つの釧路管内市町村、同窓会、
後援会、そして地元企業に支えられています。
　蔵書の利用はすべて開架方式で、利用者は直に手に取って本を選ぶこと
ができます。また、PCの館内貸出も行っています。さらに本学教職員や学生
のみならず、学外者の図書館利用も可能で、研究・教育環境の充実と「地
域に開かれた図書館」という二つの課題に対応すべく尽力しています。
　館内を回ると、講義やゼミの準備、採用試験、資格試験の勉強、卒業研
究などに勤しむ学生、雑誌コーナーでくつろぐ学生、専門書や文芸書を借り
出している学外者、多数の専門書を抱える教員の姿を見かけます。インター
ネットの普及により、そうした図書館の「風景」が変わる日が来るかも知れま
せん。新しい時代に対応可能な図書館。それが今後の課題です。

釧 路 公 立 大 学 附 属 図 書 館

 公開講座の開催
　本学では「地域に結びつき開かれた大学」の理念を具体化するために、教員が地域に出向き、研究成果を発表する機
会を設けています。地域住民に大学の知的資源を公開し、住民の知的関心を触発するという公開講座の基本理念の
下、平成2年以降毎年、本学の専任教員が講師となり、本学と釧路管内の各自治体を会場として、4講座を開催していま
す。これまでの受講総数は、5,243名となります。

 科目等履修生・聴講生の受け入れ
　科目等履修生とは本学の学生以外の者が単位修得を目的として授業科目を受講する者をいい、聴講生とは単位取得
を目的とせず受講する者をいいます。
　平成２９年度までに、科目等履修生はのべ83名、聴講生はのべ56名が釧路公立大学で学びました。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

地域に出向き・地域から受け入れる
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

附属図書館長　白川 欽哉 教授

北海道新聞　平成27年10月31日　朝刊掲載釧路市立芦野小学校での授業
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釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics

北海道学生研究会SCAN

　北海道学生研究会 SCAN（スキャン）は、学生・
企業・住民が、協力し合い地域の問題に向き合っ
ていく、そのきっかけづくりとそれらを結びつけ
る媒体となることを目的とし、平成 22 年に釧路
公立大学で設立されました。“SCAN”という名称
は、“Sophisticated Community and Academics for 
Networking.”の略であり、Scan（調べる）を通じて、
企業・大学を含めた地域のつながりをよりよいも
のにしていこうという意味が込められています。
　現在は、道内の大学９校（釧路公立大学、北見工
業大学、札幌学院大学、札幌大学、北翔大学、北海
学園大学、北海道教育大学旭川校、北海道教育大
学釧路校、北海道メディカルスポーツ専門学校）
で活動しています。
　大学生の社会参加・社会連携が注目される中、
全国の先駆けとして、SCAN は「研究成果の地域
への還元」を活動理念に掲げ、合同研究会を通じ
研究成果を学外へ発信しています。

　平成２８年５月２０日、学内喫茶「カフェ ラ・ぺ」がオープンし
ました。同年１月から運営組織「カフェラボ」を立ち上げ、学生
自ら開設準備・企画・運営をし、業者の撤退により平成２０年
から閉鎖していた喫茶コーナーを復活させました。学内の飲
食施設を学生が運営するのは、道内の国公立大学では初め
ての試みです。
　「実践的な経済学を学ぶ場」として、主体的に目標を設定
し、行動・実行する過程を通じて、キャリア形成を図る就業体
験の場となっています。また、学生のキャリア形成・教育効果
の向上、コミュニケーション能力や課題発見・解決能力など、
他者との接触の中で求められる能力が養われることが期待
されます。
　一方、学生の憩いの場の創出や地域の方々 の利用を通じ
て学内外に魅力ある釧路公立大学を発信しています。

　カフェ ラ・ペの「ラ・ペ」は、フランス語で憩いの意味で、学生
はもちろん市民の方にも広く利用いただける憩いの場を目指して
います。現在部員は 30 名で、学業やアルバイト等に支障が出な
いようにローテーションを組み、交代で運営しています。サークル
メンバーの中には飲食店でアルバイトしている人もいて、そうした
経験者の意見を店舗の運営に取り入れています。
　メニューは一杯ずつ丁寧にハンドドリップしたブレンドコーヒー、
ホットドック、コーヒーゼリーのほか、季節限定メニューも出してい
ます。将来は、学外に店舗を借りてお店を出すことを目標にしてお
り、今はその資金を貯め、ノウハウの蓄積をしている最中です。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

カフェ ラ・ペ
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

北海道学生研究会SCAN第７期代表
大日向 雅人さん(経済学科4年)

カフェラボ代表
前川 直さん（経営学科3年）

釧路新聞 平成28年12月11日 掲載

釧路新聞 平成28年5月22日 掲載

　私は秋田県生まれ秋田県育ちで、幼い頃から近所の方 を々始
め、多くの地域の方々から優しく育てていただきました。釧路公立
大学に入学し、少しだけ大人になった節目に、地域を活性化させ
たいと思う気持ちが増してきました。そこで出会ったのが SCAN
です。SCAN では同年代の大学生が主体的に生き生きと活動
をしていました。それを見て、間接的にではありますが、地域のた
めに何か恩返しがしたいと思い参加することにしました。
　SCAN の活動で特に印象に残っているのは、学生の研究意
欲を向上させるために開催された「インターカレッジフォーラム」

に、オリンピック出場経験のあるカーリング選手とトークショー形
式の講演会を行ったことです。平成 28 年度の活動テーマが「ス
ポーツといきる地域」だったので、スポーツと地域の関わりにつ
いて深掘りして学べる大変貴重な講演会になりました。
　SCAN は文系だけではなく理系の大学も参加しています。
様々な視点から「地域」について考えることができ、その考えを
参加校、地域の方、企業の方と共有できたことが、やはり一番よ
かったと思います。地域についての課題などの見え方・考え方
は一つではないと学ぶことができました。SCAN の活動の中で
は、普段お会いすることがないような企業の方、地域の方、行政
の方と接する機会が数多くありました。そのような場面でのマ
ナー、言葉遣い、時間感覚など経験することすべてにおいて苦
労しました。
　平成 29 年度より SCAN の活動拠点は札幌に移りましたが、
基本的に活動内容はあまり変わりません。地域活性化について、
我々学生が主体的に考え、地域とのつながりをよりよいものにし
ていきます。これからも我々の活動が多くの方の目にとまり、一人
でも多くの方が地域について考えていただけるように、SCAN
メンバー一同、尽力して参ります。また、SCAN が活動できてい
るのは、これまでのたくさんの方々のご協力のおかげです。すべ
ての関係者様に恩返しができるよう、日々 精進いたします。　　

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w
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よさこいサークル 心～sin～釧路学生魂

　よさこいサークル“心～sin～釧路学生魂”は釧根初の

よさこい学生チームです。釧路公立大学の学生が中心と

なり「学生の熱いパワーで釧路をもっと盛り上げたい」とい

う想いで、平成21年11月発足しました。後に北海道教育

大学釧路校、釧路短期大学の学生も加わり、混成チーム

が結成されました。サークル活動を通じ、釧路市内の大学

間の親睦、交流を深める場となっています。チーム発足時

からの活動コンセプトは「心」で、チームとして「メンバー同

士の心を共有しよう」、舞台では「お客さんに心を表現し

よう」という意味が込められています。

　毎年６月に札幌で開催されるYOSAKOIソーラン祭り

への出場をはじめ、くしろ港まつりなどの地域で開催され

るイベントやお祭りへの参加、福祉施設への慰問など、地

域に愛されるチームを目指し活動を続けています。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

音 楽 サ ー ク ル
～地域と歩んだ「標」～

しるべ

アカペラコーラスサークル
“アニュー”

弦楽アンサンブルサークル 吹奏楽部

　私は高校まではサッカーをやっていましたが、大学では何か新し
いことに挑戦したいと思い、先輩から熱心に勧誘を受けたこともあ
り、このサークルを選びました。
　３大学が一緒になっての活動で、週２度、釧路公立大学か教育
大学釧路校に集まり練習しています。それ以外にも、メンバーがそ
れぞれ自主練習もしていますし、練習以外での交流も活発です。
構成班、衣装班、振り付け班などそれぞれの担当がいて、札幌の
YOSAKOIソーラン祭りのファイナルステージ進出を目指して頑
張っています。
　お客様の前で踊りを披露することはとても楽しいですし、充実感
があります。くしろ港まつりをはじめ、地域のイベントやお祭りに呼
んでいただいて、特に夏場は演舞を披露する機会が多くあります。
YOSAKOIソーラン祭りでのファイナル進出の実績はまだありま
せんが、来年こそはあのステージに立てるようになりたいです。

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

よさこいサークル“心～sin～釧路学生魂”代表代行
外崎 功陽さん（経済学科２年）

　アカペラコーラスサークル“アニュー”は、現在男声10名女
声6名の計16名で活動をしています。サークルが結成されてま
だ4年と新しい部です。毎年7月には大学の大講堂で開催する
定期演奏会や、釧路合唱連盟主催の合唱祭にも出場していま
す。その他に学内の活動では、入学式で校歌を紹介したり、ウイ
ンターコンサート、大学祭や学内喫茶カフェ ラ・ペでのアカペラ
コンサートなどを行っています。地域のイベントでは、くしろ
チューリップ＆花フェアなどにも出演しています。
　少人数で活動しているので和気あいあいとしてみな仲よしで
すが、人数がもう少し多いと、歌にボリュームが出せるので、メン
バーがもっと増えてほしいなと思っています。
　活動の模様はYouTubeにもアップしていますので、是非
チェックしてみてください。

イ ン タ ビ ュ ー  i n t e r v i e w

アカペラコーラスサークル“アニュー”代表
川内 翔太さん（経済学科3年）

第26回 YOSAKOIソーラン祭りでの演舞(平成29年6月) 入学式での校歌紹介

釧路公立大学での練習風景

福祉施設での慰問コンサート 入学式での演奏

釧路公立大学開学30周年記念誌
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　　◆…９　　日…◆
　【緑ケ岡会館】☆ハーモニ
カポップス＝�時�分
　【緑ケ岡南会館】☆ひぶな
健康体操＝�時
　【桜ケ岡中央会館】☆編み
物＝�時
　【富士見会館】☆書道教室
＝�時☆韓国語＝�時☆カ
ラオケ＝�時�分
　【春採下町会館】☆さわや
か健康サロン＝�時☆春採
中央町内会＝�時�分
　【武佐会館】☆カラオケ会
＝�時
　【鉄北みどり会館】☆編み
物＝�時☆カラオケ同好会
＝�時
　【駒場会館】☆ひよこ＝�
時☆駒場老ク＝�時☆ひば
り＝�時☆住良江町内会＝
�時
　【若草地区会館】☆邦龍会
＝�時☆本因坊囲碁クラブ
＝�時☆カラオケたんぽぽ
＝�時
　【新橋会館】☆健美操＝�
時☆日本舞踊＝�時
　【愛国東会館】☆あじさい
の会ダンス＝�時☆冬月荘

＝�時�分
　【愛国会館】☆新日本婦人
の会ヨーガ＝�時�分☆ス
マイル会＝�時�分☆民謡
＝�時
　【美原地区会館】☆新婦人
の会＝�時☆民謡＝�時☆
スマイル会＝�時�分
　【芦野会館】☆民謡＝�時
  【文苑会館】☆文苑歌謡友
の会＝�時☆文苑麻雀同好
会＝�時�分
　【鳥取東会館】☆麻華流舞
踊＝�時
　【昭和会館】☆楽々っち＝
９時�分☆セブン会議＝�
時☆昭和地区協定例会＝�
時
　【大星会館】☆大星カラオ
ケ教室＝�時
　【寿生活館】☆高齢者劇団
＝�時�分☆小山内歌謡教
室＝�時�分
　【新富士生活館】☆カラオ
ケ＝�時�分
　【緑風荘】☆健康ダンス＝
�時☆囲碁将棋＝�時☆健
康相談＝�時☆ほのぼのカ
ラオケ＝�時
　【桜花荘】☆ニゥカムボー
ル＝�時
　【寿荘】☆なの花カラオケ
＝�時☆友の会＝�時

　【平成荘】☆囲碁＝�時☆
菜の花サークル＝�時☆ヨ
ーガ＝�時☆卓球＝�時
　【清風荘】☆リデンテ＝�
時☆囲碁将棋＝�時☆歌謡
カラオケ＝�時☆趣味の会
＝�時☆健康相談＝�時☆
和子・仁友の会＝�時�分
　【美原荘】☆書道＝�時☆
囲碁＝�時☆民謡＝�時☆
五東会役員会＝�時
　【鶴風荘】☆ニゥカムボー
ル＝�時☆カトレア会＝�
時☆トリム＝�時☆カラオ
ケ友の会＝�時☆囲碁＝�
時☆カラオケひまわり＝�
時
　【星鶴荘】☆囲碁＝�時☆
カラオケ＝�時
　【大楽毛荘】☆健康麻雀＝
�時☆卓球＝�時
　【望洋ふれあい交流セン
ター】☆ウエンズ＝９時☆
きらっと春採＝９時☆ヒー
リングダンス＝�時☆舞踊
の会＝�時☆ひなどり民謡
会＝�時
　【白樺ふれあい交流セン
ター】☆健康ダンス梅川会
＝９時☆あじさいカラオケ
川村会＝�時
　【昭和老人集会所】☆七
星カラオケ＝�時

カレーライスや野菜サラダを囲んだ昼食会

　
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
は
旅
行
に
行
っ
た
り
、
キ
ャ
ン
プ

し
た
り
、
お
泊
ま
り
会
や
工
作
教
室
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
い
る
。
幼
稚
園
、
保
育
園
の
お
泊
ま
り

会
と
町
内
会
主
催
の
安
全
教
室
を
紹
介
す
る
。
（
石
川
直
樹
）

スイカ割りを楽しんだ年長園児（認定こども

園釧路はるとり保育園）

かつら湯で銭湯を体験し「楽しかった」と園児たち

（鳥取あおば幼稚園）

芦野げんき町内会主催の防火・交通安全教室

　
釧
路
公
立
大
学
（
�
野
敏
行

学
長
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
（
櫻
井
一
貴
部
長
）
部
員

が
１
日
、
釧
路
啓
生
会
が
運
営

す
る
小
規
模
多
機
能
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ふ
み
ぞ
の
（
釧
路
市

文
苑
２
、
上
村
英
樹
所
長
）
を

訪
れ
、
２
施
設
の
外
窓
、
内
窓

の
ガ
ラ
ス
拭
き
を
中
心
に
、
清

掃
作
業
に
汗
を
流
し
た
。

　
市
内
の
福
祉
施
設
や
イ
ベ
ン

ト
の
手
伝
い
な
ど
で
活
躍
す
る

同
サ
ー
ク
ル
だ
が
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ふ
み
ぞ
の
で
の
活
動
は

こ
れ
が
初
め
て
。
こ
の
日
は
部

員
�
人
が
訪
れ
、
施
設
全
て
の

窓
ガ
ラ
ス
拭
き
を
済
ま
せ
た
ほ

か
、
昼
食
時
に
は
利
用
者
の
話
し

相
手
に
な
り
交
流
を
深
め
た
。

　
上
村
所
長
は
「
お
年
寄
り
は
若

い
人
が
大
好
き
。
ま
た
来
て
ほ
し

い
」
。
櫻
井
部
長
は
「
大
学
の
近
く

の
施
設
な
の
で
、
ま
た
機
会
を
見

つ
け
て
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

　

（
石
川
直
樹
）

施設の窓ガラス拭きに汗を流した釧路公立大

ボランティアサークル

　
○
…
認
定
こ
ど
も
園
釧
路
は

る
と
り
保
育
園
（
武
佐
１
、
本
間

弘
美
園
長
）
の
お
泊
ま
り
会
（
合

宿
保
育
）
は
こ
の
ほ
ど
、
同
園
園

庭
で
行
わ
れ
、
５
歳
児
�
人
が

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
成

長
し
た
。
就
学
に
向
け
て
何
で

も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
と
、
毎

年
夏
休
み
に
実
施
し
て
い
る
。

　
テ
ン
ト
の
設
置
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
お
泊
ま
り
会
は
、
同
園
近

く
に
あ
る
花
屋
を
見
学
、
ト
ド
ッ

ク
倉
庫
で
の
ト
ラ
ッ
ク
乗
車
体

験
、
博
物
館
へ
の
バ
ス
見
学
。
さ

ら
に
、
食
事
作
り
は
キ
ュ
ウ
リ
の

塩
も
み
や
野
菜
ち
ぎ
り
に
も
挑

戦
。
恒
例
の
春
の
湯
銭
湯
体
験
で

は
、
お
金
を
払
っ
て
広
い
湯
船
を

楽
し
み
、
釜
場
見
学
も
行
っ
た
。

　
園
に
帰
っ
て
ス
イ
カ
割
り
を

楽
し
ん
だ
年
長
さ
ん
は
、
園
内
キ

ャ
ン
プ
で
お
お
は
し
ゃ
ぎ
。
翌
日

は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
朝
食
を

終
え
、
表
彰
式
で
は
「
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
」
と
本
間
園
長
が
一
人

一
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

ス
イ
カ
割
り
楽
し
む

は
る
と
り
保
育
園

　
○
…
芦
野
げ
ん
き
町
内
会

（
鳴
海
利
文
会
長
）
は
７
月
�

日
、
芦
野
会
館
で
交
通
安
全
教

室
を
開
き
、
地
域
の
子
供
た
ち

約
�
人
が
参
加
し
た
。

　
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
が
事

故
無
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
交
通

安
全
と
防
火
思
想
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
恒
例
行
事
で
、
こ
の
日
は

釧
路
市
中
央
消
防
署
愛
国
支
署

の
職
員
と
、
市
民
生
活
課
の
交

通
安
全
推
進
員
が
訪
れ
た
。

　
は
じ
め
に
防
炎
物
品
を
紹
介

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
残
し
て
く
れ
た
も
の
」
と
、

消
防
の
仕
事
を
描
い
た
「
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
悟
空
の
消
防
隊
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
。
こ
の
後
、

消
防
職
員
が
花
火
の
始
末
の
仕

方
、
消
火
器
の
使
い
方
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　
続
い
て
、
交
通
安
全
教
室
は

交
通
安
全
推
進
員
が
登
場
。
高

学
年
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
た
８
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
チ
ー
ム
対

抗
の
交
通
安
全
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
た
。
正
し
い
横
断
歩
道
の
渡

り
方
、
車
の
ウ
イ
ン
カ
ー
サ
イ

ン
が
ど
れ
な
ど
、
写
真
３
枚
の

中
か
ら
ど
れ
が
正
し
い
か
を
当

て
る
ク
イ
ズ
で
「
右
」
「
真
ん

中
」
な
ど
、
子
供
た
ち
の
声
が

響
い
た
。
ま
た
、
自
転
車
の
乗

り
方
指
導
で
は
、
交
差
点
で
右

折
左
折
の
際
に
は
自
転
車
か
ら

降
り
て
車
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
。
信
号
が
青
で
も
左
右
確

認
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し

た
。
同
町
内
会
交
通
防
犯
部
長

の
内
村
一
明
さ
ん
は
「
き
ょ
う

の
教
え
を
守
っ
て
楽
し
い
夏
休

み
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
た
。

意
識
向
上
へ
安
全
教
室

芦
野
げ
ん
き
町
内
会

　
○
…
来
年
度
か
ら
姉
妹
園
の

鶴
野
あ
お
ば
幼
稚
園
（
鶴
野
東

１
、
根
守
君
代
園
長
）
と
統
合

と
な
る
鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園

（
同
園
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
鶴

野
あ
お
ば
幼
稚
園
で
お
泊
ま
り

会
を
行
っ
た
。

　
年
長
園
児
�
人
は
お
昼
か
ら

鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園
に
集
合

し
、
鶴
居
村
民
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
で
川
遊
び
を
楽
し
み
夏
を
満

喫
。
こ
の
後
、
園
の
近
く
の
か
つ

ら
湯
で
日
本
の
文
化
で
あ
る
銭

湯
を
体
験
。
「
楽
し
か
っ
た
」
と

湯
上
が
り
に
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
鶴
野
あ
お
ば
幼
稚
園
で
は
、

ス
イ
カ
割
り
や
外
遊
び
を
楽
し

ん
だ
年
長
の
園
児
は
、
夕
食
の

後
、
花
火
で
締
め
く
く
っ
た
。
ぐ

っ
す
り
寝
た
園
児
は
翌
日
、
鳥
取

あ
お
ば
幼
稚
園
に
出
迎
え
に
来

た
保
護
者
と
一
日
ぶ
り
の
対
面
、

成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
い
た
。

か
つ
ら
湯
で
銭
湯
体
験

鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園

　
通
所
型
介
護
予
防
事
業
を
行

う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
わ
た
す
げ
興

津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

（
釧
路
市
興
津
２
、
佐
々
木
光

枝
管
理
者
）
は
７
月
�
日
、
夏

休
み
中
の
子
供
た
ち
の
学
習
支

援
、
子
供
食
堂
を
兼
ね
た
「
つ

ど
ー
れ
」
を
ス
タ
ー
ト
。
地
域

の
子
供
た
ち
が
、
利
用
者
ら
と

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　
「
つ
ど
ー
れ
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の
ス
ペ
ー
ス
を

使
い
、
交
流
の
場
を
設
け
た
い

と
模
索
し
て
き
た
佐
々
木
管
理

者
と
、
町
内
会
婦
人
部
の
河
田

チ
エ
子
さ
ん
が
企
画
し
た
。
誰

で
も
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
地
域
に
呼
び
掛
け
て

き
た
。　

初
日
の
こ
の
日
は
、
近
所
の

子
供
た
ち
が
訪
れ
、
利
用
者
や

訪
れ
た
住
民
と
囲
碁
や
百
人
一

首
、
外
遊
び
を
楽
し
み
、
昼
食

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
野
菜
サ
ラ

ダ
を
食
べ
な
が
ら
交
流
。
友
達

と
訪
れ
た
興
津
小
学
校
４
年
生

の
岩
崎
鈴
音
さ
ん
（
９
）
は
「
カ

レ
ー
が
お
い
し
く
楽
し
か
っ

た
」
。
管
理
者
の
佐
々
木
さ
ん

は
「
地
域
に
は
い
ろ
ん
な
問
題

を
抱
え
た
方
が
い
る
。
昼
食
に

だ
け
来
る
の
も
い
い
、
こ
こ
に

き
て
何
で
も
話
し
て
ほ
し
い
」

と
住
民
の
訪
問
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
地
域
福

祉
事
業
所
わ
た
す
げ
興
津
の
佐

々
木
さ
ん
０
１
５
４
（
�
）
３

３
５
５
へ
。

　
　

（
石
川
直
樹
）

　
北
陸
銀
行
釧
路
支
店
（
釧
路

市
北
大
通
�
）
１
階
ほ
く
ぎ
ん

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
グ
リ
ー
幼
稚

園
（
笹
野
貞
子
園
長
）
の
園
児

が
描
い
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
る
人
た
ち
の
目
を
引
い
て

い
る
＝
写
真
。

　
同
支
店
で
は
毎
月
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
展
を
開
き
市
民
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
が
、
同
幼
稚
園

児
は
初
登
場
。
今
回
は
園
児
�

人
が
運
動
会
や
遠
足
の
思
い
出

を
描
い
た
作
品
を
出
品
し
た
。

全
員
が
ク
レ
ヨ
ン
で
描
い
た
作

品
は
、
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
玉

入
れ
や
障
害
物
競
走
、
お
遊
戯
、

友
達
と
遊
ん
だ
遠
足
の
様
子
を

描
い
て
い
る
。
星
野
公
一
副
園

長
は
「
自
由
時
間
も
絵
を
描
く

子
が
多
く
、
子
供
ら
し
い
伸
び

伸
び
し
た
作
品
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

�
日
ま
で
。

　
　

（
石
川
直
樹
）

園
児
ら
の
思
い
出

ク
レ
ヨ
ン
で
表
現

北
陸
銀
行
釧
路
支
店

釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics

学生の活躍（全国大会出場等） 学生の地域貢献・ボランティア活動

北海道新聞　平成29年6月27日　夕刊掲載

北海道新聞 平成28年10月25日 朝刊掲載 第26期卒業生 土田　栞さん
釧路新聞 平成27年6月28日 掲載

釧路新聞
平成29年5月21日 掲載

釧路新聞 平成28年7月28日 掲載

釧路新聞 平成29年8月9日 掲載

北海道新聞 平成27年3月7日 朝刊掲載

北海道新聞
平成18年9月13日夕刊掲載

経営学科2年 松本 誠由さん（写真右端） 

平成28年10月１日～10日にブルガリアにて行われたアームレスリング世界
大会（2016 WAF World Armwrestling Championships in Bulgaria）において、
日本代表として出場。

経営学科4年 齊藤 正輝さん（写真中央・赤のユニフォーム）

平成28年9月2日～4日に埼玉県熊谷市にて行われた天皇賜盃第85回日本
学生陸上競技対抗選手権大会（3,000m障害）へ出場。
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就
職

冷
夏

　
昭
和
�
年
、
学
生
生
活
を
終
え
、

地
元
に
戻
り
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
に

勤
め
ま
し
た
。
高
校
か
ら
通
算
し
て

７
年
ほ
ど
厚
岸
を
離
れ
て
い
た
の
で

変
な
話
、
何
事
も
新
鮮
で
し
た
。
最
初

に
配
属
さ
れ
た
部
署
は
市
場
部
。
当

時
は
こ
こ
厚
岸
も
沖
合
漁
業
が
華
々

し
い
時
代
で
、
船
体
を
黄
色
に
塗
装

し
た
鮭さ
け

鱒ま
す

船
が
厚
岸
に
も
�
隻
以
上

存
在
し
て
い
ま
し
た
。
町
に
も
多
く

の
水
産
加
工
場
や
飲
食
店
が
あ
り
、

活
気
が
あ
っ
て
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
そ
の
年
は
春
か
ら
と
て
も
寒
い
日

が
続
き
、
冷
夏
と
言
わ
れ
夏
で
も
ス

ト
ー
ブ
を
焚た

い
て
い
ま
し
た
。
水
揚

げ
さ
れ
る
魚
介
類
は
例
年
通
り
と
れ

て
い
ま
し
た
が
、
カ
キ
が
産
卵
し
な

い
ま
ま
年
を
越
し
、
翌
年
…
。

　
　
安

　
藤

　
義

　
秀

　
　

（
厚
岸
漁
協
直
売
所
担
当
参
事
）

　
全
国
に
国
宝
は
い
く
つ
あ
る
の

か
。
文
化
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、

１
０
９
３
件
（
２
０
１
５
年
６
月

１
日
現
在
）
を
数
え
る
が
、
わ
が

北
海
道
は
１
件
の
み
だ
▼
国
宝
は

重
要
文
化
財
の
中
か
ら
よ
り
価
値
の
高
い
も
の

を
指
定
し
て
い
る
が
、
道
内
唯
一
の
国
宝
と
は
、

１
９
７
５
年
函
館
市
著
保
内
野
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
約
３
５
０
０
年
前
、
縄
文
時
代
の
土
偶
（
中

空
土
偶
）
だ
。
７
月
�
日
か
ら
８
月
�
日
、
釧

路
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る

道
主
催
「
北
の
縄
文
パ
ネ
ル
展
」
の
中
で
、
８

月
�
日
か
ら
複
製
が
展
示
さ
れ
る
▼
複
製
と
い

っ
て
も
本
物
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
数
少
な
い
複
製

だ
。
土
偶
は
発
見
地
で
あ
る
南
茅
部
地
区
の
「
茅

（
カ
ヤ
）
」
と
中
空
土
偶
の
「
空
（
ク
ウ
）
」

を
合
わ
せ
て
「
カ
ッ
ク
ウ
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
。
高
さ
が
�
・
５
㌢
あ
り
、
中
空
土

偶
と
し
て
は
日
本
最
大
の
土
偶
だ
▼
学
術
性
が

高
く
、
造
形
的
に
も
優
れ
て
い
る
、
と
評
価
さ

れ
、
２
０
０
７
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
以
前
、
北
海
道
に
国
宝
は
存
在
し

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
国
宝
が
最
も
多
い
の

は
意
外
に
東
京
で
２
７
６
件
を
数
え
、
こ
れ
に

京
都
の
２
３
０
件
、
奈
良
の
１
９
８
件
が
続
い

て
い
る
。
一
方
で
徳
島
、
宮
崎
県
が
ま
だ
国
宝
を

持
っ
て
い
な
い
▼
「
カ
ッ
ク
ウ
」
は
２
０
１
１

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
函
館
市
縄
文
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
（
郷

　
裕
策
）

ＴＰＰ、コメ日米で相互輸入枠　２
釧路町で教職員ら研修会　５
釧美原男子柔道、初優勝　��
スルメイカ分布密度高く　��
　　　きょう貿易記念日８
　　　 釧新スポーツ10
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小お

川が
わ

　
奈な

な々

愛み

さ
ん

　
　
　
（
厚
岸
町
立
太
田
小
６
年
）

　将来の夢は、大型犬を２匹飼う

ことです。２匹を連れて歩きたい。

とてもかわいいと思います。

　
つ
ち
だ
・
し
お
り

　
白
糠
町
出
身
同
町
在
住
。
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部
４
年
。
昨
年
５

月
、
シ
ン
プ
ル
な
操
作
で
陣
痛
間
隔
を
測
定
す
る
携
帯
ア
プ
リ
「
陣
痛
ダ
イ
ア
リ
ー
」
を
開

発
。
道
内
４
件
目
と
な
る
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
を
受
賞
。
�
歳
。

　
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部
４
年
の
土
田
栞
さ
ん
が
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
開
発
で
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
支
援
に
寄
与
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
内
閣
府
の

２
０
１
５
年
度
「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
を
受
賞
し
た
。

そ
の
携
帯
ア
プ
リ
「
陣
痛
ダ
イ
ア
リ
ー
」
の
開
発
経
緯
や
今

後
の
目
標
な
ど
を
聞
い
た
。

　
　
（
聞
き
手
・
三
坂
郁
夫
）

独学でアプリ開発し女性のチャレ

ンジ賞受賞という快挙を成し遂げ

た土田さん

　
　
　
　
　
　
　
◇
来
釧
あ
い

　
　
　
　
　
　
さ
つ

　
▼
北
海

道
米
販
売
拡
大
委
員
会
北
海
道

米
販
売
企
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

遠
藤
卓
也
氏
▼
ミ
ス
北
海
道
米

　
盛
彩
奈
氏
、
岡
田
紫
央
里
氏

　
【
�
日
】
▽
東
京
出
張
か
ら
帰
釧

　
│
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
の
率
直
な
気
持
ち
は
。

　
土
田

　
�
日
に
首
相
官
邸
で

表
彰
式
が
あ
り
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
有
村
治
子
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策
）
か

ら
賞
状
を
受
け
ま
し
た
。
す
ご

く
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が

ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
│
ア
プ
リ
開
発
の
き
っ
か
け

は
。

　
土
田

　
母
親
が
自
分
を
産
む

と
き
に
大
変
だ
っ
た
と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
妊
婦
さ
ん
は
紙
で
陣
痛
の

間
隔
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
が
多

く
、
陣
痛
で
苦
し
い
中
、
時
計

を
見
な
が
ら
紙
に
メ
モ
を
し
間

隔
を
計
算
し
て
、
と
な
る
と
す

ご
く
大
変
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。

　
│
独
学
で
開
発
さ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。

　
土
田

　
出
産
や
妊
娠
の
経
験

が
な
い
の
で
妊
婦
さ
ん
に
と

っ
て
何
が
一
番
サ
ポ
ー
ト
に
な

る
の
か
分
か
ら
な
く
、
実
際

に
市
立
釧
路
総
合
病
院
の
看
護

師
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
に
行

っ
た
り
、
周
囲
の
妊
婦
さ
ん

に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
本
を
買
っ

て
ほ
ぼ
独
学
で
勉
強
し
ま
し

た
。

　
│
公
開
か
ら
�
回
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
、
す
で
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
件
数
は
１
０
０
０
件
を

超
え
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
ど

の
よ
う
な
機
能
で
す
か
。

　
土
田

　
陣
痛
が
始
ま
っ
た
ら

ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
、
止

ま
っ
た
ら
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
を

押
し
て
間
隔
を
計
測
し
ま
す
。

破
水
や
出
血
が
な
い
か
の
確
認

を
促
す
コ
メ
ン
ト
を
表
示
す
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　
│
今
後
の
目
標
は
。

　
土
田

　
ア
プ
リ
と
し
て
は
事

前
登
録
し
た
端
末
に
計
測
デ
ー

タ
を
送
れ
る
機
能
を
追
加
予
定

で
す
。
今
後
は
女
性
だ
け
で

な
く
、
男
性
も
巻
き
込
ん
だ
マ

タ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
に
対
す
る
意

識
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
。

母
の
経
験
聞
き
開
発

男
性
も
巻
き
込
ん
で

　【厚岸、別海】６月最後の週末となった�日、厚岸町で「あっけしあやめまつり」、

別海町で「尾岱沼えびまつり」が始まり、あいにく肌寒い天気となったものの大勢

の人たちが会場を訪れ、初夏の景色と味覚を堪能した。　　　（郷裕策、真貝恒平）

古
里
の
声
援
に
応

え
、
熱
唱
す
る
伊

勢
さ
ん

  

○
…
北
太
平
洋
シ
ー
サ
イ
ド

ラ
イ
ン
「
岬
と
花
の
霧
街
道
」

の
景
勝
地
で
あ
る
原
生
花
園
あ

や
め
ケ
原
で
恒
例
の
「
あ
っ
け

し
あ
や
め
ま
つ
り
」
が
�
日
か

ら
始
ま
っ
た
。
７
月
５
日
ま
で

の
開
催
で
、
今
年
は
�
年
ぶ
り

の
全
国
市
町
村
あ
や
め
サ
ミ
ッ

ト
連
絡
協
議
会
の
あ
や
め
サ
ミ

ッ
ト
が
�
、
７
月
１
日
の
２
日

間
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る
。

　
初
日
の
こ
の
日
、
紫
の
ヒ
オ

ウ
ギ
ア
ヤ
メ
は
す
で
に
後
半
の

八
分
咲
き
の
状
態
。
曇
り
空
で

風
の
強
い
寒
い
天
候
だ
っ
た

が
、
東
京
か
ら
ツ
ア
ー
で
訪
れ

た
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
の

一
行
、
�
人
が
ア
ヤ
メ
の
中
で

草
を
食
む
放
牧
の
馬
た
ち
姿
に

喜
び
、
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
た
。
あ
や
め
サ
ミ
ッ

ト
に
は
構
成
�
自
治
体
の
う
ち

�
自
治
体
が
参
加
。
�
日
に
首

長
会
議
、
記
念
植
栽
、
交
流
会

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　
安
藤

　
義
秀

氏
（
あ
ん
ど
う
・

よ
し
ひ
で
）
厚
岸
漁
協
参
事
。
１
９
６
１
年
、
厚
岸

町
生
ま
れ
。
北
里
大
学
水
産
学

部
卒
。
１
９
８
３
年
４
月
、
厚
岸

漁
協
入
組
。
市
場
部
を
振
り
出

し
に
、
信
用
課
長
、
信
用
部
長
、

財
務
部
長
、
総
務
部
長
、
参
事
補

を
歴
任
、
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
現
職
。
直
売
店
の

担
当
参
事
と
し
て
売
り
上
げ
、
人
気
ア
ッ
プ
に
日

々
取
り
組
ん
で
い
る
。
趣
味
は
食
べ
歩
き
。
�
歳
。

一
斉
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
て

�
周
年
を
祝
う
子
ど
も
た
ち

ア
ヤ
メ
と
馬
た
ち
の
風
景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち

　
釧
路
市
緑
ケ
岡
児
童
館
の
開

館
�
周
年
記
念
式
典
が
�
日
、

同
館
で
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
か
ら
、

利
用
し
て
い
る
釧
路
市
立
清
明

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
が

集
ま
り
、
�
回
目
の
誕
生
日
を

祝
っ
た
。

　
同
館
は
１
９
７
６
年
３
月
、

市
内
８
番
目
の
児
童
館
と
し
て

開
設
さ
れ
た
。
同
館
の
利
用
者

数
は
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
減
っ

て
い
る
が
、
運
営
協
力
会
や
母

親
ク
ラ
ブ
、
地
元
町
内
会
な
ど

の
支
援
は
受
け
継
が
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　
式
典
で
、
名
塚
昭
副
市
長
の

祝
辞
に
続
い
て
�
年
近
く
、
同

館
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
と

い
う
母
親
ク
ラ
ブ
の
松
尾
千
穂

会
長
は
「
娘
も
こ
こ
で
育
ち
、

今
は
お
母
さ
ん
に
な
り
ま
し

た
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
変
わ
ら

な
い
。
み
ん
な
で
見
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　
記
念
行
事
と
し
て
、
参
加
者

全
員
で
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

ー
ツ
ー
ユ
ー
」
を
歌
い
、
盛
大

に
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
て
節

目
を
祝
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
山
本
雅
之
）

　
○
…
野
付
湾
の
初
夏
を
盛
り

上
げ
る
「
第
�
回
尾
岱
沼
え
び

ま
つ
り
」
（
実
行
委
主
催
）
の

前
日
祭
が
�
日
、
尾
岱
沼
漁
港

で
開
か
れ
、
肌
寒

さ
を
感
じ
な
が
ら

も
、
多
く
の
来
場

者
が
海
の
幸
に
舌

鼓
を
打
っ
た
。

　
会
場
で
は
、
野

付
漁
協
青
年
部
な

ど
に
よ
る
シ
マ
エ

ビ
や
ホ
タ
テ
を
使

っ
た
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
に
長
蛇
の
列

が
で
き
た
。
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、

尾
岱
沼
出
身
で
俳
優
・
歌
手
と

し
て
活
躍
す
る
伊
勢
大
貴
さ
ん

（
�
）
が
昨
年
に
続
き
出
演
。「
た

だ
い
ま
」
と
呼
び
掛
け
、
ス
ー

パ
ー
戦
隊
シ
リ
ー
ズ
「
手
裏
剣

戦
隊
ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
な
ど
を
歌

う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な

歓
声
を
上
げ
、
一
緒
に
踊
っ
て

い
た
。

  

�
日
の
当
日
祭
は
午
前
９
時

�
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
正
午
か
ら
「
女
子
限

定
‼
第
３
回
北
海
シ
マ
エ
ビ
踊

り
食
い
早
食
い
競
争
」
な
ど
が

行
わ
れ
る
。
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奥
さ
ん
に
感
謝

　
昨
年
の
４
月
か
ら
単
身
赴
任
と
な

り
、
毎
日
、
何
を
食
べ
る
か
悩
む
日

々
が
続
い
て
い
る
。
学
生
時
代
は
下

宿
、
勤
め
て
か
ら
は
寮
、
そ
し
て
、

結
婚
と
炊
事
と
は
全
く
無
縁
の
生
活

を
送
っ
て
い
た
。

　
洗
濯
、
掃
除
は
何
と
か
や
っ
て
い

る
が
、
料
理
が
問
題
。
ご
飯
と
卵
、

納
豆
が
あ
れ
ば
死
に
は
し
な
い
と
思

い
、
こ
れ
に
豆
腐
か
ソ
ー
セ
ー
ジ
く

ら
い
が
加
わ
り
、
１
年
間
無
事
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
家
に
戻

り
、
全
て
を
妻
に
や
っ
て
も
ら
い
、

改
め
て
あ
り
が
た
み
を
感
じ
戻
っ
て

来
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
奥
さ
ん
に
感

謝
し
、
ご
飯
と
卵
、
納
豆
以
外
に
も

何
か
食
べ
よ
う
と
思
う
。

　
　
中

　
田

　
克

　
哉

（
根
室
振
興
局
長
）

　
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
気
に
す
る

の
が
健
康
で
あ
る
。
飲
み
過
ぎ
、

食
べ
過
ぎ
か
ら
高
血
圧
や
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿
、
痛
風
な
ど
、

生
活
習
慣
や
そ
れ
に
伴
う
疾
病
な

ど
は
、
テ
レ
ビ
番
組
や
報
道
な
ど
で
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
▼
国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬

基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究
所
が
日
本
人
の
食
塩

摂
取
源
と
な
っ
て
い
る
食
品
を
発
表
し
た
。
結

果
は
１
位
が
カ
ッ
プ
麺
で
２
位
が
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
と
な
っ
た
。
今
や
種
類
が
豊
富
で
、

ご
当
地
も
の
も
あ
る
ほ
ど
。
空
腹
な
と
き
に
は

簡
単
に
調
理
で
き
食
べ
ら
れ
る
の
で
人
気
が
高

い
が
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
２
大
ス
タ
ー
が
、

食
塩
摂
取
で
も
ト
ッ
プ
▼
食
塩
の
取
り
す
ぎ
は

血
圧
上
昇
な
ど
健
康
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
成
人
病
に
結
び
つ

く
要
因
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
関
心
は
高
い
▼
厚

生
労
働
省
が
２
０
１
２
年
に
定
め
た
「
健
康
日

本
�
」
で
、
１
日
当
た
り
食
塩
摂
取
量
の
平
均
は

８
㌘
。
同
研
究
所
調
査
の
ト
ッ
プ
の
カ
ッ
プ
麺

は
ス
ー
プ
を
飲
み
干
し
た
と
す
る
と
１
日
当
た

り
５
・
５
㌘
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
も
５
・
４
㌘

で
１
日
の
約
３
分
の
２
と
な
る
▼
北
日
本
に
生

活
す
る
我
々
の
食
生
活
は
、
塩
分
も
含
め
て
味

が
濃
い
と
い
わ
れ
る
。
即
席
麺
を
は
じ
め
濃
い

味
の
料
理
は
好
き
だ
が
、
塩
分
量
は
ほ
ど
ほ
ど

に
す
る
の
が
健
康
の
た
め
と
し
み
じ
み
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
（
堀
口

　
義
彦
）

神戸連続児童殺傷事件��年　３
��日から釧路でしべちゃフェア　５
高校野球、きょう代表決定戦　８
「こち亀展」にぎわう　　��

ＴＶ番組ガイド７

5月21日日曜日

警察官になりたい！

しもだ　はるちゃん
（みはらフレンド幼稚園）

　
【
�
日
】
▽
関
西
湖
陵
会
に
出
席
の

た
め
大
阪
に
出
張
の
と
こ
ろ
帰
釧

　
中
田

　
克
哉
氏
（
な
か
た
・

か
つ
や
）
根
室
振
興
局
長
。
１

９
６
１
年
、

大
空
町
生
ま

れ
。
北
海
道

大
学
水
産
学

部
卒
。
�
年

に
北
海
道
庁
入
庁
。
檜
山
支
庁

水
産
課
長
、
水
産
林
務
部
国
際

漁
業
担
当
課
長
、
同
水
産
経
営

課
長
、
同
水
産
局
長
を
歴
任
、

２
０
１
６
年
か
ら
現
職
。
趣
味

は
�
歳
に
な
る
愛
犬
の
散
歩
だ

が
「
今
は
で
き
な
い
の
で
寂
し

い
」
。
�
歳
。

新会長に就任した

城戸氏

あいさつする

白崎会長

新たな「マーメイドくしろ」に

選ばれた鈴木さん

  

釧
路
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
観
光
大
使
「
２
０
１
７
年

マ
ー
メ
イ
ド
く
し
ろ
」
の
選
考

審
査
会
が
�
日
、
釧
路
市
観
光

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
厳
選
な
審
査
の
結
果
、
釧

路
市
在
住
の
会
社
員
鈴
木
里
実

さ
ん
（
�
）
が
選
ば
れ
た
。
鈴

木
さ
ん
は
昨
年
か
ら
マ
ー
メ
イ

ド
く
し
ろ
と
し
て
活
動
し
て
い

る
新
田
結
実
さ
ん
（
�
）
と
共

に
各
地
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
、
釧
路
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
。

　
「
マ
ー
メ
イ
ド
く
し
ろ
」
の

選
考
は
釧
路
新
聞
社
の
ほ
か
、

釧
路
市
、
釧
路
商
工
会
議
所
、

釧
路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
が
主
催
し
今
年
で
�
年
目
。

　
鈴
木
さ
ん
は
市
内
の
会
社
で

事
務
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
お

り
、
応
募
の
き
っ
か
け
に
つ
い

て
「
神
奈
川
県
の
短
大
卒
業
後
、

横
浜
市
の
企
業
に
勤
め
、
昨
年

７
年
ぶ
り
に
帰
釧
し
た
。
市
内

で
暮
ら
し
は
じ
め
て
１
年
た

ち
、
釧
路
の
魅
力
に
気
付
き
、

釧
路
の
良
さ
を
全
国
に
発
信
し

た
い
と
思
っ
た
」
と
述
べ
た
。

道
の
駅
巡
り
が
好
き
で
休
日
な

ど
は
家
族
や
友
人
と
道
の
駅
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
出
掛
け
る
と

い
う
。
特
技
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
で
「
動
物
や
舟
な
ど
を
作
り

友
達
の
誕
生
日
な
ど
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
る
」
と
笑
顔
で
話

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

「
釧
路
の
こ
と
を
さ
ら
に
勉
強

し
知
識
を
深
め
、
私
に
し
か
で

き
な
い
方
法
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
新
た
な
マ
ー
メ
イ
ド
と
な
っ

た
鈴
木
さ
ん
は
�
日
に
鶴
ケ
岱

公
園
で
開
か
れ
る
第
�
回
く
し

ろ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
＆
花
フ
ェ
ア

で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

　
　
　
　

（
小
西
靖
）

　
【
別
海
】
北
方
領
土
元
島
民

の
後
継
者
で
つ
く
る
「
千
島
歯

舞
諸
島
居
住
者
連
盟
根
室
管
内

青
年
部
連
絡
協
議
会
」
（
白
崎

賢
哉
会
長
）
の
２
０
１
７
年
度

定
期
総
会
が
�
日
、
町
交
流
館

で
開
か
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会

長
に
城
戸
千
尋
氏
（
�
）
＝
羅
臼

支
部
青
年
部
長
＝
が
就
任
し

た
。
任
期
は
２
年
。

　
こ
の
日
は
会
員
、
伊
東
良
孝

衆
院
議
員
、
鈴
木
貴
子
衆
院
議

員
ら
来
賓
を
含
め
約
�
人
が
出

席
。
白
崎
会
長
は
「
日
ロ
関
係

は
現
在
大
変
良
い
関
係
に
あ
る

の
で
は
。
解
決
に
向
け
て
期
待

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
議
事
で
は
、
�
年
度
事
業
報

告
、
�
年
度
事
業
計
画
案
を
原

案
通
り
承
認
し
た
ほ
か
、
組
織

の
名
称
に
あ
る
「
青
年
部
」
が
実

態
か
ら
か
い
離
し
て
い
る
と
し

て
、「
同
連
盟
根
室
管
内
後
継
者

連
絡
協
議
会
（
後
継
連
）
」
と
組

織
名
を
変
更
し
、
新
た
な
規
約

を
制
定
。
後
継
連
初
代
会
長
と

な
る
城
戸
氏
は
「
元
島
民
の
熱

い
思
い
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば

運
動
が
衰
退
し
て
し
ま
う
。
全

国
の
先
頭
に
立
ち
、
各
青
年
部

を
引
っ
張
っ
て
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　
総
会
終
了
後
、
同
会
場
で
「
北

方
領
土
問
題
現
地
青
年
の
集

い
」
を
実
施
。
択
捉
島
出
身
の
長

谷
川
ヨ
イ
さ
ん
（
�
）
＝
根
室
市

＝
に
よ
る
語
り
部
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
同
連
盟
別
海
町
支
部
が

紙
芝
居
「
故
郷
の
島

　
た
ら
く
」

を
披
露
し
た
。

　
（
原
田
未
央
）

　
会
長
以
外
の
新
任
役
員
は
次

の
通
り
。

　
▽
事
務
局
長

　
本
見
泰
敬
▽
理
事

　

荒
井
秀
子
、
岩
瀬
栄

　
若
者
が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
「
釧
路
わ
か
も
の
△
（
さ

ん
か
く
）
カ
イ
ギ
」
の
１
回
目
が
�
日
、
釧
路
公
立
大
学
で
開
か
れ
た
。
釧
路
に
関

係
の
あ
る
�
歳
か
ら
�
歳
の
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
思
い
描
く
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
香
）

グループワークで意見を交わす参加者

　
同
カ
イ
ギ
は
、
若
者
が
や
り

た
い
こ
と
を
実
行
し
た
り
、
抱

え
て
い
る
課
題
を
ど
の
よ
う
に

解
決
し
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い

て
語
り
合
お
う
と
初
め
て
開
催

さ
れ
た
。

　
釧
路
に
関
わ
っ
て
い
る
�
歳

か
ら
�
歳
（
９
４
６
人
）
を
対

象
に
釧
路
の
イ
メ
ー
ジ
や
興
味

関
心
を
調
査
し
た
事
前
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
全

体
の
�
％
は
釧
路
が
好
き
と
回

答
し
、
居
住
歴
が
長
い
ほ
ど
好

き
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

釧
路
に
住
み
続
け
た
い
か
と
の

質
問
に
対
し
て
は
�
％
が
住
み

続
け
た
い
と
回
答
、
家
族
や
友

達
が
住
ん
で
い
る
か
ら
と
い
う

理
由
が
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

釧
路
に
い
る
友
達
は
４
人
以
下

と
い
う
結
果
が
�
％
を
占
め
、

新
た
な
友
達
を
つ
く
る
機
会
が

少
な
い
と
の
声
も
出
さ
れ
た
。

　
釧
路
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

で
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
８
人

が
そ
の
内
容
を
発
表
し
た
後
、

参
加
者
は
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ

に
分
か
れ
意
見
を
出
し
合
う
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た

た
。
こ
の
う
ち
釧
路
和
商
協
同

組
合
に
勤
務
す
る
塩
澤
俊
幸
さ

ん
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
釧
路
駅
周

辺
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
若
者

か
ら
「
勝
手
丼
順
位
戦
」
「
着

物
で
北
大
通
り
散
歩
」
な
ど
の

提
案
が
出
さ
れ
、
塩
澤
さ
ん
は

「
ア
イ
デ
ア
と
運
営
し
て
い
く

仕
組
み
を
両
立
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
や
る
か
ら
に
は
継

続
性
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と

話
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
７
月
に
阿
寒
町

に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
で
働

く
た
め
移
住
し
て
き
た
東
京
都

出
身
・
落
合
紗
菜
さ
ん
と
新
潟

県
出
身
・
山
崎
莉
穂
さ
ん
の
テ

ー
ブ
ル
で
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

の
お
客
さ
ん
に
釧
路
の
楽
し
み

方
を
紹
介
す
る
た
め
、
釧
路
在

住
の
参
加
者
ら
が
釧
路
の
名
物

を
挙
げ
「
釧
路
の
１
年
を
楽
し

み
つ
く
す
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
製

作
に
挑
戦
し
た
。

　
同
カ
イ
ギ
主
催
者
の
一
人

で
、
釧
路
公
立
大
学
２
年
の
小

渡
拓
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
釧
路

の
た
め
に
何
か
や
り
た
い
と
考

え
て
い
る
人
と
既
に
活
動
し
て

い
る
人
を
つ
な
げ
る
の
が
こ
の

取
り
組
み
。
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
語
り
、
今
後
は
釧

路
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
開
催
も
検
討

し
て
い
る
。

　
釧
路
調
停
協
会
（
伊
貝
正
志

会
長
）
は
、
今
年
度
１
回
目
の

無
料
調
停
相
談
を
６
月
２
日
か

ら
２
日
間
、
釧
路
市
交
流
プ
ラ

ザ
さ
い
わ
い
で
実
施
す
る
。
夫

婦
関
係
や
遺
産
相
続
、
土
地
建

物
、
金
銭
賃
借
、
交
通
事
故
な

ど
家
事
・
民
事
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
２
日
が
午
後
６
時
〜

同
８
時
、
３
日
は
午
前
�
時
〜

午
後
３
時
。
同
協
会
所
属
の
調

停
委
員
が
秘
密
厳
守
で
対
応
す

る
。
予
約
は
必
要
な
い
。
問
い
合

わ
せ
は
同
協
会
事
務
局
０
７

０（
３
１
４
９
）２
２
７
３
へ
。

来
月
２
日
か
ら

無
料
調
停
相
談

　地域に根ざし、地域に開かれた大学として、地域づくり・地域活性化を実践的に学ぶ科目を設けており、学生が
実際に地域の課題解決に向けたプロジェクトに参加しています。また、学生課においてボランティア等の募集を
集約し周知することで、多くの学生が地域のボランティア活動に参加しています。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

－43－ －44－



������� ��������� ���������（第三種郵便物認可）

　　◆…９　　日…◆
　【緑ケ岡会館】☆ハーモニ
カポップス＝�時�分
　【緑ケ岡南会館】☆ひぶな
健康体操＝�時
　【桜ケ岡中央会館】☆編み
物＝�時
　【富士見会館】☆書道教室
＝�時☆韓国語＝�時☆カ
ラオケ＝�時�分
　【春採下町会館】☆さわや
か健康サロン＝�時☆春採
中央町内会＝�時�分
　【武佐会館】☆カラオケ会
＝�時
　【鉄北みどり会館】☆編み
物＝�時☆カラオケ同好会
＝�時
　【駒場会館】☆ひよこ＝�
時☆駒場老ク＝�時☆ひば
り＝�時☆住良江町内会＝
�時
　【若草地区会館】☆邦龍会
＝�時☆本因坊囲碁クラブ
＝�時☆カラオケたんぽぽ
＝�時
　【新橋会館】☆健美操＝�
時☆日本舞踊＝�時
　【愛国東会館】☆あじさい
の会ダンス＝�時☆冬月荘

＝�時�分
　【愛国会館】☆新日本婦人
の会ヨーガ＝�時�分☆ス
マイル会＝�時�分☆民謡
＝�時
　【美原地区会館】☆新婦人
の会＝�時☆民謡＝�時☆
スマイル会＝�時�分
　【芦野会館】☆民謡＝�時
  【文苑会館】☆文苑歌謡友
の会＝�時☆文苑麻雀同好
会＝�時�分
　【鳥取東会館】☆麻華流舞
踊＝�時
　【昭和会館】☆楽々っち＝
９時�分☆セブン会議＝�
時☆昭和地区協定例会＝�
時
　【大星会館】☆大星カラオ
ケ教室＝�時
　【寿生活館】☆高齢者劇団
＝�時�分☆小山内歌謡教
室＝�時�分
　【新富士生活館】☆カラオ
ケ＝�時�分
　【緑風荘】☆健康ダンス＝
�時☆囲碁将棋＝�時☆健
康相談＝�時☆ほのぼのカ
ラオケ＝�時
　【桜花荘】☆ニゥカムボー
ル＝�時
　【寿荘】☆なの花カラオケ
＝�時☆友の会＝�時

　【平成荘】☆囲碁＝�時☆
菜の花サークル＝�時☆ヨ
ーガ＝�時☆卓球＝�時
　【清風荘】☆リデンテ＝�
時☆囲碁将棋＝�時☆歌謡
カラオケ＝�時☆趣味の会
＝�時☆健康相談＝�時☆
和子・仁友の会＝�時�分
　【美原荘】☆書道＝�時☆
囲碁＝�時☆民謡＝�時☆
五東会役員会＝�時
　【鶴風荘】☆ニゥカムボー
ル＝�時☆カトレア会＝�
時☆トリム＝�時☆カラオ
ケ友の会＝�時☆囲碁＝�
時☆カラオケひまわり＝�
時
　【星鶴荘】☆囲碁＝�時☆
カラオケ＝�時
　【大楽毛荘】☆健康麻雀＝
�時☆卓球＝�時
　【望洋ふれあい交流セン
ター】☆ウエンズ＝９時☆
きらっと春採＝９時☆ヒー
リングダンス＝�時☆舞踊
の会＝�時☆ひなどり民謡
会＝�時
　【白樺ふれあい交流セン
ター】☆健康ダンス梅川会
＝９時☆あじさいカラオケ
川村会＝�時
　【昭和老人集会所】☆七
星カラオケ＝�時

カレーライスや野菜サラダを囲んだ昼食会

　
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
は
旅
行
に
行
っ
た
り
、
キ
ャ
ン
プ

し
た
り
、
お
泊
ま
り
会
や
工
作
教
室
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
い
る
。
幼
稚
園
、
保
育
園
の
お
泊
ま
り

会
と
町
内
会
主
催
の
安
全
教
室
を
紹
介
す
る
。
（
石
川
直
樹
）

スイカ割りを楽しんだ年長園児（認定こども

園釧路はるとり保育園）

かつら湯で銭湯を体験し「楽しかった」と園児たち

（鳥取あおば幼稚園）

芦野げんき町内会主催の防火・交通安全教室

　
釧
路
公
立
大
学
（
�
野
敏
行

学
長
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
（
櫻
井
一
貴
部
長
）
部
員

が
１
日
、
釧
路
啓
生
会
が
運
営

す
る
小
規
模
多
機
能
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ふ
み
ぞ
の
（
釧
路
市

文
苑
２
、
上
村
英
樹
所
長
）
を

訪
れ
、
２
施
設
の
外
窓
、
内
窓

の
ガ
ラ
ス
拭
き
を
中
心
に
、
清

掃
作
業
に
汗
を
流
し
た
。

　
市
内
の
福
祉
施
設
や
イ
ベ
ン

ト
の
手
伝
い
な
ど
で
活
躍
す
る

同
サ
ー
ク
ル
だ
が
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ふ
み
ぞ
の
で
の
活
動
は

こ
れ
が
初
め
て
。
こ
の
日
は
部

員
�
人
が
訪
れ
、
施
設
全
て
の

窓
ガ
ラ
ス
拭
き
を
済
ま
せ
た
ほ

か
、
昼
食
時
に
は
利
用
者
の
話
し

相
手
に
な
り
交
流
を
深
め
た
。

　
上
村
所
長
は
「
お
年
寄
り
は
若

い
人
が
大
好
き
。
ま
た
来
て
ほ
し

い
」
。
櫻
井
部
長
は
「
大
学
の
近
く

の
施
設
な
の
で
、
ま
た
機
会
を
見

つ
け
て
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

　

（
石
川
直
樹
）

施設の窓ガラス拭きに汗を流した釧路公立大

ボランティアサークル

　
○
…
認
定
こ
ど
も
園
釧
路
は

る
と
り
保
育
園
（
武
佐
１
、
本
間

弘
美
園
長
）
の
お
泊
ま
り
会
（
合

宿
保
育
）
は
こ
の
ほ
ど
、
同
園
園

庭
で
行
わ
れ
、
５
歳
児
�
人
が

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
成

長
し
た
。
就
学
に
向
け
て
何
で

も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
と
、
毎

年
夏
休
み
に
実
施
し
て
い
る
。

　
テ
ン
ト
の
設
置
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
お
泊
ま
り
会
は
、
同
園
近

く
に
あ
る
花
屋
を
見
学
、
ト
ド
ッ

ク
倉
庫
で
の
ト
ラ
ッ
ク
乗
車
体

験
、
博
物
館
へ
の
バ
ス
見
学
。
さ

ら
に
、
食
事
作
り
は
キ
ュ
ウ
リ
の

塩
も
み
や
野
菜
ち
ぎ
り
に
も
挑

戦
。
恒
例
の
春
の
湯
銭
湯
体
験
で

は
、
お
金
を
払
っ
て
広
い
湯
船
を

楽
し
み
、
釜
場
見
学
も
行
っ
た
。

　
園
に
帰
っ
て
ス
イ
カ
割
り
を

楽
し
ん
だ
年
長
さ
ん
は
、
園
内
キ

ャ
ン
プ
で
お
お
は
し
ゃ
ぎ
。
翌
日

は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
朝
食
を

終
え
、
表
彰
式
で
は
「
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
」
と
本
間
園
長
が
一
人

一
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

ス
イ
カ
割
り
楽
し
む

は
る
と
り
保
育
園

　
○
…
芦
野
げ
ん
き
町
内
会

（
鳴
海
利
文
会
長
）
は
７
月
�

日
、
芦
野
会
館
で
交
通
安
全
教

室
を
開
き
、
地
域
の
子
供
た
ち

約
�
人
が
参
加
し
た
。

　
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
が
事

故
無
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
交
通

安
全
と
防
火
思
想
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
恒
例
行
事
で
、
こ
の
日
は

釧
路
市
中
央
消
防
署
愛
国
支
署

の
職
員
と
、
市
民
生
活
課
の
交

通
安
全
推
進
員
が
訪
れ
た
。

　
は
じ
め
に
防
炎
物
品
を
紹
介

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
残
し
て
く
れ
た
も
の
」
と
、

消
防
の
仕
事
を
描
い
た
「
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
悟
空
の
消
防
隊
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
。
こ
の
後
、

消
防
職
員
が
花
火
の
始
末
の
仕

方
、
消
火
器
の
使
い
方
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　
続
い
て
、
交
通
安
全
教
室
は

交
通
安
全
推
進
員
が
登
場
。
高

学
年
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
た
８
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
チ
ー
ム
対

抗
の
交
通
安
全
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
た
。
正
し
い
横
断
歩
道
の
渡

り
方
、
車
の
ウ
イ
ン
カ
ー
サ
イ

ン
が
ど
れ
な
ど
、
写
真
３
枚
の

中
か
ら
ど
れ
が
正
し
い
か
を
当

て
る
ク
イ
ズ
で
「
右
」
「
真
ん

中
」
な
ど
、
子
供
た
ち
の
声
が

響
い
た
。
ま
た
、
自
転
車
の
乗

り
方
指
導
で
は
、
交
差
点
で
右

折
左
折
の
際
に
は
自
転
車
か
ら

降
り
て
車
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
。
信
号
が
青
で
も
左
右
確

認
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し

た
。
同
町
内
会
交
通
防
犯
部
長

の
内
村
一
明
さ
ん
は
「
き
ょ
う

の
教
え
を
守
っ
て
楽
し
い
夏
休

み
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
た
。

意
識
向
上
へ
安
全
教
室

芦
野
げ
ん
き
町
内
会

　
○
…
来
年
度
か
ら
姉
妹
園
の

鶴
野
あ
お
ば
幼
稚
園
（
鶴
野
東

１
、
根
守
君
代
園
長
）
と
統
合

と
な
る
鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園

（
同
園
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
鶴

野
あ
お
ば
幼
稚
園
で
お
泊
ま
り

会
を
行
っ
た
。

　
年
長
園
児
�
人
は
お
昼
か
ら

鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園
に
集
合

し
、
鶴
居
村
民
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
で
川
遊
び
を
楽
し
み
夏
を
満

喫
。
こ
の
後
、
園
の
近
く
の
か
つ

ら
湯
で
日
本
の
文
化
で
あ
る
銭

湯
を
体
験
。
「
楽
し
か
っ
た
」
と

湯
上
が
り
に
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
鶴
野
あ
お
ば
幼
稚
園
で
は
、

ス
イ
カ
割
り
や
外
遊
び
を
楽
し

ん
だ
年
長
の
園
児
は
、
夕
食
の

後
、
花
火
で
締
め
く
く
っ
た
。
ぐ

っ
す
り
寝
た
園
児
は
翌
日
、
鳥
取

あ
お
ば
幼
稚
園
に
出
迎
え
に
来

た
保
護
者
と
一
日
ぶ
り
の
対
面
、

成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
い
た
。

か
つ
ら
湯
で
銭
湯
体
験

鳥
取
あ
お
ば
幼
稚
園

　
通
所
型
介
護
予
防
事
業
を
行

う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
わ
た
す
げ
興

津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

（
釧
路
市
興
津
２
、
佐
々
木
光

枝
管
理
者
）
は
７
月
�
日
、
夏

休
み
中
の
子
供
た
ち
の
学
習
支

援
、
子
供
食
堂
を
兼
ね
た
「
つ

ど
ー
れ
」
を
ス
タ
ー
ト
。
地
域

の
子
供
た
ち
が
、
利
用
者
ら
と

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　
「
つ
ど
ー
れ
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
の
ス
ペ
ー
ス
を

使
い
、
交
流
の
場
を
設
け
た
い

と
模
索
し
て
き
た
佐
々
木
管
理

者
と
、
町
内
会
婦
人
部
の
河
田

チ
エ
子
さ
ん
が
企
画
し
た
。
誰

で
も
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
地
域
に
呼
び
掛
け
て

き
た
。　

初
日
の
こ
の
日
は
、
近
所
の

子
供
た
ち
が
訪
れ
、
利
用
者
や

訪
れ
た
住
民
と
囲
碁
や
百
人
一

首
、
外
遊
び
を
楽
し
み
、
昼
食

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
野
菜
サ
ラ

ダ
を
食
べ
な
が
ら
交
流
。
友
達

と
訪
れ
た
興
津
小
学
校
４
年
生

の
岩
崎
鈴
音
さ
ん
（
９
）
は
「
カ

レ
ー
が
お
い
し
く
楽
し
か
っ

た
」
。
管
理
者
の
佐
々
木
さ
ん

は
「
地
域
に
は
い
ろ
ん
な
問
題

を
抱
え
た
方
が
い
る
。
昼
食
に

だ
け
来
る
の
も
い
い
、
こ
こ
に

き
て
何
で
も
話
し
て
ほ
し
い
」

と
住
民
の
訪
問
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
地
域
福

祉
事
業
所
わ
た
す
げ
興
津
の
佐

々
木
さ
ん
０
１
５
４
（
�
）
３

３
５
５
へ
。

　
　

（
石
川
直
樹
）

　
北
陸
銀
行
釧
路
支
店
（
釧
路

市
北
大
通
�
）
１
階
ほ
く
ぎ
ん

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
グ
リ
ー
幼
稚

園
（
笹
野
貞
子
園
長
）
の
園
児

が
描
い
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
る
人
た
ち
の
目
を
引
い
て

い
る
＝
写
真
。

　
同
支
店
で
は
毎
月
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
展
を
開
き
市
民
を
楽

し
ま
せ
て
い
る
が
、
同
幼
稚
園

児
は
初
登
場
。
今
回
は
園
児
�

人
が
運
動
会
や
遠
足
の
思
い
出

を
描
い
た
作
品
を
出
品
し
た
。

全
員
が
ク
レ
ヨ
ン
で
描
い
た
作

品
は
、
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
玉

入
れ
や
障
害
物
競
走
、
お
遊
戯
、

友
達
と
遊
ん
だ
遠
足
の
様
子
を

描
い
て
い
る
。
星
野
公
一
副
園

長
は
「
自
由
時
間
も
絵
を
描
く

子
が
多
く
、
子
供
ら
し
い
伸
び

伸
び
し
た
作
品
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

�
日
ま
で
。

　
　

（
石
川
直
樹
）

園
児
ら
の
思
い
出

ク
レ
ヨ
ン
で
表
現

北
陸
銀
行
釧
路
支
店

釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics

学生の活躍（全国大会出場等） 学生の地域貢献・ボランティア活動

北海道新聞　平成29年6月27日　夕刊掲載

北海道新聞 平成28年10月25日 朝刊掲載 第26期卒業生 土田　栞さん
釧路新聞 平成27年6月28日 掲載

釧路新聞
平成29年5月21日 掲載

釧路新聞 平成28年7月28日 掲載

釧路新聞 平成29年8月9日 掲載

北海道新聞 平成27年3月7日 朝刊掲載

北海道新聞
平成18年9月13日夕刊掲載

経営学科2年 松本 誠由さん（写真右端） 

平成28年10月１日～10日にブルガリアにて行われたアームレスリング世界
大会（2016 WAF World Armwrestling Championships in Bulgaria）において、
日本代表として出場。

経営学科4年 齊藤 正輝さん（写真中央・赤のユニフォーム）

平成28年9月2日～4日に埼玉県熊谷市にて行われた天皇賜盃第85回日本
学生陸上競技対抗選手権大会（3,000m障害）へ出場。

�������（昭和�年２月１日　第三種郵便物認可） ������� 【��】����� ����������【総合版】���

（186�）

　
　
　
就
職

冷
夏

　
昭
和
�
年
、
学
生
生
活
を
終
え
、

地
元
に
戻
り
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
に

勤
め
ま
し
た
。
高
校
か
ら
通
算
し
て

７
年
ほ
ど
厚
岸
を
離
れ
て
い
た
の
で

変
な
話
、
何
事
も
新
鮮
で
し
た
。
最
初

に
配
属
さ
れ
た
部
署
は
市
場
部
。
当

時
は
こ
こ
厚
岸
も
沖
合
漁
業
が
華
々

し
い
時
代
で
、
船
体
を
黄
色
に
塗
装

し
た
鮭さ
け

鱒ま
す

船
が
厚
岸
に
も
�
隻
以
上

存
在
し
て
い
ま
し
た
。
町
に
も
多
く

の
水
産
加
工
場
や
飲
食
店
が
あ
り
、

活
気
が
あ
っ
て
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
そ
の
年
は
春
か
ら
と
て
も
寒
い
日

が
続
き
、
冷
夏
と
言
わ
れ
夏
で
も
ス

ト
ー
ブ
を
焚た

い
て
い
ま
し
た
。
水
揚

げ
さ
れ
る
魚
介
類
は
例
年
通
り
と
れ

て
い
ま
し
た
が
、
カ
キ
が
産
卵
し
な

い
ま
ま
年
を
越
し
、
翌
年
…
。

　
　
安

　
藤

　
義

　
秀

　
　

（
厚
岸
漁
協
直
売
所
担
当
参
事
）

　
全
国
に
国
宝
は
い
く
つ
あ
る
の

か
。
文
化
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、

１
０
９
３
件
（
２
０
１
５
年
６
月

１
日
現
在
）
を
数
え
る
が
、
わ
が

北
海
道
は
１
件
の
み
だ
▼
国
宝
は

重
要
文
化
財
の
中
か
ら
よ
り
価
値
の
高
い
も
の

を
指
定
し
て
い
る
が
、
道
内
唯
一
の
国
宝
と
は
、

１
９
７
５
年
函
館
市
著
保
内
野
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
約
３
５
０
０
年
前
、
縄
文
時
代
の
土
偶
（
中

空
土
偶
）
だ
。
７
月
�
日
か
ら
８
月
�
日
、
釧

路
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る

道
主
催
「
北
の
縄
文
パ
ネ
ル
展
」
の
中
で
、
８

月
�
日
か
ら
複
製
が
展
示
さ
れ
る
▼
複
製
と
い

っ
て
も
本
物
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
数
少
な
い
複
製

だ
。
土
偶
は
発
見
地
で
あ
る
南
茅
部
地
区
の
「
茅

（
カ
ヤ
）
」
と
中
空
土
偶
の
「
空
（
ク
ウ
）
」

を
合
わ
せ
て
「
カ
ッ
ク
ウ
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
。
高
さ
が
�
・
５
㌢
あ
り
、
中
空
土

偶
と
し
て
は
日
本
最
大
の
土
偶
だ
▼
学
術
性
が

高
く
、
造
形
的
に
も
優
れ
て
い
る
、
と
評
価
さ

れ
、
２
０
０
７
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
以
前
、
北
海
道
に
国
宝
は
存
在
し

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
国
宝
が
最
も
多
い
の

は
意
外
に
東
京
で
２
７
６
件
を
数
え
、
こ
れ
に

京
都
の
２
３
０
件
、
奈
良
の
１
９
８
件
が
続
い

て
い
る
。
一
方
で
徳
島
、
宮
崎
県
が
ま
だ
国
宝
を

持
っ
て
い
な
い
▼
「
カ
ッ
ク
ウ
」
は
２
０
１
１

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
函
館
市
縄
文
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
（
郷

　
裕
策
）

ＴＰＰ、コメ日米で相互輸入枠　２
釧路町で教職員ら研修会　５
釧美原男子柔道、初優勝　��
スルメイカ分布密度高く　��
　　　きょう貿易記念日８
　　　 釧新スポーツ10
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小お

川が
わ

　
奈な

な々

愛み

さ
ん

　
　
　
（
厚
岸
町
立
太
田
小
６
年
）

　将来の夢は、大型犬を２匹飼う

ことです。２匹を連れて歩きたい。

とてもかわいいと思います。

　
つ
ち
だ
・
し
お
り

　
白
糠
町
出
身
同
町
在
住
。
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部
４
年
。
昨
年
５

月
、
シ
ン
プ
ル
な
操
作
で
陣
痛
間
隔
を
測
定
す
る
携
帯
ア
プ
リ
「
陣
痛
ダ
イ
ア
リ
ー
」
を
開

発
。
道
内
４
件
目
と
な
る
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
を
受
賞
。
�
歳
。

　
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部
４
年
の
土
田
栞
さ
ん
が
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
開
発
で
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
支
援
に
寄
与
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
内
閣
府
の

２
０
１
５
年
度
「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
を
受
賞
し
た
。

そ
の
携
帯
ア
プ
リ
「
陣
痛
ダ
イ
ア
リ
ー
」
の
開
発
経
緯
や
今

後
の
目
標
な
ど
を
聞
い
た
。

　
　
（
聞
き
手
・
三
坂
郁
夫
）

独学でアプリ開発し女性のチャレ

ンジ賞受賞という快挙を成し遂げ

た土田さん

　
　
　
　
　
　
　
◇
来
釧
あ
い

　
　
　
　
　
　
さ
つ

　
▼
北
海

道
米
販
売
拡
大
委
員
会
北
海
道

米
販
売
企
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

遠
藤
卓
也
氏
▼
ミ
ス
北
海
道
米

　
盛
彩
奈
氏
、
岡
田
紫
央
里
氏

　
【
�
日
】
▽
東
京
出
張
か
ら
帰
釧

　
│
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
の
率
直
な
気
持
ち
は
。

　
土
田

　
�
日
に
首
相
官
邸
で

表
彰
式
が
あ
り
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
有
村
治
子
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策
）
か

ら
賞
状
を
受
け
ま
し
た
。
す
ご

く
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が

ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
│
ア
プ
リ
開
発
の
き
っ
か
け

は
。

　
土
田

　
母
親
が
自
分
を
産
む

と
き
に
大
変
だ
っ
た
と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
妊
婦
さ
ん
は
紙
で
陣
痛
の

間
隔
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
が
多

く
、
陣
痛
で
苦
し
い
中
、
時
計

を
見
な
が
ら
紙
に
メ
モ
を
し
間

隔
を
計
算
し
て
、
と
な
る
と
す

ご
く
大
変
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。

　
│
独
学
で
開
発
さ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。

　
土
田

　
出
産
や
妊
娠
の
経
験

が
な
い
の
で
妊
婦
さ
ん
に
と

っ
て
何
が
一
番
サ
ポ
ー
ト
に
な

る
の
か
分
か
ら
な
く
、
実
際

に
市
立
釧
路
総
合
病
院
の
看
護

師
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
に
行

っ
た
り
、
周
囲
の
妊
婦
さ
ん

に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
本
を
買
っ

て
ほ
ぼ
独
学
で
勉
強
し
ま
し

た
。

　
│
公
開
か
ら
�
回
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
、
す
で
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
件
数
は
１
０
０
０
件
を

超
え
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
ど

の
よ
う
な
機
能
で
す
か
。

　
土
田

　
陣
痛
が
始
ま
っ
た
ら

ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
、
止

ま
っ
た
ら
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
を

押
し
て
間
隔
を
計
測
し
ま
す
。

破
水
や
出
血
が
な
い
か
の
確
認

を
促
す
コ
メ
ン
ト
を
表
示
す
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　
│
今
後
の
目
標
は
。

　
土
田

　
ア
プ
リ
と
し
て
は
事

前
登
録
し
た
端
末
に
計
測
デ
ー

タ
を
送
れ
る
機
能
を
追
加
予
定

で
す
。
今
後
は
女
性
だ
け
で

な
く
、
男
性
も
巻
き
込
ん
だ
マ

タ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
に
対
す
る
意

識
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
。

母
の
経
験
聞
き
開
発

男
性
も
巻
き
込
ん
で

　【厚岸、別海】６月最後の週末となった�日、厚岸町で「あっけしあやめまつり」、

別海町で「尾岱沼えびまつり」が始まり、あいにく肌寒い天気となったものの大勢

の人たちが会場を訪れ、初夏の景色と味覚を堪能した。　　　（郷裕策、真貝恒平）

古
里
の
声
援
に
応

え
、
熱
唱
す
る
伊

勢
さ
ん

  

○
…
北
太
平
洋
シ
ー
サ
イ
ド

ラ
イ
ン
「
岬
と
花
の
霧
街
道
」

の
景
勝
地
で
あ
る
原
生
花
園
あ

や
め
ケ
原
で
恒
例
の
「
あ
っ
け

し
あ
や
め
ま
つ
り
」
が
�
日
か

ら
始
ま
っ
た
。
７
月
５
日
ま
で

の
開
催
で
、
今
年
は
�
年
ぶ
り

の
全
国
市
町
村
あ
や
め
サ
ミ
ッ

ト
連
絡
協
議
会
の
あ
や
め
サ
ミ

ッ
ト
が
�
、
７
月
１
日
の
２
日

間
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る
。

　
初
日
の
こ
の
日
、
紫
の
ヒ
オ

ウ
ギ
ア
ヤ
メ
は
す
で
に
後
半
の

八
分
咲
き
の
状
態
。
曇
り
空
で

風
の
強
い
寒
い
天
候
だ
っ
た

が
、
東
京
か
ら
ツ
ア
ー
で
訪
れ

た
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
の

一
行
、
�
人
が
ア
ヤ
メ
の
中
で

草
を
食
む
放
牧
の
馬
た
ち
姿
に

喜
び
、
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
た
。
あ
や
め
サ
ミ
ッ

ト
に
は
構
成
�
自
治
体
の
う
ち

�
自
治
体
が
参
加
。
�
日
に
首

長
会
議
、
記
念
植
栽
、
交
流
会

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　
安
藤

　
義
秀

氏（
あ
ん
ど
う
・

よ
し
ひ
で
）
厚
岸
漁
協
参
事
。
１
９
６
１
年
、
厚
岸

町
生
ま
れ
。
北
里
大
学
水
産
学

部
卒
。
１
９
８
３
年
４
月
、
厚
岸

漁
協
入
組
。
市
場
部
を
振
り
出

し
に
、
信
用
課
長
、
信
用
部
長
、

財
務
部
長
、
総
務
部
長
、
参
事
補

を
歴
任
、
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
現
職
。
直
売
店
の

担
当
参
事
と
し
て
売
り
上
げ
、
人
気
ア
ッ
プ
に
日

々
取
り
組
ん
で
い
る
。
趣
味
は
食
べ
歩
き
。
�
歳
。

一
斉
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
て

�
周
年
を
祝
う
子
ど
も
た
ち

ア
ヤ
メ
と
馬
た
ち
の
風
景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち

　
釧
路
市
緑
ケ
岡
児
童
館
の
開

館
�
周
年
記
念
式
典
が
�
日
、

同
館
で
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
か
ら
、

利
用
し
て
い
る
釧
路
市
立
清
明

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
が

集
ま
り
、
�
回
目
の
誕
生
日
を

祝
っ
た
。

　
同
館
は
１
９
７
６
年
３
月
、

市
内
８
番
目
の
児
童
館
と
し
て

開
設
さ
れ
た
。
同
館
の
利
用
者

数
は
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
減
っ

て
い
る
が
、
運
営
協
力
会
や
母

親
ク
ラ
ブ
、
地
元
町
内
会
な
ど

の
支
援
は
受
け
継
が
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　
式
典
で
、
名
塚
昭
副
市
長
の

祝
辞
に
続
い
て
�
年
近
く
、
同

館
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
と

い
う
母
親
ク
ラ
ブ
の
松
尾
千
穂

会
長
は
「
娘
も
こ
こ
で
育
ち
、

今
は
お
母
さ
ん
に
な
り
ま
し

た
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
変
わ
ら

な
い
。
み
ん
な
で
見
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　
記
念
行
事
と
し
て
、
参
加
者

全
員
で
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

ー
ツ
ー
ユ
ー
」
を
歌
い
、
盛
大

に
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
て
節

目
を
祝
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
山
本
雅
之
）

　
○
…
野
付
湾
の
初
夏
を
盛
り

上
げ
る
「
第
�
回
尾
岱
沼
え
び

ま
つ
り
」
（
実
行
委
主
催
）
の

前
日
祭
が
�
日
、
尾
岱
沼
漁
港

で
開
か
れ
、
肌
寒

さ
を
感
じ
な
が
ら

も
、
多
く
の
来
場

者
が
海
の
幸
に
舌

鼓
を
打
っ
た
。

　
会
場
で
は
、
野

付
漁
協
青
年
部
な

ど
に
よ
る
シ
マ
エ

ビ
や
ホ
タ
テ
を
使

っ
た
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー
に
長
蛇
の
列

が
で
き
た
。
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、

尾
岱
沼
出
身
で
俳
優
・
歌
手
と

し
て
活
躍
す
る
伊
勢
大
貴
さ
ん

（
�
）
が
昨
年
に
続
き
出
演
。「
た

だ
い
ま
」
と
呼
び
掛
け
、
ス
ー

パ
ー
戦
隊
シ
リ
ー
ズ
「
手
裏
剣

戦
隊
ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
な
ど
を
歌

う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な

歓
声
を
上
げ
、
一
緒
に
踊
っ
て

い
た
。

  

�
日
の
当
日
祭
は
午
前
９
時

�
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
正
午
か
ら
「
女
子
限

定
‼
第
３
回
北
海
シ
マ
エ
ビ
踊

り
食
い
早
食
い
競
争
」
な
ど
が

行
わ
れ
る
。
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奥
さ
ん
に
感
謝

　
昨
年
の
４
月
か
ら
単
身
赴
任
と
な

り
、
毎
日
、
何
を
食
べ
る
か
悩
む
日

々
が
続
い
て
い
る
。
学
生
時
代
は
下

宿
、
勤
め
て
か
ら
は
寮
、
そ
し
て
、

結
婚
と
炊
事
と
は
全
く
無
縁
の
生
活

を
送
っ
て
い
た
。

　
洗
濯
、
掃
除
は
何
と
か
や
っ
て
い

る
が
、
料
理
が
問
題
。
ご
飯
と
卵
、

納
豆
が
あ
れ
ば
死
に
は
し
な
い
と
思

い
、
こ
れ
に
豆
腐
か
ソ
ー
セ
ー
ジ
く

ら
い
が
加
わ
り
、
１
年
間
無
事
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
家
に
戻

り
、
全
て
を
妻
に
や
っ
て
も
ら
い
、

改
め
て
あ
り
が
た
み
を
感
じ
戻
っ
て

来
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
奥
さ
ん
に
感

謝
し
、
ご
飯
と
卵
、
納
豆
以
外
に
も

何
か
食
べ
よ
う
と
思
う
。

　
　
中

　
田

　
克

　
哉

（
根
室
振
興
局
長
）

　
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
気
に
す
る

の
が
健
康
で
あ
る
。
飲
み
過
ぎ
、

食
べ
過
ぎ
か
ら
高
血
圧
や
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿
、
痛
風
な
ど
、

生
活
習
慣
や
そ
れ
に
伴
う
疾
病
な

ど
は
、
テ
レ
ビ
番
組
や
報
道
な
ど
で
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
▼
国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬

基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究
所
が
日
本
人
の
食
塩

摂
取
源
と
な
っ
て
い
る
食
品
を
発
表
し
た
。
結

果
は
１
位
が
カ
ッ
プ
麺
で
２
位
が
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
と
な
っ
た
。
今
や
種
類
が
豊
富
で
、

ご
当
地
も
の
も
あ
る
ほ
ど
。
空
腹
な
と
き
に
は

簡
単
に
調
理
で
き
食
べ
ら
れ
る
の
で
人
気
が
高

い
が
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
２
大
ス
タ
ー
が
、

食
塩
摂
取
で
も
ト
ッ
プ
▼
食
塩
の
取
り
す
ぎ
は

血
圧
上
昇
な
ど
健
康
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
成
人
病
に
結
び
つ

く
要
因
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
関
心
は
高
い
▼
厚

生
労
働
省
が
２
０
１
２
年
に
定
め
た
「
健
康
日

本
�
」
で
、
１
日
当
た
り
食
塩
摂
取
量
の
平
均
は

８
㌘
。
同
研
究
所
調
査
の
ト
ッ
プ
の
カ
ッ
プ
麺

は
ス
ー
プ
を
飲
み
干
し
た
と
す
る
と
１
日
当
た

り
５
・
５
㌘
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
も
５
・
４
㌘

で
１
日
の
約
３
分
の
２
と
な
る
▼
北
日
本
に
生

活
す
る
我
々
の
食
生
活
は
、
塩
分
も
含
め
て
味

が
濃
い
と
い
わ
れ
る
。
即
席
麺
を
は
じ
め
濃
い

味
の
料
理
は
好
き
だ
が
、
塩
分
量
は
ほ
ど
ほ
ど

に
す
る
の
が
健
康
の
た
め
と
し
み
じ
み
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
（
堀
口

　
義
彦
）

神戸連続児童殺傷事件��年　３
��日から釧路でしべちゃフェア　５
高校野球、きょう代表決定戦　８
「こち亀展」にぎわう　　��

ＴＶ番組ガイド７

5月21日日曜日

警察官になりたい！

しもだ　はるちゃん
（みはらフレンド幼稚園）

　
【
�
日
】
▽
関
西
湖
陵
会
に
出
席
の

た
め
大
阪
に
出
張
の
と
こ
ろ
帰
釧

　
中
田

　
克
哉
氏
（
な
か
た
・

か
つ
や
）
根
室
振
興
局
長
。
１

９
６
１
年
、

大
空
町
生
ま

れ
。
北
海
道

大
学
水
産
学

部
卒
。
�
年

に
北
海
道
庁
入
庁
。
檜
山
支
庁

水
産
課
長
、
水
産
林
務
部
国
際

漁
業
担
当
課
長
、
同
水
産
経
営

課
長
、
同
水
産
局
長
を
歴
任
、

２
０
１
６
年
か
ら
現
職
。
趣
味

は
�
歳
に
な
る
愛
犬
の
散
歩
だ

が
「
今
は
で
き
な
い
の
で
寂
し

い
」
。
�
歳
。

新会長に就任した

城戸氏

あいさつする

白崎会長

新たな「マーメイドくしろ」に

選ばれた鈴木さん

  

釧
路
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
観
光
大
使
「
２
０
１
７
年

マ
ー
メ
イ
ド
く
し
ろ
」
の
選
考

審
査
会
が
�
日
、
釧
路
市
観
光

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
厳
選
な
審
査
の
結
果
、
釧

路
市
在
住
の
会
社
員
鈴
木
里
実

さ
ん
（
�
）
が
選
ば
れ
た
。
鈴

木
さ
ん
は
昨
年
か
ら
マ
ー
メ
イ

ド
く
し
ろ
と
し
て
活
動
し
て
い

る
新
田
結
実
さ
ん
（
�
）
と
共

に
各
地
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
、
釧
路
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
。

　
「
マ
ー
メ
イ
ド
く
し
ろ
」
の

選
考
は
釧
路
新
聞
社
の
ほ
か
、

釧
路
市
、
釧
路
商
工
会
議
所
、

釧
路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
が
主
催
し
今
年
で
�
年
目
。

　
鈴
木
さ
ん
は
市
内
の
会
社
で

事
務
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
お

り
、
応
募
の
き
っ
か
け
に
つ
い

て
「
神
奈
川
県
の
短
大
卒
業
後
、

横
浜
市
の
企
業
に
勤
め
、
昨
年

７
年
ぶ
り
に
帰
釧
し
た
。
市
内

で
暮
ら
し
は
じ
め
て
１
年
た

ち
、
釧
路
の
魅
力
に
気
付
き
、

釧
路
の
良
さ
を
全
国
に
発
信
し

た
い
と
思
っ
た
」
と
述
べ
た
。

道
の
駅
巡
り
が
好
き
で
休
日
な

ど
は
家
族
や
友
人
と
道
の
駅
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
出
掛
け
る
と

い
う
。
特
技
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
で
「
動
物
や
舟
な
ど
を
作
り

友
達
の
誕
生
日
な
ど
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
る
」
と
笑
顔
で
話

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

「
釧
路
の
こ
と
を
さ
ら
に
勉
強

し
知
識
を
深
め
、
私
に
し
か
で

き
な
い
方
法
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
新
た
な
マ
ー
メ
イ
ド
と
な
っ

た
鈴
木
さ
ん
は
�
日
に
鶴
ケ
岱

公
園
で
開
か
れ
る
第
�
回
く
し

ろ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
＆
花
フ
ェ
ア

で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。

　
　
　
　

（
小
西
靖
）

　
【
別
海
】
北
方
領
土
元
島
民

の
後
継
者
で
つ
く
る
「
千
島
歯

舞
諸
島
居
住
者
連
盟
根
室
管
内

青
年
部
連
絡
協
議
会
」
（
白
崎

賢
哉
会
長
）
の
２
０
１
７
年
度

定
期
総
会
が
�
日
、
町
交
流
館

で
開
か
れ
た
。
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会

長
に
城
戸
千
尋
氏
（
�
）
＝
羅
臼

支
部
青
年
部
長
＝
が
就
任
し

た
。
任
期
は
２
年
。

　
こ
の
日
は
会
員
、
伊
東
良
孝

衆
院
議
員
、
鈴
木
貴
子
衆
院
議

員
ら
来
賓
を
含
め
約
�
人
が
出

席
。
白
崎
会
長
は
「
日
ロ
関
係

は
現
在
大
変
良
い
関
係
に
あ
る

の
で
は
。
解
決
に
向
け
て
期
待

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
議
事
で
は
、
�
年
度
事
業
報

告
、
�
年
度
事
業
計
画
案
を
原

案
通
り
承
認
し
た
ほ
か
、
組
織

の
名
称
に
あ
る
「
青
年
部
」
が
実

態
か
ら
か
い
離
し
て
い
る
と
し

て
、「
同
連
盟
根
室
管
内
後
継
者

連
絡
協
議
会
（
後
継
連
）
」
と
組

織
名
を
変
更
し
、
新
た
な
規
約

を
制
定
。
後
継
連
初
代
会
長
と

な
る
城
戸
氏
は
「
元
島
民
の
熱

い
思
い
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば

運
動
が
衰
退
し
て
し
ま
う
。
全

国
の
先
頭
に
立
ち
、
各
青
年
部

を
引
っ
張
っ
て
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　
総
会
終
了
後
、
同
会
場
で
「
北

方
領
土
問
題
現
地
青
年
の
集

い
」
を
実
施
。
択
捉
島
出
身
の
長

谷
川
ヨ
イ
さ
ん
（
�
）
＝
根
室
市

＝
に
よ
る
語
り
部
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
同
連
盟
別
海
町
支
部
が

紙
芝
居
「
故
郷
の
島

　
た
ら
く
」

を
披
露
し
た
。

　
（
原
田
未
央
）

　
会
長
以
外
の
新
任
役
員
は
次

の
通
り
。

　
▽
事
務
局
長

　
本
見
泰
敬
▽
理
事

　

荒
井
秀
子
、
岩
瀬
栄

　
若
者
が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
「
釧
路
わ
か
も
の
△
（
さ

ん
か
く
）
カ
イ
ギ
」
の
１
回
目
が
�
日
、
釧
路
公
立
大
学
で
開
か
れ
た
。
釧
路
に
関

係
の
あ
る
�
歳
か
ら
�
歳
の
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
思
い
描
く
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
香
）

グループワークで意見を交わす参加者

　
同
カ
イ
ギ
は
、
若
者
が
や
り

た
い
こ
と
を
実
行
し
た
り
、
抱

え
て
い
る
課
題
を
ど
の
よ
う
に

解
決
し
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い

て
語
り
合
お
う
と
初
め
て
開
催

さ
れ
た
。

　
釧
路
に
関
わ
っ
て
い
る
�
歳

か
ら
�
歳
（
９
４
６
人
）
を
対

象
に
釧
路
の
イ
メ
ー
ジ
や
興
味

関
心
を
調
査
し
た
事
前
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
全

体
の
�
％
は
釧
路
が
好
き
と
回

答
し
、
居
住
歴
が
長
い
ほ
ど
好

き
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

釧
路
に
住
み
続
け
た
い
か
と
の

質
問
に
対
し
て
は
�
％
が
住
み

続
け
た
い
と
回
答
、
家
族
や
友

達
が
住
ん
で
い
る
か
ら
と
い
う

理
由
が
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

釧
路
に
い
る
友
達
は
４
人
以
下

と
い
う
結
果
が
�
％
を
占
め
、

新
た
な
友
達
を
つ
く
る
機
会
が

少
な
い
と
の
声
も
出
さ
れ
た
。

　
釧
路
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

で
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
８
人

が
そ
の
内
容
を
発
表
し
た
後
、

参
加
者
は
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ

に
分
か
れ
意
見
を
出
し
合
う
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た

た
。
こ
の
う
ち
釧
路
和
商
協
同

組
合
に
勤
務
す
る
塩
澤
俊
幸
さ

ん
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
釧
路
駅
周

辺
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
若
者

か
ら
「
勝
手
丼
順
位
戦
」
「
着

物
で
北
大
通
り
散
歩
」
な
ど
の

提
案
が
出
さ
れ
、
塩
澤
さ
ん
は

「
ア
イ
デ
ア
と
運
営
し
て
い
く

仕
組
み
を
両
立
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
や
る
か
ら
に
は
継

続
性
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と

話
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
７
月
に
阿
寒
町

に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
で
働

く
た
め
移
住
し
て
き
た
東
京
都

出
身
・
落
合
紗
菜
さ
ん
と
新
潟

県
出
身
・
山
崎
莉
穂
さ
ん
の
テ

ー
ブ
ル
で
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

の
お
客
さ
ん
に
釧
路
の
楽
し
み

方
を
紹
介
す
る
た
め
、
釧
路
在

住
の
参
加
者
ら
が
釧
路
の
名
物

を
挙
げ
「
釧
路
の
１
年
を
楽
し

み
つ
く
す
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
製

作
に
挑
戦
し
た
。

　
同
カ
イ
ギ
主
催
者
の
一
人

で
、
釧
路
公
立
大
学
２
年
の
小

渡
拓
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
釧
路

の
た
め
に
何
か
や
り
た
い
と
考

え
て
い
る
人
と
既
に
活
動
し
て

い
る
人
を
つ
な
げ
る
の
が
こ
の

取
り
組
み
。
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
語
り
、
今
後
は
釧

路
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
開
催
も
検
討

し
て
い
る
。

　
釧
路
調
停
協
会
（
伊
貝
正
志

会
長
）
は
、
今
年
度
１
回
目
の

無
料
調
停
相
談
を
６
月
２
日
か

ら
２
日
間
、
釧
路
市
交
流
プ
ラ

ザ
さ
い
わ
い
で
実
施
す
る
。
夫

婦
関
係
や
遺
産
相
続
、
土
地
建

物
、
金
銭
賃
借
、
交
通
事
故
な

ど
家
事
・
民
事
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
２
日
が
午
後
６
時
〜

同
８
時
、
３
日
は
午
前
�
時
〜

午
後
３
時
。
同
協
会
所
属
の
調

停
委
員
が
秘
密
厳
守
で
対
応
す

る
。
予
約
は
必
要
な
い
。
問
い
合

わ
せ
は
同
協
会
事
務
局
０
７

０（
３
１
４
９
）２
２
７
３
へ
。

来
月
２
日
か
ら

無
料
調
停
相
談

　地域に根ざし、地域に開かれた大学として、地域づくり・地域活性化を実践的に学ぶ科目を設けており、学生が
実際に地域の課題解決に向けたプロジェクトに参加しています。また、学生課においてボランティア等の募集を
集約し周知することで、多くの学生が地域のボランティア活動に参加しています。

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

～地域と歩んだ「標」～
しるべ

－43－ －44－
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釧 路 公 立 大 学 年 表

2月　 　

2月21日

1月25日

4月  3日
6月　 　
7月 　　

7月～9月
9月　 　

10月　 　

3月　 　   

12月30日

2月　　 

3月　　 

7月　　 

8月　　 

9月 5 日

9月 8 日

9月22日

10月 2 日
10月 8 日
10月13日

10月16日
10月30日

11月　　

12月12日

1月20日
2月14日
2月20日

　
3月　　

3月 9 日～24日
3月30日

5月　 　
5月20日

6月25日
9月　 　

10月28日
11月　 　
12月23日

12月28日

1月29日
2月22日
3月 8 日

釧路市長、市政方針において地元大学設置について検討を表明

釧路市長、釧路市高等教育懇話会に対し、4年制大学の必要性、可能性および
その方策について諮問

釧路市高等教育懇話会、釧路市長に対し市立大学設置の必要性などについて答申
市立大学設置構想案を作成
高等教育担当参事を設置
㈱開発計画研究所に大学建設構想調査を委託（11月、調査報告書完成）
文部省高等教育局に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始する
北海道に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始するとともに協力を要請
地元高校生・父母・企業の一部に4年制大学立地についてアンケート調査
釧路市立大学設置を実現させる会発足
自治省に市立大学設置計画について説明、折衝を開始する

釧路市総合計画に市立大学設置構想を策定・議決を得る
総合計画実施計画（昭和60～62年）で具体的推進計画を策定
高等教育推進室を設け、体制を固める

釧路市議会2月定例会において、市立大学設置構想を説明。細部にわたって論
議、理解が得られる
釧路市議会において、実現させる会からの早期実現についての陳情を受理、
全会一致で採択
釧路市長、助役はそれぞれ北海道大学、小樽商科大学を訪ね大学設置について
協力を依頼する
釧路市立大学設置を実現させる会、理事会、総会を開催。署名、募金活動の開
始、組織の拡大、強化を決める
釧路市立大学設置を実現させる会は95,213名の署名簿を添えて、釧路市
および釧路市議会に早期実現を陳情
葉梨自治大臣来釧の折、大学設置について陳情。一部組合方式による大学設置
に方針転換
釧路圏振興協議会主幹者会議で一部事務組合立による大学設置構想について
管内9町村に説明、協力を求める
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会設置第1回会議開催
釧路管内助役会にて公立大学設置計画説明
釧路市立大学設置を実現させる会、総会にて釧路公立大学設置を実現する会と
名称を変更し、役員の補強・寄付募金体制を強化する
管内町村長会議にて設置計画への協力要請
大学開設準備事務局設置、大学開設推進本部設置
大学開設準備委員会設置、第1回の委員会開催
自治省と最終計画案を協議
管内議会議長、副議長に対し協力要請
管内町村長会議で各町村長の最終意思確認
組合設立協議議案、全市町村議会で議決
自治大臣、組合立大学設置を了承

管内市町村長会議、組合設立の協議成立
組合設立許可申請を北海道知事に提出
北海道知事より釧路公立大学事務組合設立許可通知を受理、組合成立、
鰐淵俊之管理者就任、髙嶋正彦学長予定者発表
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会解散（発足後6回の委員会を開催）
自治省から釧路公立大学設置承認を得る
管内町村議会で組合議会議員を選出
初の公立大学事務組合議会（3月臨時会）。昭和62年度予算案各種条例等を
議決、諸条例等議決
各建物工事請負契約を締結する
組合議会（5月臨時会）、工事請負契約議決、財産取得（学術図書）議決
第一期工事に着工（校舎棟・事務棟）
文部省に釧路公立大学経済学部設置認可申請書提出
文部省大学設置審議会現地審査
文部省に設置認可補正申請書提出
北海道、東北6県の全高校及び全国の予備校へ学校案内パンフレット送付
文部省より設置認可。ただちに学生の募集活動に入り、募集要項を全国の主要
高校及び予備校へ送付
組合議会（12月定例会）、大学条例・授業料等条例議決

推薦入学選考
第一期工事竣工
一般入試実施

昭和57年

平成7年

平成11年

平成8年

平成9年

平成10年

昭和58年

昭和59年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年
昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

3月　 　
4月 1 日

4月 3 日
4月14日
4月 6 日
5月13日
6月 1 日
6月13日

8月28日～9月16日
9月20日

10月24日
12月15日
12月20日

1月27日～29日
3月 8 日
4月14日

8月28日～9月11日
9月28日～29日

10月21日～30日
11月2日～4日

12月15日

2月 2 日
3月 8 日
4月12日
6月 2 日

6月23日～24日
8月26日～9月14日
8月31日～9月4日

9月4日～6日
9月7日～13日

10月19日～21日
11月 1 日
11月21日
12月 7 日
12月14日

3月 8 日
3月10日～4月 3 日

4月12日
6月 8 日

6月23日～24日
7月25日

8月28日～9月20日
9月18日～26日

10月25日～27日
11月 8 日
11月11日
12月13日
12月28日

3月 8 日
3月8日～4月 1 日

3月23日
4月10日
6月 4 日
6月 6 日
8月21日

8月24日～9月12日
9月16日～10月14日

10月23日～25日
11月 6 日
11月10日
12月11日

1月15日

3月7日～4月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月12日
5月 1 日
6月 5 日

8月23日～9月11日
9月 1 日

10月 1 日
10月14日～15日
10月22日～24日

10月22日～11月 4 日
10月29日
11月 2 日
12月13日

3月4日～28日
3月 8 日
3月11日
3月23日
4月 1 日

4月11日
5月30日
6月 3 日

8月21日～9月10日
9月8日～10月14日

10月 4 日
10月28日～30日

10月29日
11月 2 日
11月25日
12月12日

1月12日、2月28日
1月14日～15日
3月3日～27日

3月 8 日
3月23日
4月13日
6月 2 日
9月28日

10月9日～11月15日
10月15日～11月2日

10月20日
10月24日

10月27日～29日
11月10日
12月11日
12月22日

1月13日～14日
2月25日

3月3日～27日
3月 8 日
3月22日
4月1日

4月11日
6月22日
6月24日
7月12日
7月19日

8月18日～9月 7 日
9月2日～4日

9月25日
10月 3 日

10月11日～13日
10月11日～11月11日

10月13日

10月16日
10月17日
11月17日
11月21日
12月 9 日

1月18日～19日
3月3日～26日

3月 8 日
3月21日
3月31日
4月10日
5月 9 日
5月19日
6月 6 日

8月18日～9月 5 日
10月 3 日
10月 4 日

10月10日～12日
10月15日

10月15日～11月21日
10月27日
11月5日

11月28日
12月5日

1月17日～18日
3月8日～28日

3月 8 日
3月17日
3月23日
4月 1 日
4月 9 日
4月15日
6月12日

7月13日～17日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

9月26日～27日
10月8日～11月10日

10月10日～11日
10月19日
11月 9 日

11月16日～17日
11月24日～27日

11月29日
12月 2 日
12月 4 日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 9 日
5月 1 日
6月 2 日
7月 5 日

7月13日～15日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

10月4日～8日
10月5日～6日

10月7日～28日
10月9日～11日

10月29日
11月 4 日
11月26日
12月 2 日
12月 3 日

開設準備委員会解散（発足後8回の委員会を開催）
開学
髙嶋正彦学長、吉武清彦学部長、西村正一附属図書館長就任
大学施設一般公開
第1回入学式
食堂・喫茶開業（食堂：美奈味、喫茶：春の湯）
売店開業（売店：美奈味）
第二期工事着工（校舎棟・体育館）
釧路公立大学開学・落成記念式典（市民文化会館）
高校訪問
釧路公立大学後援会設立
カナダ・サイモンフレイザー大学と姉妹校提携について覚書
昭和64年度推薦入試実施
第二期工事竣工

第1回学校祭
平成元年度一般入試実施（釧路、東京、札幌）
第2回入学式
高校訪問
公立大学協会学長会議開催
カナダ・サイモンフレイザー大学を髙嶋学長、栗山久策教授が訪問（姉妹校提携協議）
第2回学校祭
平成2年度推薦入試実施

第1回特別講演会（東京外国語大学 中嶋嶺雄教授）
平成2年度一般入試実施
第3回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学ジョン・F・チャント教授来釧、9月3日講演会
東日本公立大学事務局長連絡会議開催
第1回公開講座（白糠町、厚岸町、釧路市）
第3回大学祭
八鍬功学部長就任
特別講演会（北海道大学 木村汎教授）
特別講演会（北海道大学 辻井達一教授）
平成3年度推薦入試実施

平成3年度一般入試実施
第1回海外英語研修
第4回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジと姉妹校提携（サイモン
フレイザー大学）鰐淵管理者、髙嶋学長、石川和身事務局長出席
高校訪問
第2回公開講座（釧路市、阿寒町、鶴居村）
第4回大学祭
特別講演会（青山学院大学 速水佑次郎教授）
特別講演会（北海道大学 中野美代子教授）
平成4年度推薦入試実施
組合議会で学科増設の検討を表明

平成4年度一般入試実施
第2回海外英語研修
第1回学位記授与式
第5回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジェシマン博士来学
植樹祭
カナダ・バーナビー市市制100年に鰐淵管理者、八鍬学部長、早坂正事務局
次長が表敬訪問（サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジ）
高校訪問
第3回公開講座（釧路市、標茶町、浜中町）
第5回大学祭
特別講演会（札幌学院大学 田中彰教授）
特別講演会（法政大学 小林謙一教授）
平成5年度推薦入試実施

釧路沖地震（被害額建物・設備・備品 393万円、外構 979万円）

第3回海外英語研修
平成5年度一般入試実施
第2回学位記授与式
第6回入学式
大場正己附属図書館長就任
植樹祭
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジを栗山教授が訪問（教員招
聘交渉・交流促進）
公立大学協会商・経・経営学部会開催
公立大学協会事務研修会議開催
第6回大学祭
第4回公開講座（釧路町、弟子屈町、釧路市）
特別講演会（青山学院大学 北見俊郎名誉教授）
特別講演会（東京女子大学 猿谷要名誉教授）
平成6年度推薦入試実施

第4回海外英語研修
平成6年度一般入試実施
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジャーディーン学長来学
第3回学位記授与式
森山弘毅学部長、小林和夫附属図書館長就任
土曜日休業
第7回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ローラ・タモリ講師着任
植樹祭
高校訪問
第5回公開講座（音別町、白糠町、釧路市）
東方沖地震（被害額 122万円）
第7回大学祭
特別講演会（同志社大学 西村豁通教授）
特別講演会（花園大学 竹内恵美子教授）
事務組合立大学懇話会開催
平成7年度推薦入試実施

文部省と学科増設について事前協議
大学入試センター試験実施
第5回海外英語研修
平成7年度一般入試実施
第4回学位記授与式
第8回入学式
植樹祭
文部省に経営学科増設届出
第6回公開講座（釧路市、鶴居村、厚岸町）
高校訪問
特別講演会（創価大学 佐藤純一教授）
特別講演会（経済評論家 荒木信義氏）
第8回大学祭
文部省経済学・商学視学委員現地視察
平成8年度推薦入試実施
文部省経営学科増設届出正式受理

大学入試センター試験実施
平成8年度社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
第6回海外英語研修
平成8年度一般入試実施
第5回学位記授与式
荒又重雄学長就任
第9回入学式
経営学科開設・校舎増築落成式典・祝賀会
植樹祭
自己点検評価委員会設置
特別講演会（鰐淵管理者）
高校訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジを荒又学長、鷹田和喜三教授が表敬訪問
経営学科教職課程申請
特別講演会（パソナ・チャイルド・ケア・インターナショナル 佐藤敦子社長）
第9回大学祭
第7回公開講座（阿寒町、標茶町、釧路市）
公立大学発展中・長期計画検討委員会設置

特別講演会（農協労働問題研究所 松本登久男理事長）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
綿貫健輔管理者就任
アセアン各国青年交流会
平成9年度推薦入試、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第7回海外英語研修
平成9年度一般入試実施
第6回学位記授与式
英文パンフレット作成
第10回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ウェイン・ヒューズ講師着任
学内ネットワークシステム工事完了
開学10周年記念植樹祭
高校訪問
第 1 回ジョイントセミナー
開学 10 周年記念式典・祝賀会・神戸大学 水谷敬三教授講演
釧路公立大学沿革史発刊
第 10 回大学祭（11 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学 杉浦克己教授）
開学 10 周年記念 第 8 回公開講座（釧路市、弟子屈町、浜中町）
特別講演会（和光大学 小林文人教授）
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
開学 10 周年記念公開シンポジウム
平成 10 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第 8 回海外英語研修
平成 10 年度一般選抜試験実施
北海道教育大学釧路校との単位互換協定調印
第 7 回学位記授与式
鎌田耕一学部長、髙野敏行附属図書館長就任
第 11 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員エマ・チャン講師着任
アセアン各国青年交流会
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 1 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 2 回ジョイントセミナー
第 9 回公開講座（釧路市、音別町、釧路町）　
第 11 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学社会科学研究所 大瀧雅之助教授）
特別講演会（お茶の水大学ジェンダー研究センター 原ひろ子教授）
事務組合立等大学設置者懇話会開催
企業訪問
第 34 回北海道学生柔道新人大会開催
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
平成 11 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 11 年度一般選抜試験実施（大阪会場追加）
第 8 回学位記授与式
第 12 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
地域経済研究センター設置、小磯修二センター長就任
韓国・牧園大学との間に学術交流協定及び学生交換協定締結（牧園大学）
荒又学長、米田忠幸事務局長出席
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 2 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 3 回ジョイントセミナー
第 10 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
第 12 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
平成 11 年度秋季道内国公私立大学学長懇談会開催
特別講演会（フリージャーナリスト 魚住昭氏）
特別講演会（荏原総合研究所 松村知顧問）
平成 12 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学李君鎬総長来学
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 12 年度一般選抜試験実施
第 9 回学位記授与式
板本猛学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 13 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ファーナン講師着任
高校訪問
第 3 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 13 回大学祭（14 日オープンキャンパス）
第 11 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
平成 12 年度公立大学協会東部地区協議会開催
特別講演会（大阪大学大学院国際公共政策研究科 辻正次教授）
特別講演会（酪農総合研究所 久保嘉治副所長）
平成 13 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 13 年度一般選抜試験実施
第 10 回学位記授与式
㈶大学基準協会正会員加盟登録
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 14 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員マルコム・フィッツアール講師着任
高校訪問
第 4 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 12 回公開講座（釧路市、阿寒町、弟子屈町）
第 14 回大学祭（21 日オープンキャンパス）
特別講演会（同志社大学商学部 光澤滋朗教授）
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 二神孝一教授）
平成 14 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 14 年度一般選抜中期日程試験実施
第 11 回学位記授与式
高野敏行学部長、河村一附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 15 回入学式
附属図書館閉館時間延長開始
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員リタ・イソラ講師着任
スタディ・ツアー（カナダ・キャピラノ・カレッジより来学）
オープンキャンパス
高校訪問
第 5 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 13 回公開講座（釧路市、釧路町、浜中町）
第 15 回大学祭
企業訪問
韓国・牧園大学との間に教員交換協定締結
韓国・牧園大学テコンドーチーム来学
特別講演会（甲南大学経済学部 熊沢誠教授）
平成 15 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（慶応義塾大学経済学部 前多康男教授）
伊東良孝管理者就任

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 15 年度一般選抜中期日程試験実施
第 12 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 16 回入学式 
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ケント・ルイス講師着任
特別講演会（前宮崎公立大学学長 内嶋善兵衛博士）
特別講演会（知識科学教育研究センター長 國藤進博士）
オープンキャンパス
高校訪問

4 大学学生交流会
事務組合立等大学設置者懇話会開催
第 6 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 16 回大学祭
第 14 回公開講座（釧路市、鶴居村、音別町）
特別講演会（石巻専修大学経営学部 辻悟一教授）
平成 16 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 伴金美教授）

大学入試センター試験実施
台湾・明道管理学院汪大永学長来学
平成 16 年度一般選抜中期日程試験実施
第 13 回学位記授与式
板本猛学長、松井憲明学部長、高嶋弘志附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 17 回入学式
台湾・明道管理学院との間に学術交流協定、学生交換協定及び教員交換協
定締結（明道管理学院）板本学長、筬井義範事務局長出席
オープンキャンパス
高校訪問
企業訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
第 7 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 15 回公開講座（釧路市、厚岸町、白糠町）
第 17 回大学祭
特別講演会（東洋大学社会学部 青木辰司教授）
特別講演会（東洋大学法学部 後藤武秀教授）
平成 17 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

附属図書館増築工事完成、利用開始
大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１７年度一般選抜中期日程試験実施
第 14 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 18 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ・カレッジを伊東管理者、板本学長
ほか 3 名が表敬訪問
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に協力関係樹立に関する
覚書締結（ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第８回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
第 16 回公開講座（釧路市・釧路町・弟子屈町）
第 18 回大学祭
特別講演会（京都大学経済学部 橘木俊詔教授）
特別講演会（慶応義塾大学法学部 大沢孝介教授）
平成１８年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１８年度一般選抜中期日程試験実施
第 15 回学位記授与式
宮下徹学部長、小路行彦附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 19 回入学式
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学カザコバ・ナタリア国際担当副
学長及びキム東洋語学科長来学
オープンキャンパス
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
高校訪問
第 9 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
台湾・明道管理学院から交換学生受入
韓国・牧園大学へ板本学長、筬井事務局長表敬訪問
特別講演会（東京大学大学院総合文化研究科 松原宏助教授）

第 17 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、浜中町）
第 19 回大学祭
特別講演会（関西大学、桃山学院大学 大西祥恵講師）
平成１９年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換学生派遣
平成 19 年度一般選抜中期日程試験実施
第 16 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回入学式
開学 20 周年記念植樹
オープンキャンパス
企業訪問
事務組合立等大学設置者懇話会開催
高校訪問
カナダ・キャピラノカレッジ招聘教員ドワイト・ガーディナー教授着任
台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に学術交流協定及び学生
交換協定締結
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 10 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 20 回大学祭
開学 20 周年記念式典・講演・祝賀会
特別講演会（名古屋市立大学 村井忠政名誉教授）
特別講演会（立命館大学産業社会学部 辻勝次教授）
開学 20 周年記念第 18 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、釧路町）
管理者の伊東釧路市長がオーストラリア姉妹湿地交流のためニューカッスル市訪
問の際、ニューカッスル大学マッコンキー副学長補佐に大学間提携協議を要請
平成 20 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 20 年度一般選抜中期日程試験実施
第 17 回学位記授与式
小磯修二学長、高野敏行学部長、村上文司附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 21 回入学式
オーストラリア・ニューカッスル大学マッコンキー学長補佐及びフェーガン・ラン
ゲージセンター所長来学
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
第 11 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員テランス・ロバート・グリンバーグ教授着任
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
釧路公立大学生活協同組合準備室設置
特別講演会（佐賀大学経済学部　米倉茂教授）
短期海外派遣（ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第 21 回大学祭
第 19 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
特別講演会（九州大学大学院経済学研究所 内田交謹准教授）
蝦名大也管理者就任
平成 21 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
カナダ・キャピラノ大学ユニバーシティ昇格記念式典に宮下徹国際交流委員長出席
韓国・牧園大学総長及び広報センター長・対外交流課長来学
釧路公立大学生活協同組合創立総会

大学入試センター試験実施
オーストラリア・ニューカッスル大学を宮下国際交流委員長が表敬訪問
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 21 年度一般選抜中期日程試験実施（盛岡会場追加）
第 18 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 22 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
第 12 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員ウィリアム・ジョージ・エンライト教授着任

台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ第 1 回交換学生派遣
第 20 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
第 22 回大学祭
協定締結 10 周年に伴い韓国・牧園大学を小磯学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（札幌学院大学経済学部 播磨谷浩三准教授）
特別講演会（外務省国際協力局 大脇広樹審議官）
平成 22 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学バク・キョン社会科学学部長来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 22 年度一般選抜中期日程試験実施
第 19 回学位記授与式
萩原充学部長、髙野敏行附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 23 回入学式
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
地方都市大学懇話会開催
第 13 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学からウィリアム・ジョージ・エンライト講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 21 回公開講座（釧路市、浜中町、弟子屈町）
第 23 回大学祭
韓国・牧園大学国際研究大会に小磯学長ほか 3 名が出席
特別講演会（㈶日本立地センター 秋元耕一郎理事・同立地総合研究所長）
カナダ・キャピラノ大学副学長来学
特別講演会（京都大学経済研究所 関口格准教授）
平成 23 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 23 年度一般選抜中期日程試験実施
第 20 回学位記授与式
第 24 回入学式
韓国・牧園大学開学 57 周年記念国際学術発表会に小磯学長ほか 2 名が出席
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
第 14 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
ロシア・ユジノサハリンスク経済情報法律大学へ交換留学生派遣
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コーリー・ジョン・ミンチ講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 22 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、釧路町）
第 24 回大学祭
特別講演会（桜美林大学リベラルアーツ学群 松尾昌宏准教授）
特別講演会（香川大学大学院地域マネジメント研究科 板倉宏昭教授）
平成 24 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 24 年度一般選抜中期日程試験実施
第 21 回学位記授与式
髙野敏行学長、小路行彦学部長、高嶋弘志附属図書館長、佐野修久地域経
済研究センター長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 25 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 15 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会商・経・経営部会、事務研究会開催
第 23 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、鶴居村）
第 25 回大学祭
特別講演会（帯広畜産大学 河田幸視助教授）
平成 25 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（東北大学大学院 曽道智教授）

大学入試センター試験実施
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学メドヴェジェンコ副学長ほか
学生 6 名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 25 年度一般選抜中期日程試験実施
第 22 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コリー・ジョン・ミンチ講師着任
第 26 回入学式
キャリアセンター開設
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 16 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
第 24 回公開講座（釧路市、白糠町、厚岸町）
第 26 回大学祭
釧路公立大学同窓会総会・記念講演会（札幌市）
特別講演会（南山大学 山岸敬和准教授）
平成 26 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
台湾・明道大学を髙野学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（北海道大学 小笠原克彦教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学金元培総長夫妻ほか教員２名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 26 年度一般選抜中期日程試験実施
第 23 回学位記授与式
高嶋弘志学部長、白川欽哉附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員カロライ・クチタ講師着任
第 27 回入学式
韓国・牧園大学開学 60 周年記念式典及び国際学術大会に髙野学長ほか 3 名が出席
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 17 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 25 回公開講座（釧路市、標茶町、弟子屈町）
第 27 回大学祭
特別講演会（北海道大学・九州大学 加来祥男名誉教授）
平成 27 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（兵庫県立大学 水野利英教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 27 年度一般選抜中期日程試験実施
第 24 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員キャサリン・オスラー講師着任
第 28 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ大学を蝦名管理者、髙野学長
ほか 3 名が表敬訪問
高校訪問
オープンキャンパス
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学を蝦名管理者、髙野学長ほか
2 名が表敬訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 18 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
地方都市大学懇話会開催
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
第 26 回公開講座（釧路市、浜中町、釧路町）
特別講演会（佐々木地域計画事務所 佐々木滋生所長）
第 28 回大学祭

一般公開講演会（東海大学文学部 柳原伸洋専任講師）
特別講演会（日本大学経済学部 大森信教授）
平成 28 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 28 年度一般選抜中期日程試験実施
第 25 回学位記授与式
小林聡史学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員クリスチャン・ステクラー講師着任
第 29 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 19 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 27 回公開講座（釧路市、鶴居村、釧路市阿寒町）
第 29 回大学祭
特別講演会（上智大学総合グローバル学部 前嶋和弘教授）
特別講演会（早稲田大学文学学術院 嶋崎尚子教授）
平成 29 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 29 年度一般選抜中期日程試験実施
第 26 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員スティーヴン・アトキンス講師着任
第 30 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・サハリン人文工業大学、韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
開学 30 周年記念第 28 回公開講座（釧路市、厚岸町、釧路市音別町）
第 30 回大学祭
開学 30 周年記念式典・講演、祝賀会（同窓会との合同開催）

1月15日～16日
2月 8 日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月16日～9月 8 日
9月1日～12月31日

10月2日～18日
10月13日～15日

10月18日～11月10日
10月31日
11月 2 日
11月15日
11月30日

1月20日～21日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月20日～9月 7 日
9月1日～12月31日
9月17日～11月7日
10月10日～11月9日

10月19日～21日
10月26日

11月29日

1月19日～20日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月10日
4月15日
5月 1 日

5月13日～31日
8月 6 日

8月19日～9月11日
9月1日～12月31日

10月1日～11月13日
10月4日～6日

10月28日～11月22日
11月 1 日
11月 5 日
11月21日
11月28日
12月 6 日
12月16日

1月18日～19日
3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 7 日
4月10日
5月 1 日
5月14日
6月 3 日
8月 1 日

8月18日～9月19日

8月23日～27日
8月26日

9月1日～12月31日
9月8日～19日
10月3日～5日

10月7日～11月17日
11月 4 日
11月27日
12月 4 日

1月17日～18日
2月 3 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月 7 日
4月 9 日
6月15日

8月 3 日
8月18日～9月19日
8月2日～9月 4 日

9月 1 日
9月1日～12月31日

10月7日～11月17日
10月8日～10日

11月 1 日
11月12日
11月25日

1月11日
1月15日～16日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 7 日
4月11日
6月30日

8月1日～9月 2 日
8月 2 日

8月17日～9月16日
8月19日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月6日～11月14日
10月7日～9日

10月11日
11月16日
11月24日

1月21日～22日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
6月24日～26日

8月 4 日

8月7日～9月 1 日
8月21日～9月16日
9月1日～12月31日

9月 1 日

9月11日
10月 2 日

10月5日～11月9日
10月6日～8日

10月10日
11月24日

1月20日～21日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月10日
6月25日
8月 3 日

8月6日～31日
8月21日

8月21日～9月21日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月5日～7日

10月 6 日
10月15日
10月18日

10月11日～11月9日
11月 5 日

11月22日

1月19日～20日
3月 1 日
3月 8 日
3月21日
4月 1 日

4月10日
5月18日～19日

8月4日～29日
8月 7 日

8月18日～9月19日
9月1日～12月31日

9月 1 日

10月 7 日
10月9日～15日

10月10日～12日
10月17日～11月21日

10月22日
11月 2 日
11月20日
11月24日

11月25日～29日
12月 5 日

1月17日～18日
2月28日～3月6日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月 9 日
8月 9 日

8月17日～9月24日
8月18日～9月19日
9月1日～12月31日

9月 1 日

10月7日～11月11日
10月9日～11日
11月2日～5日

11月13日
11月17日
11月19日

1月16日～17日
1月18日～20日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
7月14日～10月8日
8月3日～9月29日

8月 8 日
8月19日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月7日～11月9日
10月8日～10日

10月10日～13日
10月18日

11月10日～11月12日
11月22日
11月25日

1月15日～16日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月11日

5月2日～5月5日
6月28日～10月8日

8月 7 日
8月8日～9月26日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月6日～11月11日
10月7日～9日

10月27日
11月10日
11月24日

1月14日～15日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
8月 4 日

8月20日～9月20日
8月20日～10月26日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 7 日
10月3日～11月1日

10月5日～7日
10月31日
11月22日
11月29日

1月19日～20日
2月7日～8日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月 9 日
6月 3 日

7月5日～9月25日
8月 3 日

8月19日～10月1日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月 3 日

10月9日～11月7日
10月11日～13日

11月 9 日
11月15日
11月21日

12月3日～5日
12月11日

1月18日～19日
1月22日～25日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月10日
4月30日～5月3日

7月18日～10月3日
8月1日～9月18日

8月 9 日
8月28日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月3日～11月21日

10月10日～12日
11月14日
11月20日
11月27日

1月17日～18日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
7月7日～7月13日

7月16日～12月7日
8月 9 日

8月22日～26日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 3 日
9月 5 日

9月7日～10月16日
10月2日～10月30日

10月 5 日
10月9日～11日

10月11日
11月 5 日
11月19日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
7月7日～9月29日

8月 6 日
8月22日～10月6日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月30日～10月21日
10月7日～9日

10月14日
11月 4 日
11月24日

１月14日～15日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 7 日
7月11日～9月20日

8月 5 日
8月21日～9月29日

9月 1 日
9月1日～12月31日

10月4日～27日
10月6日～8日

10月 7 日

釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics
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2月　 　

2月21日

1月25日

4月  3日
6月　 　
7月 　　

7月～9月
9月　 　

10月　 　

3月　 　   

12月30日

2月　　 

3月　　 

7月　　 

8月　　 

9月 5 日

9月 8 日

9月22日

10月 2 日
10月 8 日
10月13日

10月16日
10月30日

11月　　

12月12日

1月20日
2月14日
2月20日

　
3月　　

3月 9 日～24日
3月30日

5月　 　
5月20日

6月25日
9月　 　

10月28日
11月　 　
12月23日

12月28日

1月29日
2月22日
3月 8 日

釧路市長、市政方針において地元大学設置について検討を表明

釧路市長、釧路市高等教育懇話会に対し、4年制大学の必要性、可能性および
その方策について諮問

釧路市高等教育懇話会、釧路市長に対し市立大学設置の必要性などについて答申
市立大学設置構想案を作成
高等教育担当参事を設置
㈱開発計画研究所に大学建設構想調査を委託（11月、調査報告書完成）
文部省高等教育局に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始する
北海道に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始するとともに協力を要請
地元高校生・父母・企業の一部に4年制大学立地についてアンケート調査
釧路市立大学設置を実現させる会発足
自治省に市立大学設置計画について説明、折衝を開始する

釧路市総合計画に市立大学設置構想を策定・議決を得る
総合計画実施計画（昭和60～62年）で具体的推進計画を策定
高等教育推進室を設け、体制を固める

釧路市議会2月定例会において、市立大学設置構想を説明。細部にわたって論
議、理解が得られる
釧路市議会において、実現させる会からの早期実現についての陳情を受理、
全会一致で採択
釧路市長、助役はそれぞれ北海道大学、小樽商科大学を訪ね大学設置について
協力を依頼する
釧路市立大学設置を実現させる会、理事会、総会を開催。署名、募金活動の開
始、組織の拡大、強化を決める
釧路市立大学設置を実現させる会は95,213名の署名簿を添えて、釧路市
および釧路市議会に早期実現を陳情
葉梨自治大臣来釧の折、大学設置について陳情。一部組合方式による大学設置
に方針転換
釧路圏振興協議会主幹者会議で一部事務組合立による大学設置構想について
管内9町村に説明、協力を求める
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会設置第1回会議開催
釧路管内助役会にて公立大学設置計画説明
釧路市立大学設置を実現させる会、総会にて釧路公立大学設置を実現する会と
名称を変更し、役員の補強・寄付募金体制を強化する
管内町村長会議にて設置計画への協力要請
大学開設準備事務局設置、大学開設推進本部設置
大学開設準備委員会設置、第1回の委員会開催
自治省と最終計画案を協議
管内議会議長、副議長に対し協力要請
管内町村長会議で各町村長の最終意思確認
組合設立協議議案、全市町村議会で議決
自治大臣、組合立大学設置を了承

管内市町村長会議、組合設立の協議成立
組合設立許可申請を北海道知事に提出
北海道知事より釧路公立大学事務組合設立許可通知を受理、組合成立、
鰐淵俊之管理者就任、髙嶋正彦学長予定者発表
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会解散（発足後6回の委員会を開催）
自治省から釧路公立大学設置承認を得る
管内町村議会で組合議会議員を選出
初の公立大学事務組合議会（3月臨時会）。昭和62年度予算案各種条例等を
議決、諸条例等議決
各建物工事請負契約を締結する
組合議会（5月臨時会）、工事請負契約議決、財産取得（学術図書）議決
第一期工事に着工（校舎棟・事務棟）
文部省に釧路公立大学経済学部設置認可申請書提出
文部省大学設置審議会現地審査
文部省に設置認可補正申請書提出
北海道、東北6県の全高校及び全国の予備校へ学校案内パンフレット送付
文部省より設置認可。ただちに学生の募集活動に入り、募集要項を全国の主要
高校及び予備校へ送付
組合議会（12月定例会）、大学条例・授業料等条例議決

推薦入学選考
第一期工事竣工
一般入試実施

昭和57年

平成7年

平成11年

平成8年

平成9年

平成10年

昭和58年

昭和59年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年
昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

3月　 　
4月 1 日

4月 3 日
4月14日
4月 6 日
5月13日
6月 1 日
6月13日

8月28日～9月16日
9月20日

10月24日
12月15日
12月20日

1月27日～29日
3月 8 日
4月14日

8月28日～9月11日
9月28日～29日

10月21日～30日
11月2日～4日

12月15日

2月 2 日
3月 8 日
4月12日
6月 2 日

6月23日～24日
8月26日～9月14日
8月31日～9月4日

9月4日～6日
9月7日～13日

10月19日～21日
11月 1 日
11月21日
12月 7 日
12月14日

3月 8 日
3月10日～4月 3 日

4月12日
6月 8 日

6月23日～24日
7月25日

8月28日～9月20日
9月18日～26日

10月25日～27日
11月 8 日
11月11日
12月13日
12月28日

3月 8 日
3月8日～4月 1 日

3月23日
4月10日
6月 4 日
6月 6 日
8月21日

8月24日～9月12日
9月16日～10月14日

10月23日～25日
11月 6 日
11月10日
12月11日

1月15日

3月7日～4月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月12日
5月 1 日
6月 5 日

8月23日～9月11日
9月 1 日

10月 1 日
10月14日～15日
10月22日～24日

10月22日～11月 4 日
10月29日
11月 2 日
12月13日

3月4日～28日
3月 8 日
3月11日
3月23日
4月 1 日

4月11日
5月30日
6月 3 日

8月21日～9月10日
9月8日～10月14日

10月 4 日
10月28日～30日

10月29日
11月 2 日
11月25日
12月12日

1月12日、2月28日
1月14日～15日
3月3日～27日

3月 8 日
3月23日
4月13日
6月 2 日
9月28日

10月9日～11月15日
10月15日～11月2日

10月20日
10月24日

10月27日～29日
11月10日
12月11日
12月22日

1月13日～14日
2月25日

3月3日～27日
3月 8 日
3月22日
4月1日

4月11日
6月22日
6月24日
7月12日
7月19日

8月18日～9月 7 日
9月2日～4日

9月25日
10月 3 日

10月11日～13日
10月11日～11月11日

10月13日

10月16日
10月17日
11月17日
11月21日
12月 9 日

1月18日～19日
3月3日～26日

3月 8 日
3月21日
3月31日
4月10日
5月 9 日
5月19日
6月 6 日

8月18日～9月 5 日
10月 3 日
10月 4 日

10月10日～12日
10月15日

10月15日～11月21日
10月27日
11月5日

11月28日
12月5日

1月17日～18日
3月8日～28日

3月 8 日
3月17日
3月23日
4月 1 日
4月 9 日
4月15日
6月12日

7月13日～17日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

9月26日～27日
10月8日～11月10日

10月10日～11日
10月19日
11月 9 日

11月16日～17日
11月24日～27日

11月29日
12月 2 日
12月 4 日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 9 日
5月 1 日
6月 2 日
7月 5 日

7月13日～15日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

10月4日～8日
10月5日～6日

10月7日～28日
10月9日～11日

10月29日
11月 4 日
11月26日
12月 2 日
12月 3 日

開設準備委員会解散（発足後8回の委員会を開催）
開学
髙嶋正彦学長、吉武清彦学部長、西村正一附属図書館長就任
大学施設一般公開
第1回入学式
食堂・喫茶開業（食堂：美奈味、喫茶：春の湯）
売店開業（売店：美奈味）
第二期工事着工（校舎棟・体育館）
釧路公立大学開学・落成記念式典（市民文化会館）
高校訪問
釧路公立大学後援会設立
カナダ・サイモンフレイザー大学と姉妹校提携について覚書
昭和64年度推薦入試実施
第二期工事竣工

第1回学校祭
平成元年度一般入試実施（釧路、東京、札幌）
第2回入学式
高校訪問
公立大学協会学長会議開催
カナダ・サイモンフレイザー大学を髙嶋学長、栗山久策教授が訪問（姉妹校提携協議）
第2回学校祭
平成2年度推薦入試実施

第1回特別講演会（東京外国語大学 中嶋嶺雄教授）
平成2年度一般入試実施
第3回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学ジョン・F・チャント教授来釧、9月3日講演会
東日本公立大学事務局長連絡会議開催
第1回公開講座（白糠町、厚岸町、釧路市）
第3回大学祭
八鍬功学部長就任
特別講演会（北海道大学 木村汎教授）
特別講演会（北海道大学 辻井達一教授）
平成3年度推薦入試実施

平成3年度一般入試実施
第1回海外英語研修
第4回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジと姉妹校提携（サイモン
フレイザー大学）鰐淵管理者、髙嶋学長、石川和身事務局長出席
高校訪問
第2回公開講座（釧路市、阿寒町、鶴居村）
第4回大学祭
特別講演会（青山学院大学 速水佑次郎教授）
特別講演会（北海道大学 中野美代子教授）
平成4年度推薦入試実施
組合議会で学科増設の検討を表明

平成4年度一般入試実施
第2回海外英語研修
第1回学位記授与式
第5回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジェシマン博士来学
植樹祭
カナダ・バーナビー市市制100年に鰐淵管理者、八鍬学部長、早坂正事務局
次長が表敬訪問（サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジ）
高校訪問
第3回公開講座（釧路市、標茶町、浜中町）
第5回大学祭
特別講演会（札幌学院大学 田中彰教授）
特別講演会（法政大学 小林謙一教授）
平成5年度推薦入試実施

釧路沖地震（被害額建物・設備・備品 393万円、外構 979万円）

第3回海外英語研修
平成5年度一般入試実施
第2回学位記授与式
第6回入学式
大場正己附属図書館長就任
植樹祭
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジを栗山教授が訪問（教員招
聘交渉・交流促進）
公立大学協会商・経・経営学部会開催
公立大学協会事務研修会議開催
第6回大学祭
第4回公開講座（釧路町、弟子屈町、釧路市）
特別講演会（青山学院大学 北見俊郎名誉教授）
特別講演会（東京女子大学 猿谷要名誉教授）
平成6年度推薦入試実施

第4回海外英語研修
平成6年度一般入試実施
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジャーディーン学長来学
第3回学位記授与式
森山弘毅学部長、小林和夫附属図書館長就任
土曜日休業
第7回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ローラ・タモリ講師着任
植樹祭
高校訪問
第5回公開講座（音別町、白糠町、釧路市）
東方沖地震（被害額 122万円）
第7回大学祭
特別講演会（同志社大学 西村豁通教授）
特別講演会（花園大学 竹内恵美子教授）
事務組合立大学懇話会開催
平成7年度推薦入試実施

文部省と学科増設について事前協議
大学入試センター試験実施
第5回海外英語研修
平成7年度一般入試実施
第4回学位記授与式
第8回入学式
植樹祭
文部省に経営学科増設届出
第6回公開講座（釧路市、鶴居村、厚岸町）
高校訪問
特別講演会（創価大学 佐藤純一教授）
特別講演会（経済評論家 荒木信義氏）
第8回大学祭
文部省経済学・商学視学委員現地視察
平成8年度推薦入試実施
文部省経営学科増設届出正式受理

大学入試センター試験実施
平成8年度社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
第6回海外英語研修
平成8年度一般入試実施
第5回学位記授与式
荒又重雄学長就任
第9回入学式
経営学科開設・校舎増築落成式典・祝賀会
植樹祭
自己点検評価委員会設置
特別講演会（鰐淵管理者）
高校訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジを荒又学長、鷹田和喜三教授が表敬訪問
経営学科教職課程申請
特別講演会（パソナ・チャイルド・ケア・インターナショナル 佐藤敦子社長）
第9回大学祭
第7回公開講座（阿寒町、標茶町、釧路市）
公立大学発展中・長期計画検討委員会設置

特別講演会（農協労働問題研究所 松本登久男理事長）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
綿貫健輔管理者就任
アセアン各国青年交流会
平成9年度推薦入試、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第7回海外英語研修
平成9年度一般入試実施
第6回学位記授与式
英文パンフレット作成
第10回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ウェイン・ヒューズ講師着任
学内ネットワークシステム工事完了
開学10周年記念植樹祭
高校訪問
第 1 回ジョイントセミナー
開学 10 周年記念式典・祝賀会・神戸大学 水谷敬三教授講演
釧路公立大学沿革史発刊
第 10 回大学祭（11 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学 杉浦克己教授）
開学 10 周年記念 第 8 回公開講座（釧路市、弟子屈町、浜中町）
特別講演会（和光大学 小林文人教授）
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
開学 10 周年記念公開シンポジウム
平成 10 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第 8 回海外英語研修
平成 10 年度一般選抜試験実施
北海道教育大学釧路校との単位互換協定調印
第 7 回学位記授与式
鎌田耕一学部長、髙野敏行附属図書館長就任
第 11 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員エマ・チャン講師着任
アセアン各国青年交流会
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 1 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 2 回ジョイントセミナー
第 9 回公開講座（釧路市、音別町、釧路町）　
第 11 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学社会科学研究所 大瀧雅之助教授）
特別講演会（お茶の水大学ジェンダー研究センター 原ひろ子教授）
事務組合立等大学設置者懇話会開催
企業訪問
第 34 回北海道学生柔道新人大会開催
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
平成 11 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 11 年度一般選抜試験実施（大阪会場追加）
第 8 回学位記授与式
第 12 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
地域経済研究センター設置、小磯修二センター長就任
韓国・牧園大学との間に学術交流協定及び学生交換協定締結（牧園大学）
荒又学長、米田忠幸事務局長出席
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 2 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 3 回ジョイントセミナー
第 10 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
第 12 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
平成 11 年度秋季道内国公私立大学学長懇談会開催
特別講演会（フリージャーナリスト 魚住昭氏）
特別講演会（荏原総合研究所 松村知顧問）
平成 12 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学李君鎬総長来学
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 12 年度一般選抜試験実施
第 9 回学位記授与式
板本猛学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 13 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ファーナン講師着任
高校訪問
第 3 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 13 回大学祭（14 日オープンキャンパス）
第 11 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
平成 12 年度公立大学協会東部地区協議会開催
特別講演会（大阪大学大学院国際公共政策研究科 辻正次教授）
特別講演会（酪農総合研究所 久保嘉治副所長）
平成 13 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 13 年度一般選抜試験実施
第 10 回学位記授与式
㈶大学基準協会正会員加盟登録
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 14 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員マルコム・フィッツアール講師着任
高校訪問
第 4 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 12 回公開講座（釧路市、阿寒町、弟子屈町）
第 14 回大学祭（21 日オープンキャンパス）
特別講演会（同志社大学商学部 光澤滋朗教授）
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 二神孝一教授）
平成 14 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 14 年度一般選抜中期日程試験実施
第 11 回学位記授与式
高野敏行学部長、河村一附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 15 回入学式
附属図書館閉館時間延長開始
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員リタ・イソラ講師着任
スタディ・ツアー（カナダ・キャピラノ・カレッジより来学）
オープンキャンパス
高校訪問
第 5 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 13 回公開講座（釧路市、釧路町、浜中町）
第 15 回大学祭
企業訪問
韓国・牧園大学との間に教員交換協定締結
韓国・牧園大学テコンドーチーム来学
特別講演会（甲南大学経済学部 熊沢誠教授）
平成 15 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（慶応義塾大学経済学部 前多康男教授）
伊東良孝管理者就任

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 15 年度一般選抜中期日程試験実施
第 12 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 16 回入学式 
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ケント・ルイス講師着任
特別講演会（前宮崎公立大学学長 内嶋善兵衛博士）
特別講演会（知識科学教育研究センター長 國藤進博士）
オープンキャンパス
高校訪問

4 大学学生交流会
事務組合立等大学設置者懇話会開催
第 6 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 16 回大学祭
第 14 回公開講座（釧路市、鶴居村、音別町）
特別講演会（石巻専修大学経営学部 辻悟一教授）
平成 16 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 伴金美教授）

大学入試センター試験実施
台湾・明道管理学院汪大永学長来学
平成 16 年度一般選抜中期日程試験実施
第 13 回学位記授与式
板本猛学長、松井憲明学部長、高嶋弘志附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 17 回入学式
台湾・明道管理学院との間に学術交流協定、学生交換協定及び教員交換協
定締結（明道管理学院）板本学長、筬井義範事務局長出席
オープンキャンパス
高校訪問
企業訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
第 7 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 15 回公開講座（釧路市、厚岸町、白糠町）
第 17 回大学祭
特別講演会（東洋大学社会学部 青木辰司教授）
特別講演会（東洋大学法学部 後藤武秀教授）
平成 17 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

附属図書館増築工事完成、利用開始
大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１７年度一般選抜中期日程試験実施
第 14 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 18 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ・カレッジを伊東管理者、板本学長
ほか 3 名が表敬訪問
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に協力関係樹立に関する
覚書締結（ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第８回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
第 16 回公開講座（釧路市・釧路町・弟子屈町）
第 18 回大学祭
特別講演会（京都大学経済学部 橘木俊詔教授）
特別講演会（慶応義塾大学法学部 大沢孝介教授）
平成１８年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１８年度一般選抜中期日程試験実施
第 15 回学位記授与式
宮下徹学部長、小路行彦附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 19 回入学式
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学カザコバ・ナタリア国際担当副
学長及びキム東洋語学科長来学
オープンキャンパス
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
高校訪問
第 9 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
台湾・明道管理学院から交換学生受入
韓国・牧園大学へ板本学長、筬井事務局長表敬訪問
特別講演会（東京大学大学院総合文化研究科 松原宏助教授）

第 17 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、浜中町）
第 19 回大学祭
特別講演会（関西大学、桃山学院大学 大西祥恵講師）
平成１９年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換学生派遣
平成 19 年度一般選抜中期日程試験実施
第 16 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回入学式
開学 20 周年記念植樹
オープンキャンパス
企業訪問
事務組合立等大学設置者懇話会開催
高校訪問
カナダ・キャピラノカレッジ招聘教員ドワイト・ガーディナー教授着任
台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に学術交流協定及び学生
交換協定締結
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 10 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 20 回大学祭
開学 20 周年記念式典・講演・祝賀会
特別講演会（名古屋市立大学 村井忠政名誉教授）
特別講演会（立命館大学産業社会学部 辻勝次教授）
開学 20 周年記念第 18 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、釧路町）
管理者の伊東釧路市長がオーストラリア姉妹湿地交流のためニューカッスル市訪
問の際、ニューカッスル大学マッコンキー副学長補佐に大学間提携協議を要請
平成 20 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 20 年度一般選抜中期日程試験実施
第 17 回学位記授与式
小磯修二学長、高野敏行学部長、村上文司附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 21 回入学式
オーストラリア・ニューカッスル大学マッコンキー学長補佐及びフェーガン・ラン
ゲージセンター所長来学
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
第 11 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員テランス・ロバート・グリンバーグ教授着任
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
釧路公立大学生活協同組合準備室設置
特別講演会（佐賀大学経済学部　米倉茂教授）
短期海外派遣（ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第 21 回大学祭
第 19 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
特別講演会（九州大学大学院経済学研究所 内田交謹准教授）
蝦名大也管理者就任
平成 21 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
カナダ・キャピラノ大学ユニバーシティ昇格記念式典に宮下徹国際交流委員長出席
韓国・牧園大学総長及び広報センター長・対外交流課長来学
釧路公立大学生活協同組合創立総会

大学入試センター試験実施
オーストラリア・ニューカッスル大学を宮下国際交流委員長が表敬訪問
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 21 年度一般選抜中期日程試験実施（盛岡会場追加）
第 18 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 22 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
第 12 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員ウィリアム・ジョージ・エンライト教授着任

台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ第 1 回交換学生派遣
第 20 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
第 22 回大学祭
協定締結 10 周年に伴い韓国・牧園大学を小磯学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（札幌学院大学経済学部 播磨谷浩三准教授）
特別講演会（外務省国際協力局 大脇広樹審議官）
平成 22 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学バク・キョン社会科学学部長来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 22 年度一般選抜中期日程試験実施
第 19 回学位記授与式
萩原充学部長、髙野敏行附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 23 回入学式
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
地方都市大学懇話会開催
第 13 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学からウィリアム・ジョージ・エンライト講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 21 回公開講座（釧路市、浜中町、弟子屈町）
第 23 回大学祭
韓国・牧園大学国際研究大会に小磯学長ほか 3 名が出席
特別講演会（㈶日本立地センター 秋元耕一郎理事・同立地総合研究所長）
カナダ・キャピラノ大学副学長来学
特別講演会（京都大学経済研究所 関口格准教授）
平成 23 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 23 年度一般選抜中期日程試験実施
第 20 回学位記授与式
第 24 回入学式
韓国・牧園大学開学 57 周年記念国際学術発表会に小磯学長ほか 2 名が出席
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
第 14 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
ロシア・ユジノサハリンスク経済情報法律大学へ交換留学生派遣
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コーリー・ジョン・ミンチ講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 22 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、釧路町）
第 24 回大学祭
特別講演会（桜美林大学リベラルアーツ学群 松尾昌宏准教授）
特別講演会（香川大学大学院地域マネジメント研究科 板倉宏昭教授）
平成 24 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 24 年度一般選抜中期日程試験実施
第 21 回学位記授与式
髙野敏行学長、小路行彦学部長、高嶋弘志附属図書館長、佐野修久地域経
済研究センター長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 25 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 15 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会商・経・経営部会、事務研究会開催
第 23 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、鶴居村）
第 25 回大学祭
特別講演会（帯広畜産大学 河田幸視助教授）
平成 25 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（東北大学大学院 曽道智教授）

大学入試センター試験実施
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学メドヴェジェンコ副学長ほか
学生 6 名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 25 年度一般選抜中期日程試験実施
第 22 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コリー・ジョン・ミンチ講師着任
第 26 回入学式
キャリアセンター開設
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 16 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
第 24 回公開講座（釧路市、白糠町、厚岸町）
第 26 回大学祭
釧路公立大学同窓会総会・記念講演会（札幌市）
特別講演会（南山大学 山岸敬和准教授）
平成 26 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
台湾・明道大学を髙野学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（北海道大学 小笠原克彦教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学金元培総長夫妻ほか教員２名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 26 年度一般選抜中期日程試験実施
第 23 回学位記授与式
高嶋弘志学部長、白川欽哉附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員カロライ・クチタ講師着任
第 27 回入学式
韓国・牧園大学開学 60 周年記念式典及び国際学術大会に髙野学長ほか 3 名が出席
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 17 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 25 回公開講座（釧路市、標茶町、弟子屈町）
第 27 回大学祭
特別講演会（北海道大学・九州大学 加来祥男名誉教授）
平成 27 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（兵庫県立大学 水野利英教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 27 年度一般選抜中期日程試験実施
第 24 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員キャサリン・オスラー講師着任
第 28 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ大学を蝦名管理者、髙野学長
ほか 3 名が表敬訪問
高校訪問
オープンキャンパス
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学を蝦名管理者、髙野学長ほか
2 名が表敬訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 18 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
地方都市大学懇話会開催
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
第 26 回公開講座（釧路市、浜中町、釧路町）
特別講演会（佐々木地域計画事務所 佐々木滋生所長）
第 28 回大学祭

一般公開講演会（東海大学文学部 柳原伸洋専任講師）
特別講演会（日本大学経済学部 大森信教授）
平成 28 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 28 年度一般選抜中期日程試験実施
第 25 回学位記授与式
小林聡史学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員クリスチャン・ステクラー講師着任
第 29 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 19 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 27 回公開講座（釧路市、鶴居村、釧路市阿寒町）
第 29 回大学祭
特別講演会（上智大学総合グローバル学部 前嶋和弘教授）
特別講演会（早稲田大学文学学術院 嶋崎尚子教授）
平成 29 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 29 年度一般選抜中期日程試験実施
第 26 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員スティーヴン・アトキンス講師着任
第 30 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・サハリン人文工業大学、韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
開学 30 周年記念第 28 回公開講座（釧路市、厚岸町、釧路市音別町）
第 30 回大学祭
開学 30 周年記念式典・講演、祝賀会（同窓会との合同開催）

1月15日～16日
2月 8 日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月16日～9月 8 日
9月1日～12月31日

10月2日～18日
10月13日～15日

10月18日～11月10日
10月31日
11月 2 日
11月15日
11月30日

1月20日～21日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月20日～9月 7 日
9月1日～12月31日
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5月13日～31日
8月 6 日
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4月10日
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9月11日
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3月 1 日
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4月10日
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8月21日～9月21日
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9月1日～12月31日
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10月 6 日
10月15日
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10月11日～11月9日
11月 5 日
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1月19日～20日
3月 1 日
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3月21日
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4月10日
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11月19日
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1月18日～20日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
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8月19日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月7日～11月9日
10月8日～10日

10月10日～13日
10月18日

11月10日～11月12日
11月22日
11月25日

1月15日～16日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月11日

5月2日～5月5日
6月28日～10月8日

8月 7 日
8月8日～9月26日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月6日～11月11日
10月7日～9日

10月27日
11月10日
11月24日

1月14日～15日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
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9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 7 日
10月3日～11月1日

10月5日～7日
10月31日
11月22日
11月29日

1月19日～20日
2月7日～8日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月 9 日
6月 3 日

7月5日～9月25日
8月 3 日

8月19日～10月1日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月 3 日

10月9日～11月7日
10月11日～13日

11月 9 日
11月15日
11月21日

12月3日～5日
12月11日

1月18日～19日
1月22日～25日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月10日
4月30日～5月3日

7月18日～10月3日
8月1日～9月18日

8月 9 日
8月28日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月3日～11月21日

10月10日～12日
11月14日
11月20日
11月27日

1月17日～18日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
7月7日～7月13日

7月16日～12月7日
8月 9 日

8月22日～26日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 3 日
9月 5 日

9月7日～10月16日
10月2日～10月30日

10月 5 日
10月9日～11日

10月11日
11月 5 日
11月19日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
7月7日～9月29日

8月 6 日
8月22日～10月6日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月30日～10月21日
10月7日～9日

10月14日
11月 4 日
11月24日

１月14日～15日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 7 日
7月11日～9月20日

8月 5 日
8月21日～9月29日

9月 1 日
9月1日～12月31日

10月4日～27日
10月6日～8日

10月 7 日
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2月　 　

2月21日

1月25日

4月  3日
6月　 　
7月 　　

7月～9月
9月　 　

10月　 　

3月　 　   

12月30日

2月　　 

3月　　 

7月　　 

8月　　 

9月 5 日

9月 8 日

9月22日

10月 2 日
10月 8 日
10月13日

10月16日
10月30日

11月　　

12月12日

1月20日
2月14日
2月20日

　
3月　　

3月 9 日～24日
3月30日

5月　 　
5月20日

6月25日
9月　 　

10月28日
11月　 　
12月23日

12月28日

1月29日
2月22日
3月 8 日

釧路市長、市政方針において地元大学設置について検討を表明

釧路市長、釧路市高等教育懇話会に対し、4年制大学の必要性、可能性および
その方策について諮問

釧路市高等教育懇話会、釧路市長に対し市立大学設置の必要性などについて答申
市立大学設置構想案を作成
高等教育担当参事を設置
㈱開発計画研究所に大学建設構想調査を委託（11月、調査報告書完成）
文部省高等教育局に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始する
北海道に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始するとともに協力を要請
地元高校生・父母・企業の一部に4年制大学立地についてアンケート調査
釧路市立大学設置を実現させる会発足
自治省に市立大学設置計画について説明、折衝を開始する

釧路市総合計画に市立大学設置構想を策定・議決を得る
総合計画実施計画（昭和60～62年）で具体的推進計画を策定
高等教育推進室を設け、体制を固める

釧路市議会2月定例会において、市立大学設置構想を説明。細部にわたって論
議、理解が得られる
釧路市議会において、実現させる会からの早期実現についての陳情を受理、
全会一致で採択
釧路市長、助役はそれぞれ北海道大学、小樽商科大学を訪ね大学設置について
協力を依頼する
釧路市立大学設置を実現させる会、理事会、総会を開催。署名、募金活動の開
始、組織の拡大、強化を決める
釧路市立大学設置を実現させる会は95,213名の署名簿を添えて、釧路市
および釧路市議会に早期実現を陳情
葉梨自治大臣来釧の折、大学設置について陳情。一部組合方式による大学設置
に方針転換
釧路圏振興協議会主幹者会議で一部事務組合立による大学設置構想について
管内9町村に説明、協力を求める
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会設置第1回会議開催
釧路管内助役会にて公立大学設置計画説明
釧路市立大学設置を実現させる会、総会にて釧路公立大学設置を実現する会と
名称を変更し、役員の補強・寄付募金体制を強化する
管内町村長会議にて設置計画への協力要請
大学開設準備事務局設置、大学開設推進本部設置
大学開設準備委員会設置、第1回の委員会開催
自治省と最終計画案を協議
管内議会議長、副議長に対し協力要請
管内町村長会議で各町村長の最終意思確認
組合設立協議議案、全市町村議会で議決
自治大臣、組合立大学設置を了承

管内市町村長会議、組合設立の協議成立
組合設立許可申請を北海道知事に提出
北海道知事より釧路公立大学事務組合設立許可通知を受理、組合成立、
鰐淵俊之管理者就任、髙嶋正彦学長予定者発表
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会解散（発足後6回の委員会を開催）
自治省から釧路公立大学設置承認を得る
管内町村議会で組合議会議員を選出
初の公立大学事務組合議会（3月臨時会）。昭和62年度予算案各種条例等を
議決、諸条例等議決
各建物工事請負契約を締結する
組合議会（5月臨時会）、工事請負契約議決、財産取得（学術図書）議決
第一期工事に着工（校舎棟・事務棟）
文部省に釧路公立大学経済学部設置認可申請書提出
文部省大学設置審議会現地審査
文部省に設置認可補正申請書提出
北海道、東北6県の全高校及び全国の予備校へ学校案内パンフレット送付
文部省より設置認可。ただちに学生の募集活動に入り、募集要項を全国の主要
高校及び予備校へ送付
組合議会（12月定例会）、大学条例・授業料等条例議決

推薦入学選考
第一期工事竣工
一般入試実施

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

平成19年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成20年
平成17年

平成18年

3月　 　
4月 1 日

4月 3 日
4月14日
4月 6 日
5月13日
6月 1 日
6月13日

8月28日～9月16日
9月20日

10月24日
12月15日
12月20日

1月27日～29日
3月 8 日
4月14日

8月28日～9月11日
9月28日～29日

10月21日～30日
11月2日～4日

12月15日

2月 2 日
3月 8 日
4月12日
6月 2 日

6月23日～24日
8月26日～9月14日
8月31日～9月4日

9月4日～6日
9月7日～13日

10月19日～21日
11月 1 日
11月21日
12月 7 日
12月14日

3月 8 日
3月10日～4月 3 日

4月12日
6月 8 日

6月23日～24日
7月25日

8月28日～9月20日
9月18日～26日

10月25日～27日
11月 8 日
11月11日
12月13日
12月28日

3月 8 日
3月8日～4月 1 日

3月23日
4月10日
6月 4 日
6月 6 日
8月21日

8月24日～9月12日
9月16日～10月14日

10月23日～25日
11月 6 日
11月10日
12月11日

1月15日

3月7日～4月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月12日
5月 1 日
6月 5 日

8月23日～9月11日
9月 1 日

10月 1 日
10月14日～15日
10月22日～24日

10月22日～11月 4 日
10月29日
11月 2 日
12月13日

3月4日～28日
3月 8 日
3月11日
3月23日
4月 1 日

4月11日
5月30日
6月 3 日

8月21日～9月10日
9月8日～10月14日

10月 4 日
10月28日～30日

10月29日
11月 2 日
11月25日
12月12日

1月12日、2月28日
1月14日～15日
3月3日～27日

3月 8 日
3月23日
4月13日
6月 2 日
9月28日

10月9日～11月15日
10月15日～11月2日

10月20日
10月24日

10月27日～29日
11月10日
12月11日
12月22日

1月13日～14日
2月25日

3月3日～27日
3月 8 日
3月22日
4月1日

4月11日
6月22日
6月24日
7月12日
7月19日

8月18日～9月 7 日
9月2日～4日

9月25日
10月 3 日

10月11日～13日
10月11日～11月11日

10月13日

10月16日
10月17日
11月17日
11月21日
12月 9 日

1月18日～19日
3月3日～26日

3月 8 日
3月21日
3月31日
4月10日
5月 9 日
5月19日
6月 6 日

8月18日～9月 5 日
10月 3 日
10月 4 日

10月10日～12日
10月15日

10月15日～11月21日
10月27日
11月5日

11月28日
12月5日

1月17日～18日
3月8日～28日

3月 8 日
3月17日
3月23日
4月 1 日
4月 9 日
4月15日
6月12日

7月13日～17日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

9月26日～27日
10月8日～11月10日

10月10日～11日
10月19日
11月 9 日

11月16日～17日
11月24日～27日

11月29日
12月 2 日
12月 4 日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 9 日
5月 1 日
6月 2 日
7月 5 日

7月13日～15日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

10月4日～8日
10月5日～6日

10月7日～28日
10月9日～11日

10月29日
11月 4 日
11月26日
12月 2 日
12月 3 日

開設準備委員会解散（発足後8回の委員会を開催）
開学
髙嶋正彦学長、吉武清彦学部長、西村正一附属図書館長就任
大学施設一般公開
第1回入学式
食堂・喫茶開業（食堂：美奈味、喫茶：春の湯）
売店開業（売店：美奈味）
第二期工事着工（校舎棟・体育館）
釧路公立大学開学・落成記念式典（市民文化会館）
高校訪問
釧路公立大学後援会設立
カナダ・サイモンフレイザー大学と姉妹校提携について覚書
昭和64年度推薦入試実施
第二期工事竣工

第1回学校祭
平成元年度一般入試実施（釧路、東京、札幌）
第2回入学式
高校訪問
公立大学協会学長会議開催
カナダ・サイモンフレイザー大学を髙嶋学長、栗山久策教授が訪問（姉妹校提携協議）
第2回学校祭
平成2年度推薦入試実施

第1回特別講演会（東京外国語大学 中嶋嶺雄教授）
平成2年度一般入試実施
第3回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学ジョン・F・チャント教授来釧、9月3日講演会
東日本公立大学事務局長連絡会議開催
第1回公開講座（白糠町、厚岸町、釧路市）
第3回大学祭
八鍬功学部長就任
特別講演会（北海道大学 木村汎教授）
特別講演会（北海道大学 辻井達一教授）
平成3年度推薦入試実施

平成3年度一般入試実施
第1回海外英語研修
第4回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジと姉妹校提携（サイモン
フレイザー大学）鰐淵管理者、髙嶋学長、石川和身事務局長出席
高校訪問
第2回公開講座（釧路市、阿寒町、鶴居村）
第4回大学祭
特別講演会（青山学院大学 速水佑次郎教授）
特別講演会（北海道大学 中野美代子教授）
平成4年度推薦入試実施
組合議会で学科増設の検討を表明

平成4年度一般入試実施
第2回海外英語研修
第1回学位記授与式
第5回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジェシマン博士来学
植樹祭
カナダ・バーナビー市市制100年に鰐淵管理者、八鍬学部長、早坂正事務局
次長が表敬訪問（サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジ）
高校訪問
第3回公開講座（釧路市、標茶町、浜中町）
第5回大学祭
特別講演会（札幌学院大学 田中彰教授）
特別講演会（法政大学 小林謙一教授）
平成5年度推薦入試実施

釧路沖地震（被害額建物・設備・備品 393万円、外構 979万円）

第3回海外英語研修
平成5年度一般入試実施
第2回学位記授与式
第6回入学式
大場正己附属図書館長就任
植樹祭
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジを栗山教授が訪問（教員招
聘交渉・交流促進）
公立大学協会商・経・経営学部会開催
公立大学協会事務研修会議開催
第6回大学祭
第4回公開講座（釧路町、弟子屈町、釧路市）
特別講演会（青山学院大学 北見俊郎名誉教授）
特別講演会（東京女子大学 猿谷要名誉教授）
平成6年度推薦入試実施

第4回海外英語研修
平成6年度一般入試実施
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジャーディーン学長来学
第3回学位記授与式
森山弘毅学部長、小林和夫附属図書館長就任
土曜日休業
第7回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ローラ・タモリ講師着任
植樹祭
高校訪問
第5回公開講座（音別町、白糠町、釧路市）
東方沖地震（被害額 122万円）
第7回大学祭
特別講演会（同志社大学 西村豁通教授）
特別講演会（花園大学 竹内恵美子教授）
事務組合立大学懇話会開催
平成7年度推薦入試実施

文部省と学科増設について事前協議
大学入試センター試験実施
第5回海外英語研修
平成7年度一般入試実施
第4回学位記授与式
第8回入学式
植樹祭
文部省に経営学科増設届出
第6回公開講座（釧路市、鶴居村、厚岸町）
高校訪問
特別講演会（創価大学 佐藤純一教授）
特別講演会（経済評論家 荒木信義氏）
第8回大学祭
文部省経済学・商学視学委員現地視察
平成8年度推薦入試実施
文部省経営学科増設届出正式受理

大学入試センター試験実施
平成8年度社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
第6回海外英語研修
平成8年度一般入試実施
第5回学位記授与式
荒又重雄学長就任
第9回入学式
経営学科開設・校舎増築落成式典・祝賀会
植樹祭
自己点検評価委員会設置
特別講演会（鰐淵管理者）
高校訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジを荒又学長、鷹田和喜三教授が表敬訪問
経営学科教職課程申請
特別講演会（パソナ・チャイルド・ケア・インターナショナル 佐藤敦子社長）
第9回大学祭
第7回公開講座（阿寒町、標茶町、釧路市）
公立大学発展中・長期計画検討委員会設置

特別講演会（農協労働問題研究所 松本登久男理事長）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
綿貫健輔管理者就任
アセアン各国青年交流会
平成9年度推薦入試、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第7回海外英語研修
平成9年度一般入試実施
第6回学位記授与式
英文パンフレット作成
第10回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ウェイン・ヒューズ講師着任
学内ネットワークシステム工事完了
開学10周年記念植樹祭
高校訪問
第 1 回ジョイントセミナー
開学 10 周年記念式典・祝賀会・神戸大学 水谷敬三教授講演
釧路公立大学沿革史発刊
第 10 回大学祭（11 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学 杉浦克己教授）
開学 10 周年記念 第 8 回公開講座（釧路市、弟子屈町、浜中町）
特別講演会（和光大学 小林文人教授）
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
開学 10 周年記念公開シンポジウム
平成 10 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第 8 回海外英語研修
平成 10 年度一般選抜試験実施
北海道教育大学釧路校との単位互換協定調印
第 7 回学位記授与式
鎌田耕一学部長、髙野敏行附属図書館長就任
第 11 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員エマ・チャン講師着任
アセアン各国青年交流会
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 1 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 2 回ジョイントセミナー
第 9 回公開講座（釧路市、音別町、釧路町）　
第 11 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学社会科学研究所 大瀧雅之助教授）
特別講演会（お茶の水大学ジェンダー研究センター 原ひろ子教授）
事務組合立等大学設置者懇話会開催
企業訪問
第 34 回北海道学生柔道新人大会開催
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
平成 11 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 11 年度一般選抜試験実施（大阪会場追加）
第 8 回学位記授与式
第 12 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
地域経済研究センター設置、小磯修二センター長就任
韓国・牧園大学との間に学術交流協定及び学生交換協定締結（牧園大学）
荒又学長、米田忠幸事務局長出席
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 2 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 3 回ジョイントセミナー
第 10 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
第 12 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
平成 11 年度秋季道内国公私立大学学長懇談会開催
特別講演会（フリージャーナリスト 魚住昭氏）
特別講演会（荏原総合研究所 松村知顧問）
平成 12 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学李君鎬総長来学
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 12 年度一般選抜試験実施
第 9 回学位記授与式
板本猛学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 13 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ファーナン講師着任
高校訪問
第 3 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 13 回大学祭（14 日オープンキャンパス）
第 11 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
平成 12 年度公立大学協会東部地区協議会開催
特別講演会（大阪大学大学院国際公共政策研究科 辻正次教授）
特別講演会（酪農総合研究所 久保嘉治副所長）
平成 13 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 13 年度一般選抜試験実施
第 10 回学位記授与式
㈶大学基準協会正会員加盟登録
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 14 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員マルコム・フィッツアール講師着任
高校訪問
第 4 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 12 回公開講座（釧路市、阿寒町、弟子屈町）
第 14 回大学祭（21 日オープンキャンパス）
特別講演会（同志社大学商学部 光澤滋朗教授）
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 二神孝一教授）
平成 14 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 14 年度一般選抜中期日程試験実施
第 11 回学位記授与式
高野敏行学部長、河村一附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 15 回入学式
附属図書館閉館時間延長開始
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員リタ・イソラ講師着任
スタディ・ツアー（カナダ・キャピラノ・カレッジより来学）
オープンキャンパス
高校訪問
第 5 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 13 回公開講座（釧路市、釧路町、浜中町）
第 15 回大学祭
企業訪問
韓国・牧園大学との間に教員交換協定締結
韓国・牧園大学テコンドーチーム来学
特別講演会（甲南大学経済学部 熊沢誠教授）
平成 15 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（慶応義塾大学経済学部 前多康男教授）
伊東良孝管理者就任

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 15 年度一般選抜中期日程試験実施
第 12 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 16 回入学式 
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ケント・ルイス講師着任
特別講演会（前宮崎公立大学学長 内嶋善兵衛博士）
特別講演会（知識科学教育研究センター長 國藤進博士）
オープンキャンパス
高校訪問

4 大学学生交流会
事務組合立等大学設置者懇話会開催
第 6 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 16 回大学祭
第 14 回公開講座（釧路市、鶴居村、音別町）
特別講演会（石巻専修大学経営学部 辻悟一教授）
平成 16 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 伴金美教授）

大学入試センター試験実施
台湾・明道管理学院汪大永学長来学
平成 16 年度一般選抜中期日程試験実施
第 13 回学位記授与式
板本猛学長、松井憲明学部長、高嶋弘志附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 17 回入学式
台湾・明道管理学院との間に学術交流協定、学生交換協定及び教員交換協
定締結（明道管理学院）板本学長、筬井義範事務局長出席
オープンキャンパス
高校訪問
企業訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
第 7 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 15 回公開講座（釧路市、厚岸町、白糠町）
第 17 回大学祭
特別講演会（東洋大学社会学部 青木辰司教授）
特別講演会（東洋大学法学部 後藤武秀教授）
平成 17 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

附属図書館増築工事完成、利用開始
大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１７年度一般選抜中期日程試験実施
第 14 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 18 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ・カレッジを伊東管理者、板本学長
ほか 3 名が表敬訪問
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に協力関係樹立に関する
覚書締結（ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第８回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
第 16 回公開講座（釧路市・釧路町・弟子屈町）
第 18 回大学祭
特別講演会（京都大学経済学部 橘木俊詔教授）
特別講演会（慶応義塾大学法学部 大沢孝介教授）
平成１８年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１８年度一般選抜中期日程試験実施
第 15 回学位記授与式
宮下徹学部長、小路行彦附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 19 回入学式
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学カザコバ・ナタリア国際担当副
学長及びキム東洋語学科長来学
オープンキャンパス
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
高校訪問
第 9 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
台湾・明道管理学院から交換学生受入
韓国・牧園大学へ板本学長、筬井事務局長表敬訪問
特別講演会（東京大学大学院総合文化研究科 松原宏助教授）

第 17 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、浜中町）
第 19 回大学祭
特別講演会（関西大学、桃山学院大学 大西祥恵講師）
平成１９年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換学生派遣
平成 19 年度一般選抜中期日程試験実施
第 16 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回入学式
開学 20 周年記念植樹
オープンキャンパス
企業訪問
事務組合立等大学設置者懇話会開催
高校訪問
カナダ・キャピラノカレッジ招聘教員ドワイト・ガーディナー教授着任
台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に学術交流協定及び学生
交換協定締結
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 10 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 20 回大学祭
開学 20 周年記念式典・講演・祝賀会
特別講演会（名古屋市立大学 村井忠政名誉教授）
特別講演会（立命館大学産業社会学部 辻勝次教授）
開学 20 周年記念第 18 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、釧路町）
管理者の伊東釧路市長がオーストラリア姉妹湿地交流のためニューカッスル市訪
問の際、ニューカッスル大学マッコンキー副学長補佐に大学間提携協議を要請
平成 20 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 20 年度一般選抜中期日程試験実施
第 17 回学位記授与式
小磯修二学長、高野敏行学部長、村上文司附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 21 回入学式
オーストラリア・ニューカッスル大学マッコンキー学長補佐及びフェーガン・ラン
ゲージセンター所長来学
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
第 11 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員テランス・ロバート・グリンバーグ教授着任
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
釧路公立大学生活協同組合準備室設置
特別講演会（佐賀大学経済学部　米倉茂教授）
短期海外派遣（ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第 21 回大学祭
第 19 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
特別講演会（九州大学大学院経済学研究所 内田交謹准教授）
蝦名大也管理者就任
平成 21 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
カナダ・キャピラノ大学ユニバーシティ昇格記念式典に宮下徹国際交流委員長出席
韓国・牧園大学総長及び広報センター長・対外交流課長来学
釧路公立大学生活協同組合創立総会

大学入試センター試験実施
オーストラリア・ニューカッスル大学を宮下国際交流委員長が表敬訪問
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 21 年度一般選抜中期日程試験実施（盛岡会場追加）
第 18 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 22 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
第 12 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員ウィリアム・ジョージ・エンライト教授着任

台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ第 1 回交換学生派遣
第 20 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
第 22 回大学祭
協定締結 10 周年に伴い韓国・牧園大学を小磯学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（札幌学院大学経済学部 播磨谷浩三准教授）
特別講演会（外務省国際協力局 大脇広樹審議官）
平成 22 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学バク・キョン社会科学学部長来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 22 年度一般選抜中期日程試験実施
第 19 回学位記授与式
萩原充学部長、髙野敏行附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 23 回入学式
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
地方都市大学懇話会開催
第 13 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学からウィリアム・ジョージ・エンライト講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 21 回公開講座（釧路市、浜中町、弟子屈町）
第 23 回大学祭
韓国・牧園大学国際研究大会に小磯学長ほか 3 名が出席
特別講演会（㈶日本立地センター 秋元耕一郎理事・同立地総合研究所長）
カナダ・キャピラノ大学副学長来学
特別講演会（京都大学経済研究所 関口格准教授）
平成 23 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 23 年度一般選抜中期日程試験実施
第 20 回学位記授与式
第 24 回入学式
韓国・牧園大学開学 57 周年記念国際学術発表会に小磯学長ほか 2 名が出席
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
第 14 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
ロシア・ユジノサハリンスク経済情報法律大学へ交換留学生派遣
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コーリー・ジョン・ミンチ講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 22 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、釧路町）
第 24 回大学祭
特別講演会（桜美林大学リベラルアーツ学群 松尾昌宏准教授）
特別講演会（香川大学大学院地域マネジメント研究科 板倉宏昭教授）
平成 24 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 24 年度一般選抜中期日程試験実施
第 21 回学位記授与式
髙野敏行学長、小路行彦学部長、高嶋弘志附属図書館長、佐野修久地域経
済研究センター長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 25 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 15 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会商・経・経営部会、事務研究会開催
第 23 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、鶴居村）
第 25 回大学祭
特別講演会（帯広畜産大学 河田幸視助教授）
平成 25 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（東北大学大学院 曽道智教授）

大学入試センター試験実施
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学メドヴェジェンコ副学長ほか
学生 6 名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 25 年度一般選抜中期日程試験実施
第 22 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コリー・ジョン・ミンチ講師着任
第 26 回入学式
キャリアセンター開設
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 16 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
第 24 回公開講座（釧路市、白糠町、厚岸町）
第 26 回大学祭
釧路公立大学同窓会総会・記念講演会（札幌市）
特別講演会（南山大学 山岸敬和准教授）
平成 26 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
台湾・明道大学を髙野学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（北海道大学 小笠原克彦教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学金元培総長夫妻ほか教員２名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 26 年度一般選抜中期日程試験実施
第 23 回学位記授与式
高嶋弘志学部長、白川欽哉附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員カロライ・クチタ講師着任
第 27 回入学式
韓国・牧園大学開学 60 周年記念式典及び国際学術大会に髙野学長ほか 3 名が出席
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 17 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 25 回公開講座（釧路市、標茶町、弟子屈町）
第 27 回大学祭
特別講演会（北海道大学・九州大学 加来祥男名誉教授）
平成 27 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（兵庫県立大学 水野利英教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 27 年度一般選抜中期日程試験実施
第 24 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員キャサリン・オスラー講師着任
第 28 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ大学を蝦名管理者、髙野学長
ほか 3 名が表敬訪問
高校訪問
オープンキャンパス
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学を蝦名管理者、髙野学長ほか
2 名が表敬訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 18 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
地方都市大学懇話会開催
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
第 26 回公開講座（釧路市、浜中町、釧路町）
特別講演会（佐々木地域計画事務所 佐々木滋生所長）
第 28 回大学祭

一般公開講演会（東海大学文学部 柳原伸洋専任講師）
特別講演会（日本大学経済学部 大森信教授）
平成 28 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 28 年度一般選抜中期日程試験実施
第 25 回学位記授与式
小林聡史学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員クリスチャン・ステクラー講師着任
第 29 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 19 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 27 回公開講座（釧路市、鶴居村、釧路市阿寒町）
第 29 回大学祭
特別講演会（上智大学総合グローバル学部 前嶋和弘教授）
特別講演会（早稲田大学文学学術院 嶋崎尚子教授）
平成 29 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 29 年度一般選抜中期日程試験実施
第 26 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員スティーヴン・アトキンス講師着任
第 30 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・サハリン人文工業大学、韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
開学 30 周年記念第 28 回公開講座（釧路市、厚岸町、釧路市音別町）
第 30 回大学祭
開学 30 周年記念式典・講演、祝賀会（同窓会との合同開催）

1月15日～16日
2月 8 日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月16日～9月 8 日
9月1日～12月31日

10月2日～18日
10月13日～15日

10月18日～11月10日
10月31日
11月 2 日
11月15日
11月30日

1月20日～21日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月20日～9月 7 日
9月1日～12月31日
9月17日～11月7日
10月10日～11月9日

10月19日～21日
10月26日

11月29日

1月19日～20日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月10日
4月15日
5月 1 日

5月13日～31日
8月 6 日

8月19日～9月11日
9月1日～12月31日

10月1日～11月13日
10月4日～6日

10月28日～11月22日
11月 1 日
11月 5 日
11月21日
11月28日
12月 6 日
12月16日

1月18日～19日
3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 7 日
4月10日
5月 1 日
5月14日
6月 3 日
8月 1 日

8月18日～9月19日

8月23日～27日
8月26日

9月1日～12月31日
9月8日～19日
10月3日～5日

10月7日～11月17日
11月 4 日
11月27日
12月 4 日

1月17日～18日
2月 3 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月 7 日
4月 9 日
6月15日

8月 3 日
8月18日～9月19日
8月2日～9月 4 日

9月 1 日
9月1日～12月31日

10月7日～11月17日
10月8日～10日

11月 1 日
11月12日
11月25日

1月11日
1月15日～16日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 7 日
4月11日
6月30日

8月1日～9月 2 日
8月 2 日

8月17日～9月16日
8月19日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月6日～11月14日
10月7日～9日

10月11日
11月16日
11月24日

1月21日～22日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
6月24日～26日

8月 4 日

8月7日～9月 1 日
8月21日～9月16日
9月1日～12月31日

9月 1 日

9月11日
10月 2 日

10月5日～11月9日
10月6日～8日

10月10日
11月24日

1月20日～21日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月10日
6月25日
8月 3 日

8月6日～31日
8月21日

8月21日～9月21日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月5日～7日

10月 6 日
10月15日
10月18日

10月11日～11月9日
11月 5 日

11月22日

1月19日～20日
3月 1 日
3月 8 日
3月21日
4月 1 日

4月10日
5月18日～19日

8月4日～29日
8月 7 日

8月18日～9月19日
9月1日～12月31日

9月 1 日

10月 7 日
10月9日～15日

10月10日～12日
10月17日～11月21日

10月22日
11月 2 日
11月20日
11月24日

11月25日～29日
12月 5 日

1月17日～18日
2月28日～3月6日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月 9 日
8月 9 日

8月17日～9月24日
8月18日～9月19日
9月1日～12月31日

9月 1 日

10月7日～11月11日
10月9日～11日
11月2日～5日

11月13日
11月17日
11月19日

1月16日～17日
1月18日～20日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
7月14日～10月8日
8月3日～9月29日

8月 8 日
8月19日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月7日～11月9日
10月8日～10日

10月10日～13日
10月18日

11月10日～11月12日
11月22日
11月25日

1月15日～16日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月11日

5月2日～5月5日
6月28日～10月8日

8月 7 日
8月8日～9月26日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月6日～11月11日
10月7日～9日

10月27日
11月10日
11月24日

1月14日～15日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
8月 4 日

8月20日～9月20日
8月20日～10月26日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 7 日
10月3日～11月1日

10月5日～7日
10月31日
11月22日
11月29日

1月19日～20日
2月7日～8日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月 9 日
6月 3 日

7月5日～9月25日
8月 3 日

8月19日～10月1日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月 3 日

10月9日～11月7日
10月11日～13日

11月 9 日
11月15日
11月21日

12月3日～5日
12月11日

1月18日～19日
1月22日～25日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月10日
4月30日～5月3日

7月18日～10月3日
8月1日～9月18日

8月 9 日
8月28日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月3日～11月21日

10月10日～12日
11月14日
11月20日
11月27日

1月17日～18日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
7月7日～7月13日

7月16日～12月7日
8月 9 日

8月22日～26日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 3 日
9月 5 日

9月7日～10月16日
10月2日～10月30日

10月 5 日
10月9日～11日

10月11日
11月 5 日
11月19日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
7月7日～9月29日

8月 6 日
8月22日～10月6日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月30日～10月21日
10月7日～9日

10月14日
11月 4 日
11月24日

１月14日～15日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 7 日
7月11日～9月20日

8月 5 日
8月21日～9月29日

9月 1 日
9月1日～12月31日

10月4日～27日
10月6日～8日

10月 7 日

釧路公立大学開学30周年記念誌釧路公立大学
Kushiro Publ ic Universi ty of Economics
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2月　 　

2月21日

1月25日

4月  3日
6月　 　
7月 　　

7月～9月
9月　 　

10月　 　

3月　 　   

12月30日

2月　　 

3月　　 

7月　　 

8月　　 

9月 5 日

9月 8 日

9月22日

10月 2 日
10月 8 日
10月13日

10月16日
10月30日

11月　　

12月12日

1月20日
2月14日
2月20日

　
3月　　

3月 9 日～24日
3月30日

5月　 　
5月20日

6月25日
9月　 　

10月28日
11月　 　
12月23日

12月28日

1月29日
2月22日
3月 8 日

釧路市長、市政方針において地元大学設置について検討を表明

釧路市長、釧路市高等教育懇話会に対し、4年制大学の必要性、可能性および
その方策について諮問

釧路市高等教育懇話会、釧路市長に対し市立大学設置の必要性などについて答申
市立大学設置構想案を作成
高等教育担当参事を設置
㈱開発計画研究所に大学建設構想調査を委託（11月、調査報告書完成）
文部省高等教育局に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始する
北海道に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始するとともに協力を要請
地元高校生・父母・企業の一部に4年制大学立地についてアンケート調査
釧路市立大学設置を実現させる会発足
自治省に市立大学設置計画について説明、折衝を開始する

釧路市総合計画に市立大学設置構想を策定・議決を得る
総合計画実施計画（昭和60～62年）で具体的推進計画を策定
高等教育推進室を設け、体制を固める

釧路市議会2月定例会において、市立大学設置構想を説明。細部にわたって論
議、理解が得られる
釧路市議会において、実現させる会からの早期実現についての陳情を受理、
全会一致で採択
釧路市長、助役はそれぞれ北海道大学、小樽商科大学を訪ね大学設置について
協力を依頼する
釧路市立大学設置を実現させる会、理事会、総会を開催。署名、募金活動の開
始、組織の拡大、強化を決める
釧路市立大学設置を実現させる会は95,213名の署名簿を添えて、釧路市
および釧路市議会に早期実現を陳情
葉梨自治大臣来釧の折、大学設置について陳情。一部組合方式による大学設置
に方針転換
釧路圏振興協議会主幹者会議で一部事務組合立による大学設置構想について
管内9町村に説明、協力を求める
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会設置第1回会議開催
釧路管内助役会にて公立大学設置計画説明
釧路市立大学設置を実現させる会、総会にて釧路公立大学設置を実現する会と
名称を変更し、役員の補強・寄付募金体制を強化する
管内町村長会議にて設置計画への協力要請
大学開設準備事務局設置、大学開設推進本部設置
大学開設準備委員会設置、第1回の委員会開催
自治省と最終計画案を協議
管内議会議長、副議長に対し協力要請
管内町村長会議で各町村長の最終意思確認
組合設立協議議案、全市町村議会で議決
自治大臣、組合立大学設置を了承

管内市町村長会議、組合設立の協議成立
組合設立許可申請を北海道知事に提出
北海道知事より釧路公立大学事務組合設立許可通知を受理、組合成立、
鰐淵俊之管理者就任、髙嶋正彦学長予定者発表
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会解散（発足後6回の委員会を開催）
自治省から釧路公立大学設置承認を得る
管内町村議会で組合議会議員を選出
初の公立大学事務組合議会（3月臨時会）。昭和62年度予算案各種条例等を
議決、諸条例等議決
各建物工事請負契約を締結する
組合議会（5月臨時会）、工事請負契約議決、財産取得（学術図書）議決
第一期工事に着工（校舎棟・事務棟）
文部省に釧路公立大学経済学部設置認可申請書提出
文部省大学設置審議会現地審査
文部省に設置認可補正申請書提出
北海道、東北6県の全高校及び全国の予備校へ学校案内パンフレット送付
文部省より設置認可。ただちに学生の募集活動に入り、募集要項を全国の主要
高校及び予備校へ送付
組合議会（12月定例会）、大学条例・授業料等条例議決

推薦入学選考
第一期工事竣工
一般入試実施

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

平成19年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成20年
平成17年

平成18年

3月　 　
4月 1 日

4月 3 日
4月14日
4月 6 日
5月13日
6月 1 日
6月13日

8月28日～9月16日
9月20日

10月24日
12月15日
12月20日

1月27日～29日
3月 8 日
4月14日

8月28日～9月11日
9月28日～29日

10月21日～30日
11月2日～4日

12月15日

2月 2 日
3月 8 日
4月12日
6月 2 日

6月23日～24日
8月26日～9月14日
8月31日～9月4日

9月4日～6日
9月7日～13日

10月19日～21日
11月 1 日
11月21日
12月 7 日
12月14日

3月 8 日
3月10日～4月 3 日

4月12日
6月 8 日

6月23日～24日
7月25日

8月28日～9月20日
9月18日～26日

10月25日～27日
11月 8 日
11月11日
12月13日
12月28日

3月 8 日
3月8日～4月 1 日

3月23日
4月10日
6月 4 日
6月 6 日
8月21日

8月24日～9月12日
9月16日～10月14日

10月23日～25日
11月 6 日
11月10日
12月11日

1月15日

3月7日～4月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月12日
5月 1 日
6月 5 日

8月23日～9月11日
9月 1 日

10月 1 日
10月14日～15日
10月22日～24日

10月22日～11月 4 日
10月29日
11月 2 日
12月13日

3月4日～28日
3月 8 日
3月11日
3月23日
4月 1 日

4月11日
5月30日
6月 3 日

8月21日～9月10日
9月8日～10月14日

10月 4 日
10月28日～30日

10月29日
11月 2 日
11月25日
12月12日

1月12日、2月28日
1月14日～15日
3月3日～27日

3月 8 日
3月23日
4月13日
6月 2 日
9月28日

10月9日～11月15日
10月15日～11月2日

10月20日
10月24日

10月27日～29日
11月10日
12月11日
12月22日

1月13日～14日
2月25日

3月3日～27日
3月 8 日
3月22日
4月1日

4月11日
6月22日
6月24日
7月12日
7月19日

8月18日～9月 7 日
9月2日～4日

9月25日
10月 3 日

10月11日～13日
10月11日～11月11日

10月13日

10月16日
10月17日
11月17日
11月21日
12月 9 日

1月18日～19日
3月3日～26日

3月 8 日
3月21日
3月31日
4月10日
5月 9 日
5月19日
6月 6 日

8月18日～9月 5 日
10月 3 日
10月 4 日

10月10日～12日
10月15日

10月15日～11月21日
10月27日
11月5日

11月28日
12月5日

1月17日～18日
3月8日～28日

3月 8 日
3月17日
3月23日
4月 1 日
4月 9 日
4月15日
6月12日

7月13日～17日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

9月26日～27日
10月8日～11月10日

10月10日～11日
10月19日
11月 9 日

11月16日～17日
11月24日～27日

11月29日
12月 2 日
12月 4 日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 9 日
5月 1 日
6月 2 日
7月 5 日

7月13日～15日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

10月4日～8日
10月5日～6日

10月7日～28日
10月9日～11日

10月29日
11月 4 日
11月26日
12月 2 日
12月 3 日

開設準備委員会解散（発足後8回の委員会を開催）
開学
髙嶋正彦学長、吉武清彦学部長、西村正一附属図書館長就任
大学施設一般公開
第1回入学式
食堂・喫茶開業（食堂：美奈味、喫茶：春の湯）
売店開業（売店：美奈味）
第二期工事着工（校舎棟・体育館）
釧路公立大学開学・落成記念式典（市民文化会館）
高校訪問
釧路公立大学後援会設立
カナダ・サイモンフレイザー大学と姉妹校提携について覚書
昭和64年度推薦入試実施
第二期工事竣工

第1回学校祭
平成元年度一般入試実施（釧路、東京、札幌）
第2回入学式
高校訪問
公立大学協会学長会議開催
カナダ・サイモンフレイザー大学を髙嶋学長、栗山久策教授が訪問（姉妹校提携協議）
第2回学校祭
平成2年度推薦入試実施

第1回特別講演会（東京外国語大学 中嶋嶺雄教授）
平成2年度一般入試実施
第3回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学ジョン・F・チャント教授来釧、9月3日講演会
東日本公立大学事務局長連絡会議開催
第1回公開講座（白糠町、厚岸町、釧路市）
第3回大学祭
八鍬功学部長就任
特別講演会（北海道大学 木村汎教授）
特別講演会（北海道大学 辻井達一教授）
平成3年度推薦入試実施

平成3年度一般入試実施
第1回海外英語研修
第4回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジと姉妹校提携（サイモン
フレイザー大学）鰐淵管理者、髙嶋学長、石川和身事務局長出席
高校訪問
第2回公開講座（釧路市、阿寒町、鶴居村）
第4回大学祭
特別講演会（青山学院大学 速水佑次郎教授）
特別講演会（北海道大学 中野美代子教授）
平成4年度推薦入試実施
組合議会で学科増設の検討を表明

平成4年度一般入試実施
第2回海外英語研修
第1回学位記授与式
第5回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジェシマン博士来学
植樹祭
カナダ・バーナビー市市制100年に鰐淵管理者、八鍬学部長、早坂正事務局
次長が表敬訪問（サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジ）
高校訪問
第3回公開講座（釧路市、標茶町、浜中町）
第5回大学祭
特別講演会（札幌学院大学 田中彰教授）
特別講演会（法政大学 小林謙一教授）
平成5年度推薦入試実施

釧路沖地震（被害額建物・設備・備品 393万円、外構 979万円）

第3回海外英語研修
平成5年度一般入試実施
第2回学位記授与式
第6回入学式
大場正己附属図書館長就任
植樹祭
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジを栗山教授が訪問（教員招
聘交渉・交流促進）
公立大学協会商・経・経営学部会開催
公立大学協会事務研修会議開催
第6回大学祭
第4回公開講座（釧路町、弟子屈町、釧路市）
特別講演会（青山学院大学 北見俊郎名誉教授）
特別講演会（東京女子大学 猿谷要名誉教授）
平成6年度推薦入試実施

第4回海外英語研修
平成6年度一般入試実施
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジャーディーン学長来学
第3回学位記授与式
森山弘毅学部長、小林和夫附属図書館長就任
土曜日休業
第7回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ローラ・タモリ講師着任
植樹祭
高校訪問
第5回公開講座（音別町、白糠町、釧路市）
東方沖地震（被害額 122万円）
第7回大学祭
特別講演会（同志社大学 西村豁通教授）
特別講演会（花園大学 竹内恵美子教授）
事務組合立大学懇話会開催
平成7年度推薦入試実施

文部省と学科増設について事前協議
大学入試センター試験実施
第5回海外英語研修
平成7年度一般入試実施
第4回学位記授与式
第8回入学式
植樹祭
文部省に経営学科増設届出
第6回公開講座（釧路市、鶴居村、厚岸町）
高校訪問
特別講演会（創価大学 佐藤純一教授）
特別講演会（経済評論家 荒木信義氏）
第8回大学祭
文部省経済学・商学視学委員現地視察
平成8年度推薦入試実施
文部省経営学科増設届出正式受理

大学入試センター試験実施
平成8年度社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
第6回海外英語研修
平成8年度一般入試実施
第5回学位記授与式
荒又重雄学長就任
第9回入学式
経営学科開設・校舎増築落成式典・祝賀会
植樹祭
自己点検評価委員会設置
特別講演会（鰐淵管理者）
高校訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジを荒又学長、鷹田和喜三教授が表敬訪問
経営学科教職課程申請
特別講演会（パソナ・チャイルド・ケア・インターナショナル 佐藤敦子社長）
第9回大学祭
第7回公開講座（阿寒町、標茶町、釧路市）
公立大学発展中・長期計画検討委員会設置

特別講演会（農協労働問題研究所 松本登久男理事長）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
綿貫健輔管理者就任
アセアン各国青年交流会
平成9年度推薦入試、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第7回海外英語研修
平成9年度一般入試実施
第6回学位記授与式
英文パンフレット作成
第10回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ウェイン・ヒューズ講師着任
学内ネットワークシステム工事完了
開学10周年記念植樹祭
高校訪問
第 1 回ジョイントセミナー
開学 10 周年記念式典・祝賀会・神戸大学 水谷敬三教授講演
釧路公立大学沿革史発刊
第 10 回大学祭（11 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学 杉浦克己教授）
開学 10 周年記念 第 8 回公開講座（釧路市、弟子屈町、浜中町）
特別講演会（和光大学 小林文人教授）
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
開学 10 周年記念公開シンポジウム
平成 10 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第 8 回海外英語研修
平成 10 年度一般選抜試験実施
北海道教育大学釧路校との単位互換協定調印
第 7 回学位記授与式
鎌田耕一学部長、髙野敏行附属図書館長就任
第 11 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員エマ・チャン講師着任
アセアン各国青年交流会
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 1 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 2 回ジョイントセミナー
第 9 回公開講座（釧路市、音別町、釧路町）　
第 11 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学社会科学研究所 大瀧雅之助教授）
特別講演会（お茶の水大学ジェンダー研究センター 原ひろ子教授）
事務組合立等大学設置者懇話会開催
企業訪問
第 34 回北海道学生柔道新人大会開催
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
平成 11 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 11 年度一般選抜試験実施（大阪会場追加）
第 8 回学位記授与式
第 12 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
地域経済研究センター設置、小磯修二センター長就任
韓国・牧園大学との間に学術交流協定及び学生交換協定締結（牧園大学）
荒又学長、米田忠幸事務局長出席
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 2 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 3 回ジョイントセミナー
第 10 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
第 12 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
平成 11 年度秋季道内国公私立大学学長懇談会開催
特別講演会（フリージャーナリスト 魚住昭氏）
特別講演会（荏原総合研究所 松村知顧問）
平成 12 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学李君鎬総長来学
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 12 年度一般選抜試験実施
第 9 回学位記授与式
板本猛学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 13 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ファーナン講師着任
高校訪問
第 3 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 13 回大学祭（14 日オープンキャンパス）
第 11 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
平成 12 年度公立大学協会東部地区協議会開催
特別講演会（大阪大学大学院国際公共政策研究科 辻正次教授）
特別講演会（酪農総合研究所 久保嘉治副所長）
平成 13 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 13 年度一般選抜試験実施
第 10 回学位記授与式
㈶大学基準協会正会員加盟登録
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 14 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員マルコム・フィッツアール講師着任
高校訪問
第 4 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 12 回公開講座（釧路市、阿寒町、弟子屈町）
第 14 回大学祭（21 日オープンキャンパス）
特別講演会（同志社大学商学部 光澤滋朗教授）
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 二神孝一教授）
平成 14 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 14 年度一般選抜中期日程試験実施
第 11 回学位記授与式
高野敏行学部長、河村一附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 15 回入学式
附属図書館閉館時間延長開始
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員リタ・イソラ講師着任
スタディ・ツアー（カナダ・キャピラノ・カレッジより来学）
オープンキャンパス
高校訪問
第 5 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 13 回公開講座（釧路市、釧路町、浜中町）
第 15 回大学祭
企業訪問
韓国・牧園大学との間に教員交換協定締結
韓国・牧園大学テコンドーチーム来学
特別講演会（甲南大学経済学部 熊沢誠教授）
平成 15 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（慶応義塾大学経済学部 前多康男教授）
伊東良孝管理者就任

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 15 年度一般選抜中期日程試験実施
第 12 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 16 回入学式 
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ケント・ルイス講師着任
特別講演会（前宮崎公立大学学長 内嶋善兵衛博士）
特別講演会（知識科学教育研究センター長 國藤進博士）
オープンキャンパス
高校訪問

4 大学学生交流会
事務組合立等大学設置者懇話会開催
第 6 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 16 回大学祭
第 14 回公開講座（釧路市、鶴居村、音別町）
特別講演会（石巻専修大学経営学部 辻悟一教授）
平成 16 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 伴金美教授）

大学入試センター試験実施
台湾・明道管理学院汪大永学長来学
平成 16 年度一般選抜中期日程試験実施
第 13 回学位記授与式
板本猛学長、松井憲明学部長、高嶋弘志附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 17 回入学式
台湾・明道管理学院との間に学術交流協定、学生交換協定及び教員交換協
定締結（明道管理学院）板本学長、筬井義範事務局長出席
オープンキャンパス
高校訪問
企業訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
第 7 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 15 回公開講座（釧路市、厚岸町、白糠町）
第 17 回大学祭
特別講演会（東洋大学社会学部 青木辰司教授）
特別講演会（東洋大学法学部 後藤武秀教授）
平成 17 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

附属図書館増築工事完成、利用開始
大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１７年度一般選抜中期日程試験実施
第 14 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 18 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ・カレッジを伊東管理者、板本学長
ほか 3 名が表敬訪問
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に協力関係樹立に関する
覚書締結（ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第８回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
第 16 回公開講座（釧路市・釧路町・弟子屈町）
第 18 回大学祭
特別講演会（京都大学経済学部 橘木俊詔教授）
特別講演会（慶応義塾大学法学部 大沢孝介教授）
平成１８年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１８年度一般選抜中期日程試験実施
第 15 回学位記授与式
宮下徹学部長、小路行彦附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 19 回入学式
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学カザコバ・ナタリア国際担当副
学長及びキム東洋語学科長来学
オープンキャンパス
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
高校訪問
第 9 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
台湾・明道管理学院から交換学生受入
韓国・牧園大学へ板本学長、筬井事務局長表敬訪問
特別講演会（東京大学大学院総合文化研究科 松原宏助教授）

第 17 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、浜中町）
第 19 回大学祭
特別講演会（関西大学、桃山学院大学 大西祥恵講師）
平成１９年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換学生派遣
平成 19 年度一般選抜中期日程試験実施
第 16 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回入学式
開学 20 周年記念植樹
オープンキャンパス
企業訪問
事務組合立等大学設置者懇話会開催
高校訪問
カナダ・キャピラノカレッジ招聘教員ドワイト・ガーディナー教授着任
台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に学術交流協定及び学生
交換協定締結
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 10 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 20 回大学祭
開学 20 周年記念式典・講演・祝賀会
特別講演会（名古屋市立大学 村井忠政名誉教授）
特別講演会（立命館大学産業社会学部 辻勝次教授）
開学 20 周年記念第 18 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、釧路町）
管理者の伊東釧路市長がオーストラリア姉妹湿地交流のためニューカッスル市訪
問の際、ニューカッスル大学マッコンキー副学長補佐に大学間提携協議を要請
平成 20 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 20 年度一般選抜中期日程試験実施
第 17 回学位記授与式
小磯修二学長、高野敏行学部長、村上文司附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 21 回入学式
オーストラリア・ニューカッスル大学マッコンキー学長補佐及びフェーガン・ラン
ゲージセンター所長来学
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
第 11 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員テランス・ロバート・グリンバーグ教授着任
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
釧路公立大学生活協同組合準備室設置
特別講演会（佐賀大学経済学部　米倉茂教授）
短期海外派遣（ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第 21 回大学祭
第 19 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
特別講演会（九州大学大学院経済学研究所 内田交謹准教授）
蝦名大也管理者就任
平成 21 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
カナダ・キャピラノ大学ユニバーシティ昇格記念式典に宮下徹国際交流委員長出席
韓国・牧園大学総長及び広報センター長・対外交流課長来学
釧路公立大学生活協同組合創立総会

大学入試センター試験実施
オーストラリア・ニューカッスル大学を宮下国際交流委員長が表敬訪問
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 21 年度一般選抜中期日程試験実施（盛岡会場追加）
第 18 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 22 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
第 12 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員ウィリアム・ジョージ・エンライト教授着任

台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ第 1 回交換学生派遣
第 20 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
第 22 回大学祭
協定締結 10 周年に伴い韓国・牧園大学を小磯学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（札幌学院大学経済学部 播磨谷浩三准教授）
特別講演会（外務省国際協力局 大脇広樹審議官）
平成 22 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学バク・キョン社会科学学部長来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 22 年度一般選抜中期日程試験実施
第 19 回学位記授与式
萩原充学部長、髙野敏行附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 23 回入学式
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
地方都市大学懇話会開催
第 13 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学からウィリアム・ジョージ・エンライト講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 21 回公開講座（釧路市、浜中町、弟子屈町）
第 23 回大学祭
韓国・牧園大学国際研究大会に小磯学長ほか 3 名が出席
特別講演会（㈶日本立地センター 秋元耕一郎理事・同立地総合研究所長）
カナダ・キャピラノ大学副学長来学
特別講演会（京都大学経済研究所 関口格准教授）
平成 23 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 23 年度一般選抜中期日程試験実施
第 20 回学位記授与式
第 24 回入学式
韓国・牧園大学開学 57 周年記念国際学術発表会に小磯学長ほか 2 名が出席
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
第 14 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
ロシア・ユジノサハリンスク経済情報法律大学へ交換留学生派遣
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コーリー・ジョン・ミンチ講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 22 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、釧路町）
第 24 回大学祭
特別講演会（桜美林大学リベラルアーツ学群 松尾昌宏准教授）
特別講演会（香川大学大学院地域マネジメント研究科 板倉宏昭教授）
平成 24 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 24 年度一般選抜中期日程試験実施
第 21 回学位記授与式
髙野敏行学長、小路行彦学部長、高嶋弘志附属図書館長、佐野修久地域経
済研究センター長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 25 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 15 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会商・経・経営部会、事務研究会開催
第 23 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、鶴居村）
第 25 回大学祭
特別講演会（帯広畜産大学 河田幸視助教授）
平成 25 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（東北大学大学院 曽道智教授）

大学入試センター試験実施
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学メドヴェジェンコ副学長ほか
学生 6 名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 25 年度一般選抜中期日程試験実施
第 22 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コリー・ジョン・ミンチ講師着任
第 26 回入学式
キャリアセンター開設
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 16 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
第 24 回公開講座（釧路市、白糠町、厚岸町）
第 26 回大学祭
釧路公立大学同窓会総会・記念講演会（札幌市）
特別講演会（南山大学 山岸敬和准教授）
平成 26 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
台湾・明道大学を髙野学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（北海道大学 小笠原克彦教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学金元培総長夫妻ほか教員２名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 26 年度一般選抜中期日程試験実施
第 23 回学位記授与式
高嶋弘志学部長、白川欽哉附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員カロライ・クチタ講師着任
第 27 回入学式
韓国・牧園大学開学 60 周年記念式典及び国際学術大会に髙野学長ほか 3 名が出席
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 17 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 25 回公開講座（釧路市、標茶町、弟子屈町）
第 27 回大学祭
特別講演会（北海道大学・九州大学 加来祥男名誉教授）
平成 27 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（兵庫県立大学 水野利英教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 27 年度一般選抜中期日程試験実施
第 24 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員キャサリン・オスラー講師着任
第 28 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ大学を蝦名管理者、髙野学長
ほか 3 名が表敬訪問
高校訪問
オープンキャンパス
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学を蝦名管理者、髙野学長ほか
2 名が表敬訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 18 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
地方都市大学懇話会開催
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
第 26 回公開講座（釧路市、浜中町、釧路町）
特別講演会（佐々木地域計画事務所 佐々木滋生所長）
第 28 回大学祭

一般公開講演会（東海大学文学部 柳原伸洋専任講師）
特別講演会（日本大学経済学部 大森信教授）
平成 28 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 28 年度一般選抜中期日程試験実施
第 25 回学位記授与式
小林聡史学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員クリスチャン・ステクラー講師着任
第 29 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 19 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 27 回公開講座（釧路市、鶴居村、釧路市阿寒町）
第 29 回大学祭
特別講演会（上智大学総合グローバル学部 前嶋和弘教授）
特別講演会（早稲田大学文学学術院 嶋崎尚子教授）
平成 29 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 29 年度一般選抜中期日程試験実施
第 26 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員スティーヴン・アトキンス講師着任
第 30 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・サハリン人文工業大学、韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
開学 30 周年記念第 28 回公開講座（釧路市、厚岸町、釧路市音別町）
第 30 回大学祭
開学 30 周年記念式典・講演、祝賀会（同窓会との合同開催）

1月15日～16日
2月 8 日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月16日～9月 8 日
9月1日～12月31日

10月2日～18日
10月13日～15日

10月18日～11月10日
10月31日
11月 2 日
11月15日
11月30日

1月20日～21日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月20日～9月 7 日
9月1日～12月31日
9月17日～11月7日
10月10日～11月9日

10月19日～21日
10月26日

11月29日

1月19日～20日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月10日
4月15日
5月 1 日

5月13日～31日
8月 6 日

8月19日～9月11日
9月1日～12月31日

10月1日～11月13日
10月4日～6日

10月28日～11月22日
11月 1 日
11月 5 日
11月21日
11月28日
12月 6 日
12月16日

1月18日～19日
3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 7 日
4月10日
5月 1 日
5月14日
6月 3 日
8月 1 日

8月18日～9月19日

8月23日～27日
8月26日

9月1日～12月31日
9月8日～19日
10月3日～5日

10月7日～11月17日
11月 4 日
11月27日
12月 4 日

1月17日～18日
2月 3 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月 7 日
4月 9 日
6月15日

8月 3 日
8月18日～9月19日
8月2日～9月 4 日

9月 1 日
9月1日～12月31日

10月7日～11月17日
10月8日～10日

11月 1 日
11月12日
11月25日

1月11日
1月15日～16日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 7 日
4月11日
6月30日

8月1日～9月 2 日
8月 2 日

8月17日～9月16日
8月19日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月6日～11月14日
10月7日～9日

10月11日
11月16日
11月24日

1月21日～22日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
6月24日～26日

8月 4 日

8月7日～9月 1 日
8月21日～9月16日
9月1日～12月31日

9月 1 日

9月11日
10月 2 日

10月5日～11月9日
10月6日～8日

10月10日
11月24日

1月20日～21日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月10日
6月25日
8月 3 日

8月6日～31日
8月21日

8月21日～9月21日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月5日～7日

10月 6 日
10月15日
10月18日

10月11日～11月9日
11月 5 日

11月22日

1月19日～20日
3月 1 日
3月 8 日
3月21日
4月 1 日

4月10日
5月18日～19日

8月4日～29日
8月 7 日

8月18日～9月19日
9月1日～12月31日

9月 1 日

10月 7 日
10月9日～15日

10月10日～12日
10月17日～11月21日

10月22日
11月 2 日
11月20日
11月24日

11月25日～29日
12月 5 日

1月17日～18日
2月28日～3月6日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月 9 日
8月 9 日

8月17日～9月24日
8月18日～9月19日
9月1日～12月31日

9月 1 日

10月7日～11月11日
10月9日～11日
11月2日～5日

11月13日
11月17日
11月19日

1月16日～17日
1月18日～20日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
7月14日～10月8日
8月3日～9月29日

8月 8 日
8月19日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月7日～11月9日
10月8日～10日

10月10日～13日
10月18日

11月10日～11月12日
11月22日
11月25日

1月15日～16日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月11日

5月2日～5月5日
6月28日～10月8日

8月 7 日
8月8日～9月26日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月6日～11月11日
10月7日～9日

10月27日
11月10日
11月24日

1月14日～15日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
8月 4 日

8月20日～9月20日
8月20日～10月26日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 7 日
10月3日～11月1日

10月5日～7日
10月31日
11月22日
11月29日

1月19日～20日
2月7日～8日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月 9 日
6月 3 日

7月5日～9月25日
8月 3 日

8月19日～10月1日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月 3 日

10月9日～11月7日
10月11日～13日

11月 9 日
11月15日
11月21日

12月3日～5日
12月11日

1月18日～19日
1月22日～25日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月10日
4月30日～5月3日

7月18日～10月3日
8月1日～9月18日

8月 9 日
8月28日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月3日～11月21日

10月10日～12日
11月14日
11月20日
11月27日

1月17日～18日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
7月7日～7月13日

7月16日～12月7日
8月 9 日

8月22日～26日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 3 日
9月 5 日

9月7日～10月16日
10月2日～10月30日

10月 5 日
10月9日～11日

10月11日
11月 5 日
11月19日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
7月7日～9月29日

8月 6 日
8月22日～10月6日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月30日～10月21日
10月7日～9日

10月14日
11月 4 日
11月24日

１月14日～15日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 7 日
7月11日～9月20日

8月 5 日
8月21日～9月29日

9月 1 日
9月1日～12月31日

10月4日～27日
10月6日～8日

10月 7 日
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2月　 　

2月21日

1月25日

4月  3日
6月　 　
7月 　　

7月～9月
9月　 　

10月　 　

3月　 　   

12月30日

2月　　 

3月　　 

7月　　 

8月　　 

9月 5 日

9月 8 日

9月22日

10月 2 日
10月 8 日
10月13日

10月16日
10月30日

11月　　

12月12日

1月20日
2月14日
2月20日

　
3月　　

3月 9 日～24日
3月30日

5月　 　
5月20日

6月25日
9月　 　

10月28日
11月　 　
12月23日

12月28日

1月29日
2月22日
3月 8 日

釧路市長、市政方針において地元大学設置について検討を表明

釧路市長、釧路市高等教育懇話会に対し、4年制大学の必要性、可能性および
その方策について諮問

釧路市高等教育懇話会、釧路市長に対し市立大学設置の必要性などについて答申
市立大学設置構想案を作成
高等教育担当参事を設置
㈱開発計画研究所に大学建設構想調査を委託（11月、調査報告書完成）
文部省高等教育局に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始する
北海道に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始するとともに協力を要請
地元高校生・父母・企業の一部に4年制大学立地についてアンケート調査
釧路市立大学設置を実現させる会発足
自治省に市立大学設置計画について説明、折衝を開始する

釧路市総合計画に市立大学設置構想を策定・議決を得る
総合計画実施計画（昭和60～62年）で具体的推進計画を策定
高等教育推進室を設け、体制を固める

釧路市議会2月定例会において、市立大学設置構想を説明。細部にわたって論
議、理解が得られる
釧路市議会において、実現させる会からの早期実現についての陳情を受理、
全会一致で採択
釧路市長、助役はそれぞれ北海道大学、小樽商科大学を訪ね大学設置について
協力を依頼する
釧路市立大学設置を実現させる会、理事会、総会を開催。署名、募金活動の開
始、組織の拡大、強化を決める
釧路市立大学設置を実現させる会は95,213名の署名簿を添えて、釧路市
および釧路市議会に早期実現を陳情
葉梨自治大臣来釧の折、大学設置について陳情。一部組合方式による大学設置
に方針転換
釧路圏振興協議会主幹者会議で一部事務組合立による大学設置構想について
管内9町村に説明、協力を求める
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会設置第1回会議開催
釧路管内助役会にて公立大学設置計画説明
釧路市立大学設置を実現させる会、総会にて釧路公立大学設置を実現する会と
名称を変更し、役員の補強・寄付募金体制を強化する
管内町村長会議にて設置計画への協力要請
大学開設準備事務局設置、大学開設推進本部設置
大学開設準備委員会設置、第1回の委員会開催
自治省と最終計画案を協議
管内議会議長、副議長に対し協力要請
管内町村長会議で各町村長の最終意思確認
組合設立協議議案、全市町村議会で議決
自治大臣、組合立大学設置を了承

管内市町村長会議、組合設立の協議成立
組合設立許可申請を北海道知事に提出
北海道知事より釧路公立大学事務組合設立許可通知を受理、組合成立、
鰐淵俊之管理者就任、髙嶋正彦学長予定者発表
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会解散（発足後6回の委員会を開催）
自治省から釧路公立大学設置承認を得る
管内町村議会で組合議会議員を選出
初の公立大学事務組合議会（3月臨時会）。昭和62年度予算案各種条例等を
議決、諸条例等議決
各建物工事請負契約を締結する
組合議会（5月臨時会）、工事請負契約議決、財産取得（学術図書）議決
第一期工事に着工（校舎棟・事務棟）
文部省に釧路公立大学経済学部設置認可申請書提出
文部省大学設置審議会現地審査
文部省に設置認可補正申請書提出
北海道、東北6県の全高校及び全国の予備校へ学校案内パンフレット送付
文部省より設置認可。ただちに学生の募集活動に入り、募集要項を全国の主要
高校及び予備校へ送付
組合議会（12月定例会）、大学条例・授業料等条例議決

推薦入学選考
第一期工事竣工
一般入試実施

平成25年

平成28年

平成29年

平成26年

平成27年

3月　 　
4月 1 日

4月 3 日
4月14日
4月 6 日
5月13日
6月 1 日
6月13日

8月28日～9月16日
9月20日

10月24日
12月15日
12月20日

1月27日～29日
3月 8 日
4月14日

8月28日～9月11日
9月28日～29日

10月21日～30日
11月2日～4日

12月15日

2月 2 日
3月 8 日
4月12日
6月 2 日

6月23日～24日
8月26日～9月14日
8月31日～9月4日

9月4日～6日
9月7日～13日

10月19日～21日
11月 1 日
11月21日
12月 7 日
12月14日

3月 8 日
3月10日～4月 3 日

4月12日
6月 8 日

6月23日～24日
7月25日

8月28日～9月20日
9月18日～26日

10月25日～27日
11月 8 日
11月11日
12月13日
12月28日

3月 8 日
3月8日～4月 1 日

3月23日
4月10日
6月 4 日
6月 6 日
8月21日

8月24日～9月12日
9月16日～10月14日

10月23日～25日
11月 6 日
11月10日
12月11日

1月15日

3月7日～4月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月12日
5月 1 日
6月 5 日

8月23日～9月11日
9月 1 日

10月 1 日
10月14日～15日
10月22日～24日

10月22日～11月 4 日
10月29日
11月 2 日
12月13日

3月4日～28日
3月 8 日
3月11日
3月23日
4月 1 日

4月11日
5月30日
6月 3 日

8月21日～9月10日
9月8日～10月14日

10月 4 日
10月28日～30日

10月29日
11月 2 日
11月25日
12月12日

1月12日、2月28日
1月14日～15日
3月3日～27日

3月 8 日
3月23日
4月13日
6月 2 日
9月28日

10月9日～11月15日
10月15日～11月2日

10月20日
10月24日

10月27日～29日
11月10日
12月11日
12月22日

1月13日～14日
2月25日

3月3日～27日
3月 8 日
3月22日
4月1日

4月11日
6月22日
6月24日
7月12日
7月19日

8月18日～9月 7 日
9月2日～4日

9月25日
10月 3 日

10月11日～13日
10月11日～11月11日

10月13日

10月16日
10月17日
11月17日
11月21日
12月 9 日

1月18日～19日
3月3日～26日

3月 8 日
3月21日
3月31日
4月10日
5月 9 日
5月19日
6月 6 日

8月18日～9月 5 日
10月 3 日
10月 4 日

10月10日～12日
10月15日

10月15日～11月21日
10月27日
11月5日

11月28日
12月5日

1月17日～18日
3月8日～28日

3月 8 日
3月17日
3月23日
4月 1 日
4月 9 日
4月15日
6月12日

7月13日～17日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

9月26日～27日
10月8日～11月10日

10月10日～11日
10月19日
11月 9 日

11月16日～17日
11月24日～27日

11月29日
12月 2 日
12月 4 日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 9 日
5月 1 日
6月 2 日
7月 5 日

7月13日～15日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

10月4日～8日
10月5日～6日

10月7日～28日
10月9日～11日

10月29日
11月 4 日
11月26日
12月 2 日
12月 3 日

開設準備委員会解散（発足後8回の委員会を開催）
開学
髙嶋正彦学長、吉武清彦学部長、西村正一附属図書館長就任
大学施設一般公開
第1回入学式
食堂・喫茶開業（食堂：美奈味、喫茶：春の湯）
売店開業（売店：美奈味）
第二期工事着工（校舎棟・体育館）
釧路公立大学開学・落成記念式典（市民文化会館）
高校訪問
釧路公立大学後援会設立
カナダ・サイモンフレイザー大学と姉妹校提携について覚書
昭和64年度推薦入試実施
第二期工事竣工

第1回学校祭
平成元年度一般入試実施（釧路、東京、札幌）
第2回入学式
高校訪問
公立大学協会学長会議開催
カナダ・サイモンフレイザー大学を髙嶋学長、栗山久策教授が訪問（姉妹校提携協議）
第2回学校祭
平成2年度推薦入試実施

第1回特別講演会（東京外国語大学 中嶋嶺雄教授）
平成2年度一般入試実施
第3回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学ジョン・F・チャント教授来釧、9月3日講演会
東日本公立大学事務局長連絡会議開催
第1回公開講座（白糠町、厚岸町、釧路市）
第3回大学祭
八鍬功学部長就任
特別講演会（北海道大学 木村汎教授）
特別講演会（北海道大学 辻井達一教授）
平成3年度推薦入試実施

平成3年度一般入試実施
第1回海外英語研修
第4回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジと姉妹校提携（サイモン
フレイザー大学）鰐淵管理者、髙嶋学長、石川和身事務局長出席
高校訪問
第2回公開講座（釧路市、阿寒町、鶴居村）
第4回大学祭
特別講演会（青山学院大学 速水佑次郎教授）
特別講演会（北海道大学 中野美代子教授）
平成4年度推薦入試実施
組合議会で学科増設の検討を表明

平成4年度一般入試実施
第2回海外英語研修
第1回学位記授与式
第5回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジェシマン博士来学
植樹祭
カナダ・バーナビー市市制100年に鰐淵管理者、八鍬学部長、早坂正事務局
次長が表敬訪問（サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジ）
高校訪問
第3回公開講座（釧路市、標茶町、浜中町）
第5回大学祭
特別講演会（札幌学院大学 田中彰教授）
特別講演会（法政大学 小林謙一教授）
平成5年度推薦入試実施

釧路沖地震（被害額建物・設備・備品 393万円、外構 979万円）

第3回海外英語研修
平成5年度一般入試実施
第2回学位記授与式
第6回入学式
大場正己附属図書館長就任
植樹祭
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジを栗山教授が訪問（教員招
聘交渉・交流促進）
公立大学協会商・経・経営学部会開催
公立大学協会事務研修会議開催
第6回大学祭
第4回公開講座（釧路町、弟子屈町、釧路市）
特別講演会（青山学院大学 北見俊郎名誉教授）
特別講演会（東京女子大学 猿谷要名誉教授）
平成6年度推薦入試実施

第4回海外英語研修
平成6年度一般入試実施
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジャーディーン学長来学
第3回学位記授与式
森山弘毅学部長、小林和夫附属図書館長就任
土曜日休業
第7回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ローラ・タモリ講師着任
植樹祭
高校訪問
第5回公開講座（音別町、白糠町、釧路市）
東方沖地震（被害額 122万円）
第7回大学祭
特別講演会（同志社大学 西村豁通教授）
特別講演会（花園大学 竹内恵美子教授）
事務組合立大学懇話会開催
平成7年度推薦入試実施

文部省と学科増設について事前協議
大学入試センター試験実施
第5回海外英語研修
平成7年度一般入試実施
第4回学位記授与式
第8回入学式
植樹祭
文部省に経営学科増設届出
第6回公開講座（釧路市、鶴居村、厚岸町）
高校訪問
特別講演会（創価大学 佐藤純一教授）
特別講演会（経済評論家 荒木信義氏）
第8回大学祭
文部省経済学・商学視学委員現地視察
平成8年度推薦入試実施
文部省経営学科増設届出正式受理

大学入試センター試験実施
平成8年度社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
第6回海外英語研修
平成8年度一般入試実施
第5回学位記授与式
荒又重雄学長就任
第9回入学式
経営学科開設・校舎増築落成式典・祝賀会
植樹祭
自己点検評価委員会設置
特別講演会（鰐淵管理者）
高校訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジを荒又学長、鷹田和喜三教授が表敬訪問
経営学科教職課程申請
特別講演会（パソナ・チャイルド・ケア・インターナショナル 佐藤敦子社長）
第9回大学祭
第7回公開講座（阿寒町、標茶町、釧路市）
公立大学発展中・長期計画検討委員会設置

特別講演会（農協労働問題研究所 松本登久男理事長）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
綿貫健輔管理者就任
アセアン各国青年交流会
平成9年度推薦入試、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第7回海外英語研修
平成9年度一般入試実施
第6回学位記授与式
英文パンフレット作成
第10回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ウェイン・ヒューズ講師着任
学内ネットワークシステム工事完了
開学10周年記念植樹祭
高校訪問
第 1 回ジョイントセミナー
開学 10 周年記念式典・祝賀会・神戸大学 水谷敬三教授講演
釧路公立大学沿革史発刊
第 10 回大学祭（11 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学 杉浦克己教授）
開学 10 周年記念 第 8 回公開講座（釧路市、弟子屈町、浜中町）
特別講演会（和光大学 小林文人教授）
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
開学 10 周年記念公開シンポジウム
平成 10 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第 8 回海外英語研修
平成 10 年度一般選抜試験実施
北海道教育大学釧路校との単位互換協定調印
第 7 回学位記授与式
鎌田耕一学部長、髙野敏行附属図書館長就任
第 11 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員エマ・チャン講師着任
アセアン各国青年交流会
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 1 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 2 回ジョイントセミナー
第 9 回公開講座（釧路市、音別町、釧路町）　
第 11 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学社会科学研究所 大瀧雅之助教授）
特別講演会（お茶の水大学ジェンダー研究センター 原ひろ子教授）
事務組合立等大学設置者懇話会開催
企業訪問
第 34 回北海道学生柔道新人大会開催
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
平成 11 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 11 年度一般選抜試験実施（大阪会場追加）
第 8 回学位記授与式
第 12 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
地域経済研究センター設置、小磯修二センター長就任
韓国・牧園大学との間に学術交流協定及び学生交換協定締結（牧園大学）
荒又学長、米田忠幸事務局長出席
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 2 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 3 回ジョイントセミナー
第 10 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
第 12 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
平成 11 年度秋季道内国公私立大学学長懇談会開催
特別講演会（フリージャーナリスト 魚住昭氏）
特別講演会（荏原総合研究所 松村知顧問）
平成 12 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学李君鎬総長来学
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 12 年度一般選抜試験実施
第 9 回学位記授与式
板本猛学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 13 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ファーナン講師着任
高校訪問
第 3 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 13 回大学祭（14 日オープンキャンパス）
第 11 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
平成 12 年度公立大学協会東部地区協議会開催
特別講演会（大阪大学大学院国際公共政策研究科 辻正次教授）
特別講演会（酪農総合研究所 久保嘉治副所長）
平成 13 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 13 年度一般選抜試験実施
第 10 回学位記授与式
㈶大学基準協会正会員加盟登録
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 14 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員マルコム・フィッツアール講師着任
高校訪問
第 4 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 12 回公開講座（釧路市、阿寒町、弟子屈町）
第 14 回大学祭（21 日オープンキャンパス）
特別講演会（同志社大学商学部 光澤滋朗教授）
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 二神孝一教授）
平成 14 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 14 年度一般選抜中期日程試験実施
第 11 回学位記授与式
高野敏行学部長、河村一附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 15 回入学式
附属図書館閉館時間延長開始
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員リタ・イソラ講師着任
スタディ・ツアー（カナダ・キャピラノ・カレッジより来学）
オープンキャンパス
高校訪問
第 5 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 13 回公開講座（釧路市、釧路町、浜中町）
第 15 回大学祭
企業訪問
韓国・牧園大学との間に教員交換協定締結
韓国・牧園大学テコンドーチーム来学
特別講演会（甲南大学経済学部 熊沢誠教授）
平成 15 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（慶応義塾大学経済学部 前多康男教授）
伊東良孝管理者就任

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 15 年度一般選抜中期日程試験実施
第 12 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 16 回入学式 
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ケント・ルイス講師着任
特別講演会（前宮崎公立大学学長 内嶋善兵衛博士）
特別講演会（知識科学教育研究センター長 國藤進博士）
オープンキャンパス
高校訪問

4 大学学生交流会
事務組合立等大学設置者懇話会開催
第 6 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 16 回大学祭
第 14 回公開講座（釧路市、鶴居村、音別町）
特別講演会（石巻専修大学経営学部 辻悟一教授）
平成 16 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 伴金美教授）

大学入試センター試験実施
台湾・明道管理学院汪大永学長来学
平成 16 年度一般選抜中期日程試験実施
第 13 回学位記授与式
板本猛学長、松井憲明学部長、高嶋弘志附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 17 回入学式
台湾・明道管理学院との間に学術交流協定、学生交換協定及び教員交換協
定締結（明道管理学院）板本学長、筬井義範事務局長出席
オープンキャンパス
高校訪問
企業訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
第 7 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 15 回公開講座（釧路市、厚岸町、白糠町）
第 17 回大学祭
特別講演会（東洋大学社会学部 青木辰司教授）
特別講演会（東洋大学法学部 後藤武秀教授）
平成 17 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

附属図書館増築工事完成、利用開始
大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１７年度一般選抜中期日程試験実施
第 14 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 18 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ・カレッジを伊東管理者、板本学長
ほか 3 名が表敬訪問
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に協力関係樹立に関する
覚書締結（ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第８回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
第 16 回公開講座（釧路市・釧路町・弟子屈町）
第 18 回大学祭
特別講演会（京都大学経済学部 橘木俊詔教授）
特別講演会（慶応義塾大学法学部 大沢孝介教授）
平成１８年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１８年度一般選抜中期日程試験実施
第 15 回学位記授与式
宮下徹学部長、小路行彦附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 19 回入学式
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学カザコバ・ナタリア国際担当副
学長及びキム東洋語学科長来学
オープンキャンパス
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
高校訪問
第 9 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
台湾・明道管理学院から交換学生受入
韓国・牧園大学へ板本学長、筬井事務局長表敬訪問
特別講演会（東京大学大学院総合文化研究科 松原宏助教授）

第 17 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、浜中町）
第 19 回大学祭
特別講演会（関西大学、桃山学院大学 大西祥恵講師）
平成１９年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換学生派遣
平成 19 年度一般選抜中期日程試験実施
第 16 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回入学式
開学 20 周年記念植樹
オープンキャンパス
企業訪問
事務組合立等大学設置者懇話会開催
高校訪問
カナダ・キャピラノカレッジ招聘教員ドワイト・ガーディナー教授着任
台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に学術交流協定及び学生
交換協定締結
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 10 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 20 回大学祭
開学 20 周年記念式典・講演・祝賀会
特別講演会（名古屋市立大学 村井忠政名誉教授）
特別講演会（立命館大学産業社会学部 辻勝次教授）
開学 20 周年記念第 18 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、釧路町）
管理者の伊東釧路市長がオーストラリア姉妹湿地交流のためニューカッスル市訪
問の際、ニューカッスル大学マッコンキー副学長補佐に大学間提携協議を要請
平成 20 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 20 年度一般選抜中期日程試験実施
第 17 回学位記授与式
小磯修二学長、高野敏行学部長、村上文司附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 21 回入学式
オーストラリア・ニューカッスル大学マッコンキー学長補佐及びフェーガン・ラン
ゲージセンター所長来学
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
第 11 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員テランス・ロバート・グリンバーグ教授着任
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
釧路公立大学生活協同組合準備室設置
特別講演会（佐賀大学経済学部　米倉茂教授）
短期海外派遣（ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第 21 回大学祭
第 19 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
特別講演会（九州大学大学院経済学研究所 内田交謹准教授）
蝦名大也管理者就任
平成 21 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
カナダ・キャピラノ大学ユニバーシティ昇格記念式典に宮下徹国際交流委員長出席
韓国・牧園大学総長及び広報センター長・対外交流課長来学
釧路公立大学生活協同組合創立総会

大学入試センター試験実施
オーストラリア・ニューカッスル大学を宮下国際交流委員長が表敬訪問
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 21 年度一般選抜中期日程試験実施（盛岡会場追加）
第 18 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 22 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
第 12 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員ウィリアム・ジョージ・エンライト教授着任

台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ第 1 回交換学生派遣
第 20 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
第 22 回大学祭
協定締結 10 周年に伴い韓国・牧園大学を小磯学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（札幌学院大学経済学部 播磨谷浩三准教授）
特別講演会（外務省国際協力局 大脇広樹審議官）
平成 22 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学バク・キョン社会科学学部長来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 22 年度一般選抜中期日程試験実施
第 19 回学位記授与式
萩原充学部長、髙野敏行附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 23 回入学式
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
地方都市大学懇話会開催
第 13 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学からウィリアム・ジョージ・エンライト講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 21 回公開講座（釧路市、浜中町、弟子屈町）
第 23 回大学祭
韓国・牧園大学国際研究大会に小磯学長ほか 3 名が出席
特別講演会（㈶日本立地センター 秋元耕一郎理事・同立地総合研究所長）
カナダ・キャピラノ大学副学長来学
特別講演会（京都大学経済研究所 関口格准教授）
平成 23 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 23 年度一般選抜中期日程試験実施
第 20 回学位記授与式
第 24 回入学式
韓国・牧園大学開学 57 周年記念国際学術発表会に小磯学長ほか 2 名が出席
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
第 14 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
ロシア・ユジノサハリンスク経済情報法律大学へ交換留学生派遣
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コーリー・ジョン・ミンチ講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 22 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、釧路町）
第 24 回大学祭
特別講演会（桜美林大学リベラルアーツ学群 松尾昌宏准教授）
特別講演会（香川大学大学院地域マネジメント研究科 板倉宏昭教授）
平成 24 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 24 年度一般選抜中期日程試験実施
第 21 回学位記授与式
髙野敏行学長、小路行彦学部長、高嶋弘志附属図書館長、佐野修久地域経
済研究センター長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 25 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 15 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会商・経・経営部会、事務研究会開催
第 23 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、鶴居村）
第 25 回大学祭
特別講演会（帯広畜産大学 河田幸視助教授）
平成 25 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（東北大学大学院 曽道智教授）

大学入試センター試験実施
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学メドヴェジェンコ副学長ほか
学生 6 名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 25 年度一般選抜中期日程試験実施
第 22 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コリー・ジョン・ミンチ講師着任
第 26 回入学式
キャリアセンター開設
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 16 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
第 24 回公開講座（釧路市、白糠町、厚岸町）
第 26 回大学祭
釧路公立大学同窓会総会・記念講演会（札幌市）
特別講演会（南山大学 山岸敬和准教授）
平成 26 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
台湾・明道大学を髙野学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（北海道大学 小笠原克彦教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学金元培総長夫妻ほか教員２名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 26 年度一般選抜中期日程試験実施
第 23 回学位記授与式
高嶋弘志学部長、白川欽哉附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員カロライ・クチタ講師着任
第 27 回入学式
韓国・牧園大学開学 60 周年記念式典及び国際学術大会に髙野学長ほか 3 名が出席
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 17 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 25 回公開講座（釧路市、標茶町、弟子屈町）
第 27 回大学祭
特別講演会（北海道大学・九州大学 加来祥男名誉教授）
平成 27 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（兵庫県立大学 水野利英教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 27 年度一般選抜中期日程試験実施
第 24 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員キャサリン・オスラー講師着任
第 28 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ大学を蝦名管理者、髙野学長
ほか 3 名が表敬訪問
高校訪問
オープンキャンパス
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学を蝦名管理者、髙野学長ほか
2 名が表敬訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 18 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
地方都市大学懇話会開催
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
第 26 回公開講座（釧路市、浜中町、釧路町）
特別講演会（佐々木地域計画事務所 佐々木滋生所長）
第 28 回大学祭

一般公開講演会（東海大学文学部 柳原伸洋専任講師）
特別講演会（日本大学経済学部 大森信教授）
平成 28 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 28 年度一般選抜中期日程試験実施
第 25 回学位記授与式
小林聡史学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員クリスチャン・ステクラー講師着任
第 29 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 19 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 27 回公開講座（釧路市、鶴居村、釧路市阿寒町）
第 29 回大学祭
特別講演会（上智大学総合グローバル学部 前嶋和弘教授）
特別講演会（早稲田大学文学学術院 嶋崎尚子教授）
平成 29 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 29 年度一般選抜中期日程試験実施
第 26 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員スティーヴン・アトキンス講師着任
第 30 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・サハリン人文工業大学、韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
開学 30 周年記念第 28 回公開講座（釧路市、厚岸町、釧路市音別町）
第 30 回大学祭
開学 30 周年記念式典・講演、祝賀会（同窓会との合同開催）

1月15日～16日
2月 8 日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月16日～9月 8 日
9月1日～12月31日

10月2日～18日
10月13日～15日

10月18日～11月10日
10月31日
11月 2 日
11月15日
11月30日

1月20日～21日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月20日～9月 7 日
9月1日～12月31日
9月17日～11月7日
10月10日～11月9日

10月19日～21日
10月26日

11月29日

1月19日～20日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月10日
4月15日
5月 1 日

5月13日～31日
8月 6 日

8月19日～9月11日
9月1日～12月31日

10月1日～11月13日
10月4日～6日

10月28日～11月22日
11月 1 日
11月 5 日
11月21日
11月28日
12月 6 日
12月16日

1月18日～19日
3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 7 日
4月10日
5月 1 日
5月14日
6月 3 日
8月 1 日

8月18日～9月19日

8月23日～27日
8月26日

9月1日～12月31日
9月8日～19日
10月3日～5日

10月7日～11月17日
11月 4 日
11月27日
12月 4 日

1月17日～18日
2月 3 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月 7 日
4月 9 日
6月15日

8月 3 日
8月18日～9月19日
8月2日～9月 4 日

9月 1 日
9月1日～12月31日

10月7日～11月17日
10月8日～10日

11月 1 日
11月12日
11月25日

1月11日
1月15日～16日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 7 日
4月11日
6月30日

8月1日～9月 2 日
8月 2 日

8月17日～9月16日
8月19日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月6日～11月14日
10月7日～9日

10月11日
11月16日
11月24日

1月21日～22日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
6月24日～26日

8月 4 日

8月7日～9月 1 日
8月21日～9月16日
9月1日～12月31日

9月 1 日

9月11日
10月 2 日

10月5日～11月9日
10月6日～8日

10月10日
11月24日

1月20日～21日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月10日
6月25日
8月 3 日

8月6日～31日
8月21日

8月21日～9月21日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月5日～7日

10月 6 日
10月15日
10月18日

10月11日～11月9日
11月 5 日

11月22日

1月19日～20日
3月 1 日
3月 8 日
3月21日
4月 1 日

4月10日
5月18日～19日

8月4日～29日
8月 7 日

8月18日～9月19日
9月1日～12月31日

9月 1 日

10月 7 日
10月9日～15日

10月10日～12日
10月17日～11月21日

10月22日
11月 2 日
11月20日
11月24日

11月25日～29日
12月 5 日

1月17日～18日
2月28日～3月6日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日
4月 9 日
8月 9 日

8月17日～9月24日
8月18日～9月19日
9月1日～12月31日

9月 1 日

10月7日～11月11日
10月9日～11日
11月2日～5日

11月13日
11月17日
11月19日

1月16日～17日
1月18日～20日

3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
7月14日～10月8日
8月3日～9月29日

8月 8 日
8月19日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月7日～11月9日
10月8日～10日

10月10日～13日
10月18日

11月10日～11月12日
11月22日
11月25日

1月15日～16日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月11日

5月2日～5月5日
6月28日～10月8日

8月 7 日
8月8日～9月26日

9月1日～12月31日
9月 1 日

10月6日～11月11日
10月7日～9日

10月27日
11月10日
11月24日

1月14日～15日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
8月 4 日

8月20日～9月20日
8月20日～10月26日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 7 日
10月3日～11月1日

10月5日～7日
10月31日
11月22日
11月29日

1月19日～20日
2月7日～8日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月 9 日
6月 3 日

7月5日～9月25日
8月 3 日

8月19日～10月1日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月 3 日

10月9日～11月7日
10月11日～13日

11月 9 日
11月15日
11月21日

12月3日～5日
12月11日

1月18日～19日
1月22日～25日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月10日
4月30日～5月3日

7月18日～10月3日
8月1日～9月18日

8月 9 日
8月28日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月3日～11月21日

10月10日～12日
11月14日
11月20日
11月27日

1月17日～18日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
7月7日～7月13日

7月16日～12月7日
8月 9 日

8月22日～26日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 3 日
9月 5 日

9月7日～10月16日
10月2日～10月30日

10月 5 日
10月9日～11日

10月11日
11月 5 日
11月19日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
7月7日～9月29日

8月 6 日
8月22日～10月6日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月30日～10月21日
10月7日～9日

10月14日
11月 4 日
11月24日

１月14日～15日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 7 日
7月11日～9月20日

8月 5 日
8月21日～9月29日

9月 1 日
9月1日～12月31日

10月4日～27日
10月6日～8日

10月 7 日

釧路公立大学名簿
●事務組合特別職

管 理 者
副 管 理 者
代 表 監 査 委 員
監 査 委 員
公平委員会委員長
公 平 委 員 会 委 員
公 平 委 員 会 委 員

蝦 名 大 也
名 塚 　 昭
中 井 康 晴
倉 井 俊 勝
稲 澤 　 優
伊 藤 明 日 佳
梁 瀨 之 弘

釧路市長
釧路市副市長
釧路市代表監査委員
釧路町議会議員
弁護士
弁護士
会社役員

職　名 摘　要氏　名

●事務組合議会議員

議 長
副 議 長
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員

渡 辺 慶 藏
佐 々 木 敬 治
倉 井 俊 勝
前 田 光 治
後 藤 　 勲
髙 橋 正 秀
秋 里 廣 志
福 地 裕 行
鶴 間 秀 典
松 橋 尚 文
山 口 光 信
森 豊
工 藤 正 志
岡 田 　 遼

釧路市議会議員
厚岸町議会議員
釧路町議会議員
浜中町議会議員
標茶町議会議員
弟子屈町議会議員
鶴居村議会議員
白糠町議会議員
釧路市議会議員
釧路市議会議員
釧路市議会議員
釧路市議会議員
釧路市議会議員
釧路市議会議員

職　名 摘　要氏　名

●教員

学 　 長
学 部 長
附 属 図 書 館 長
地域経済研究センター長
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授

髙　野　敏　行
小　林　聡　史
白　川　欽　哉
佐　野　修　久
河　村　　　一
高　嶋　弘　志
宮　崎　武　俊
加　藤　和　暢
小　路　行　彦
萩　原　　　充
金　子　康　朗
宮　下　弘　美
宮　下　　　徹
申　　　賢　洙
鈴　木　慶　夏
岩　澤　　　哲
大　澤　勝　文
皆　月　昭　則
濱　田　弘　樹
神　野　照　敏

独語
自然保護学
西洋経済史
地域経営論
世界経済論
日本史
露語
地域開発論
企業論
アジア経済史
心理学
経営史
マクロ経済学
マーケティング論
中国語
民法
地理学
プログラミング論
管理会計論
経済学説史

職　名 主な担当教科氏　名

●教員

教   授
教   授
教   授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
講 　 師
講 　 師
講 　 師
講 　 師
講 　 師
講 　 師

加　藤　一　郎
秋　山　修　一
尾　﨑　泰　文
水　田　浩　之
島　　　信　夫
金原　いれいね
辻　　　信　幸
中　村　隆　文
藤　田　　　祐
松　浦　愛　子
生　方　雅　人
三　輪　加　奈
東 　 　 裕 　 三
田　中　達　也
北　島　義　和
千 　 田 　 　 航
大　澤　理　沙
曽　我　寛　人

経営組織論
経済政策
情報処理
国際経済学
財務会計論
英語
憲法
哲学
英語
英語
計量経済学
国際開発経済論
公共経済学
教育学概論
社会学
行政学
社会保障論
経営統計

職　名 主な担当教科氏　名

●事務局職員

事 務 局 長
会計管理者

川　畑　浩　士
田 中 利 幸

職　名 氏　名
■学生課

次 　 　 長
課 長 補 佐
専 門 員
主 　 　 査
主 　 　 査
主 　 　 査
主 　 　 任
主 　 　 事
主 　 　 事
嘱 託
嘱 託
嘱 託
嘱 託
嘱 託

畑　中　　　茂
小野寺　美　香
川　中　功　一
遠　藤　省　吾
山　口　貴　志
田　中　喜　幸
嶽　山　祥　子
藤　原　良　太
松　村　　　翼
前 田 保 宏
� 田 幸 子
高 橋 香 織
大 滝 功 一
馬 渕 理 恵

職　名 氏　名

■地域経済研究センター

主 　 　 査
嘱 託

松 田 伊 佐 央
照 井 秋 子

職　名 氏　名
■附属図書館

課 長 補 佐
専 門 員
主 　 　 査
嘱 託
嘱 託
嘱 託

中　村　聡　子
佐　藤　昭　則
大　矢　修　子
渡 邊 香 里
遠 藤 育 美
笹 野 成 美

職　名 氏　名

■総務課

課 　 　 長
課 長 補 佐
主 　 　 査
主 　 　 査
主 　 　 事
主 　 　 事
主 　 　 事
主 　 　 事
嘱 託

沼　倉　利　光
戸　部　貴　一
三　田　郁　朗
竹　内　久　恵
髙　橋　宏　直
村　井　未可子
三　上　健　太
佐　藤　葉　月
村 木 陽 子

職　名 氏　名

平成29年10月1日現在
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2月　 　

2月21日

1月25日

4月  3日
6月　 　
7月 　　

7月～9月
9月　 　

10月　 　

3月　 　   

12月30日

2月　　 

3月　　 

7月　　 

8月　　 

9月 5 日

9月 8 日

9月22日

10月 2 日
10月 8 日
10月13日

10月16日
10月30日

11月　　

12月12日

1月20日
2月14日
2月20日

　
3月　　

3月 9 日～24日
3月30日

5月　 　
5月20日

6月25日
9月　 　

10月28日
11月　 　
12月23日

12月28日

1月29日
2月22日
3月 8 日

釧路市長、市政方針において地元大学設置について検討を表明

釧路市長、釧路市高等教育懇話会に対し、4年制大学の必要性、可能性および
その方策について諮問

釧路市高等教育懇話会、釧路市長に対し市立大学設置の必要性などについて答申
市立大学設置構想案を作成
高等教育担当参事を設置
㈱開発計画研究所に大学建設構想調査を委託（11月、調査報告書完成）
文部省高等教育局に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始する
北海道に市立大学設置構想案を説明、折衝を開始するとともに協力を要請
地元高校生・父母・企業の一部に4年制大学立地についてアンケート調査
釧路市立大学設置を実現させる会発足
自治省に市立大学設置計画について説明、折衝を開始する

釧路市総合計画に市立大学設置構想を策定・議決を得る
総合計画実施計画（昭和60～62年）で具体的推進計画を策定
高等教育推進室を設け、体制を固める

釧路市議会2月定例会において、市立大学設置構想を説明。細部にわたって論
議、理解が得られる
釧路市議会において、実現させる会からの早期実現についての陳情を受理、
全会一致で採択
釧路市長、助役はそれぞれ北海道大学、小樽商科大学を訪ね大学設置について
協力を依頼する
釧路市立大学設置を実現させる会、理事会、総会を開催。署名、募金活動の開
始、組織の拡大、強化を決める
釧路市立大学設置を実現させる会は95,213名の署名簿を添えて、釧路市
および釧路市議会に早期実現を陳情
葉梨自治大臣来釧の折、大学設置について陳情。一部組合方式による大学設置
に方針転換
釧路圏振興協議会主幹者会議で一部事務組合立による大学設置構想について
管内9町村に説明、協力を求める
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会設置第1回会議開催
釧路管内助役会にて公立大学設置計画説明
釧路市立大学設置を実現させる会、総会にて釧路公立大学設置を実現する会と
名称を変更し、役員の補強・寄付募金体制を強化する
管内町村長会議にて設置計画への協力要請
大学開設準備事務局設置、大学開設推進本部設置
大学開設準備委員会設置、第1回の委員会開催
自治省と最終計画案を協議
管内議会議長、副議長に対し協力要請
管内町村長会議で各町村長の最終意思確認
組合設立協議議案、全市町村議会で議決
自治大臣、組合立大学設置を了承

管内市町村長会議、組合設立の協議成立
組合設立許可申請を北海道知事に提出
北海道知事より釧路公立大学事務組合設立許可通知を受理、組合成立、
鰐淵俊之管理者就任、髙嶋正彦学長予定者発表
釧路市議会公立大学設置促進特別委員会解散（発足後6回の委員会を開催）
自治省から釧路公立大学設置承認を得る
管内町村議会で組合議会議員を選出
初の公立大学事務組合議会（3月臨時会）。昭和62年度予算案各種条例等を
議決、諸条例等議決
各建物工事請負契約を締結する
組合議会（5月臨時会）、工事請負契約議決、財産取得（学術図書）議決
第一期工事に着工（校舎棟・事務棟）
文部省に釧路公立大学経済学部設置認可申請書提出
文部省大学設置審議会現地審査
文部省に設置認可補正申請書提出
北海道、東北6県の全高校及び全国の予備校へ学校案内パンフレット送付
文部省より設置認可。ただちに学生の募集活動に入り、募集要項を全国の主要
高校及び予備校へ送付
組合議会（12月定例会）、大学条例・授業料等条例議決

推薦入学選考
第一期工事竣工
一般入試実施

平成25年

平成28年

平成29年

平成26年

平成27年

3月　 　
4月 1 日

4月 3 日
4月14日
4月 6 日
5月13日
6月 1 日
6月13日

8月28日～9月16日
9月20日

10月24日
12月15日
12月20日

1月27日～29日
3月 8 日
4月14日

8月28日～9月11日
9月28日～29日

10月21日～30日
11月2日～4日

12月15日

2月 2 日
3月 8 日
4月12日
6月 2 日

6月23日～24日
8月26日～9月14日
8月31日～9月4日

9月4日～6日
9月7日～13日

10月19日～21日
11月 1 日
11月21日
12月 7 日
12月14日

3月 8 日
3月10日～4月 3 日

4月12日
6月 8 日

6月23日～24日
7月25日

8月28日～9月20日
9月18日～26日

10月25日～27日
11月 8 日
11月11日
12月13日
12月28日

3月 8 日
3月8日～4月 1 日

3月23日
4月10日
6月 4 日
6月 6 日
8月21日

8月24日～9月12日
9月16日～10月14日

10月23日～25日
11月 6 日
11月10日
12月11日

1月15日

3月7日～4月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月12日
5月 1 日
6月 5 日

8月23日～9月11日
9月 1 日

10月 1 日
10月14日～15日
10月22日～24日

10月22日～11月 4 日
10月29日
11月 2 日
12月13日

3月4日～28日
3月 8 日
3月11日
3月23日
4月 1 日

4月11日
5月30日
6月 3 日

8月21日～9月10日
9月8日～10月14日

10月 4 日
10月28日～30日

10月29日
11月 2 日
11月25日
12月12日

1月12日、2月28日
1月14日～15日
3月3日～27日

3月 8 日
3月23日
4月13日
6月 2 日
9月28日

10月9日～11月15日
10月15日～11月2日

10月20日
10月24日

10月27日～29日
11月10日
12月11日
12月22日

1月13日～14日
2月25日

3月3日～27日
3月 8 日
3月22日
4月1日

4月11日
6月22日
6月24日
7月12日
7月19日

8月18日～9月 7 日
9月2日～4日

9月25日
10月 3 日

10月11日～13日
10月11日～11月11日

10月13日

10月16日
10月17日
11月17日
11月21日
12月 9 日

1月18日～19日
3月3日～26日

3月 8 日
3月21日
3月31日
4月10日
5月 9 日
5月19日
6月 6 日

8月18日～9月 5 日
10月 3 日
10月 4 日

10月10日～12日
10月15日

10月15日～11月21日
10月27日
11月5日

11月28日
12月5日

1月17日～18日
3月8日～28日

3月 8 日
3月17日
3月23日
4月 1 日
4月 9 日
4月15日
6月12日

7月13日～17日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

9月26日～27日
10月8日～11月10日

10月10日～11日
10月19日
11月 9 日

11月16日～17日
11月24日～27日

11月29日
12月 2 日
12月 4 日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 9 日
5月 1 日
6月 2 日
7月 5 日

7月13日～15日
8月18日～9月 4 日
9月1日～12月31日

10月4日～8日
10月5日～6日

10月7日～28日
10月9日～11日

10月29日
11月 4 日
11月26日
12月 2 日
12月 3 日

開設準備委員会解散（発足後8回の委員会を開催）
開学
髙嶋正彦学長、吉武清彦学部長、西村正一附属図書館長就任
大学施設一般公開
第1回入学式
食堂・喫茶開業（食堂：美奈味、喫茶：春の湯）
売店開業（売店：美奈味）
第二期工事着工（校舎棟・体育館）
釧路公立大学開学・落成記念式典（市民文化会館）
高校訪問
釧路公立大学後援会設立
カナダ・サイモンフレイザー大学と姉妹校提携について覚書
昭和64年度推薦入試実施
第二期工事竣工

第1回学校祭
平成元年度一般入試実施（釧路、東京、札幌）
第2回入学式
高校訪問
公立大学協会学長会議開催
カナダ・サイモンフレイザー大学を髙嶋学長、栗山久策教授が訪問（姉妹校提携協議）
第2回学校祭
平成2年度推薦入試実施

第1回特別講演会（東京外国語大学 中嶋嶺雄教授）
平成2年度一般入試実施
第3回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学ジョン・F・チャント教授来釧、9月3日講演会
東日本公立大学事務局長連絡会議開催
第1回公開講座（白糠町、厚岸町、釧路市）
第3回大学祭
八鍬功学部長就任
特別講演会（北海道大学 木村汎教授）
特別講演会（北海道大学 辻井達一教授）
平成3年度推薦入試実施

平成3年度一般入試実施
第1回海外英語研修
第4回入学式
植樹祭
開学記念スポーツ大会
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジと姉妹校提携（サイモン
フレイザー大学）鰐淵管理者、髙嶋学長、石川和身事務局長出席
高校訪問
第2回公開講座（釧路市、阿寒町、鶴居村）
第4回大学祭
特別講演会（青山学院大学 速水佑次郎教授）
特別講演会（北海道大学 中野美代子教授）
平成4年度推薦入試実施
組合議会で学科増設の検討を表明

平成4年度一般入試実施
第2回海外英語研修
第1回学位記授与式
第5回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジェシマン博士来学
植樹祭
カナダ・バーナビー市市制100年に鰐淵管理者、八鍬学部長、早坂正事務局
次長が表敬訪問（サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジ）
高校訪問
第3回公開講座（釧路市、標茶町、浜中町）
第5回大学祭
特別講演会（札幌学院大学 田中彰教授）
特別講演会（法政大学 小林謙一教授）
平成5年度推薦入試実施

釧路沖地震（被害額建物・設備・備品 393万円、外構 979万円）

第3回海外英語研修
平成5年度一般入試実施
第2回学位記授与式
第6回入学式
大場正己附属図書館長就任
植樹祭
高校訪問
カナダ・サイモンフレイザー大学、キャピラノ・カレッジを栗山教授が訪問（教員招
聘交渉・交流促進）
公立大学協会商・経・経営学部会開催
公立大学協会事務研修会議開催
第6回大学祭
第4回公開講座（釧路町、弟子屈町、釧路市）
特別講演会（青山学院大学 北見俊郎名誉教授）
特別講演会（東京女子大学 猿谷要名誉教授）
平成6年度推薦入試実施

第4回海外英語研修
平成6年度一般入試実施
カナダ・キャピラノ・カレッジ ジャーディーン学長来学
第3回学位記授与式
森山弘毅学部長、小林和夫附属図書館長就任
土曜日休業
第7回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ローラ・タモリ講師着任
植樹祭
高校訪問
第5回公開講座（音別町、白糠町、釧路市）
東方沖地震（被害額 122万円）
第7回大学祭
特別講演会（同志社大学 西村豁通教授）
特別講演会（花園大学 竹内恵美子教授）
事務組合立大学懇話会開催
平成7年度推薦入試実施

文部省と学科増設について事前協議
大学入試センター試験実施
第5回海外英語研修
平成7年度一般入試実施
第4回学位記授与式
第8回入学式
植樹祭
文部省に経営学科増設届出
第6回公開講座（釧路市、鶴居村、厚岸町）
高校訪問
特別講演会（創価大学 佐藤純一教授）
特別講演会（経済評論家 荒木信義氏）
第8回大学祭
文部省経済学・商学視学委員現地視察
平成8年度推薦入試実施
文部省経営学科増設届出正式受理

大学入試センター試験実施
平成8年度社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
第6回海外英語研修
平成8年度一般入試実施
第5回学位記授与式
荒又重雄学長就任
第9回入学式
経営学科開設・校舎増築落成式典・祝賀会
植樹祭
自己点検評価委員会設置
特別講演会（鰐淵管理者）
高校訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジを荒又学長、鷹田和喜三教授が表敬訪問
経営学科教職課程申請
特別講演会（パソナ・チャイルド・ケア・インターナショナル 佐藤敦子社長）
第9回大学祭
第7回公開講座（阿寒町、標茶町、釧路市）
公立大学発展中・長期計画検討委員会設置

特別講演会（農協労働問題研究所 松本登久男理事長）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
綿貫健輔管理者就任
アセアン各国青年交流会
平成9年度推薦入試、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第7回海外英語研修
平成9年度一般入試実施
第6回学位記授与式
英文パンフレット作成
第10回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ウェイン・ヒューズ講師着任
学内ネットワークシステム工事完了
開学10周年記念植樹祭
高校訪問
第 1 回ジョイントセミナー
開学 10 周年記念式典・祝賀会・神戸大学 水谷敬三教授講演
釧路公立大学沿革史発刊
第 10 回大学祭（11 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学 杉浦克己教授）
開学 10 周年記念 第 8 回公開講座（釧路市、弟子屈町、浜中町）
特別講演会（和光大学 小林文人教授）
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
開学 10 周年記念公開シンポジウム
平成 10 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
第 8 回海外英語研修
平成 10 年度一般選抜試験実施
北海道教育大学釧路校との単位互換協定調印
第 7 回学位記授与式
鎌田耕一学部長、髙野敏行附属図書館長就任
第 11 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員エマ・チャン講師着任
アセアン各国青年交流会
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 1 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 2 回ジョイントセミナー
第 9 回公開講座（釧路市、音別町、釧路町）　
第 11 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
特別講演会（東京大学社会科学研究所 大瀧雅之助教授）
特別講演会（お茶の水大学ジェンダー研究センター 原ひろ子教授）
事務組合立等大学設置者懇話会開催
企業訪問
第 34 回北海道学生柔道新人大会開催
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）
平成 11 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 11 年度一般選抜試験実施（大阪会場追加）
第 8 回学位記授与式
第 12 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
地域経済研究センター設置、小磯修二センター長就任
韓国・牧園大学との間に学術交流協定及び学生交換協定締結（牧園大学）
荒又学長、米田忠幸事務局長出席
ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム
高校訪問
第 2 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 3 回ジョイントセミナー
第 10 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
第 12 回大学祭（10 日オープンキャンパス）
平成 11 年度秋季道内国公私立大学学長懇談会開催
特別講演会（フリージャーナリスト 魚住昭氏）
特別講演会（荏原総合研究所 松村知顧問）
平成 12 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
釧路地域懇話会（地域分析研究委員会）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学李君鎬総長来学
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 12 年度一般選抜試験実施
第 9 回学位記授与式
板本猛学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 13 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ファーナン講師着任
高校訪問
第 3 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 13 回大学祭（14 日オープンキャンパス）
第 11 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
平成 12 年度公立大学協会東部地区協議会開催
特別講演会（大阪大学大学院国際公共政策研究科 辻正次教授）
特別講演会（酪農総合研究所 久保嘉治副所長）
平成 13 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 13 年度一般選抜試験実施
第 10 回学位記授与式
㈶大学基準協会正会員加盟登録
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 14 回入学式
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員マルコム・フィッツアール講師着任
高校訪問
第 4 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 12 回公開講座（釧路市、阿寒町、弟子屈町）
第 14 回大学祭（21 日オープンキャンパス）
特別講演会（同志社大学商学部 光澤滋朗教授）
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 二神孝一教授）
平成 14 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 14 年度一般選抜中期日程試験実施
第 11 回学位記授与式
高野敏行学部長、河村一附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 15 回入学式
附属図書館閉館時間延長開始
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員リタ・イソラ講師着任
スタディ・ツアー（カナダ・キャピラノ・カレッジより来学）
オープンキャンパス
高校訪問
第 5 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 13 回公開講座（釧路市、釧路町、浜中町）
第 15 回大学祭
企業訪問
韓国・牧園大学との間に教員交換協定締結
韓国・牧園大学テコンドーチーム来学
特別講演会（甲南大学経済学部 熊沢誠教授）
平成 15 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（慶応義塾大学経済学部 前多康男教授）
伊東良孝管理者就任

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学へ交換学生派遣
平成 15 年度一般選抜中期日程試験実施
第 12 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 16 回入学式 
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ケント・ルイス講師着任
特別講演会（前宮崎公立大学学長 内嶋善兵衛博士）
特別講演会（知識科学教育研究センター長 國藤進博士）
オープンキャンパス
高校訪問

4 大学学生交流会
事務組合立等大学設置者懇話会開催
第 6 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
企業訪問
第 16 回大学祭
第 14 回公開講座（釧路市、鶴居村、音別町）
特別講演会（石巻専修大学経営学部 辻悟一教授）
平成 16 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（大阪大学大学院経済学研究科 伴金美教授）

大学入試センター試験実施
台湾・明道管理学院汪大永学長来学
平成 16 年度一般選抜中期日程試験実施
第 13 回学位記授与式
板本猛学長、松井憲明学部長、高嶋弘志附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 17 回入学式
台湾・明道管理学院との間に学術交流協定、学生交換協定及び教員交換協
定締結（明道管理学院）板本学長、筬井義範事務局長出席
オープンキャンパス
高校訪問
企業訪問
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
第 7 回短期海外留学生派遣事業（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 15 回公開講座（釧路市、厚岸町、白糠町）
第 17 回大学祭
特別講演会（東洋大学社会学部 青木辰司教授）
特別講演会（東洋大学法学部 後藤武秀教授）
平成 17 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

附属図書館増築工事完成、利用開始
大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１７年度一般選抜中期日程試験実施
第 14 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 18 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ・カレッジを伊東管理者、板本学長
ほか 3 名が表敬訪問
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に協力関係樹立に関する
覚書締結（ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第８回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員キャリー・ジャン講師着任
第 16 回公開講座（釧路市・釧路町・弟子屈町）
第 18 回大学祭
特別講演会（京都大学経済学部 橘木俊詔教授）
特別講演会（慶応義塾大学法学部 大沢孝介教授）
平成１８年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換留学生派遣
平成１８年度一般選抜中期日程試験実施
第 15 回学位記授与式
宮下徹学部長、小路行彦附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 19 回入学式
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学カザコバ・ナタリア国際担当副
学長及びキム東洋語学科長来学
オープンキャンパス
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
高校訪問
第 9 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
カナダ・キャピラノ・カレッジ招聘教員ジョン・ブラウンリー・ベーカー講師着任
台湾・明道管理学院から交換学生受入
韓国・牧園大学へ板本学長、筬井事務局長表敬訪問
特別講演会（東京大学大学院総合文化研究科 松原宏助教授）

第 17 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、浜中町）
第 19 回大学祭
特別講演会（関西大学、桃山学院大学 大西祥恵講師）
平成１９年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道管理学院へ交換学生派遣
平成 19 年度一般選抜中期日程試験実施
第 16 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回入学式
開学 20 周年記念植樹
オープンキャンパス
企業訪問
事務組合立等大学設置者懇話会開催
高校訪問
カナダ・キャピラノカレッジ招聘教員ドワイト・ガーディナー教授着任
台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学との間に学術交流協定及び学生
交換協定締結
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 10 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ・カレッジ）
第 20 回大学祭
開学 20 周年記念式典・講演・祝賀会
特別講演会（名古屋市立大学 村井忠政名誉教授）
特別講演会（立命館大学産業社会学部 辻勝次教授）
開学 20 周年記念第 18 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、釧路町）
管理者の伊東釧路市長がオーストラリア姉妹湿地交流のためニューカッスル市訪
問の際、ニューカッスル大学マッコンキー副学長補佐に大学間提携協議を要請
平成 20 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 20 年度一般選抜中期日程試験実施
第 17 回学位記授与式
小磯修二学長、高野敏行学部長、村上文司附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 21 回入学式
オーストラリア・ニューカッスル大学マッコンキー学長補佐及びフェーガン・ラン
ゲージセンター所長来学
企業訪問
オープンキャンパス
高校訪問
第 11 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員テランス・ロバート・グリンバーグ教授着任
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
釧路公立大学生活協同組合準備室設置
特別講演会（佐賀大学経済学部　米倉茂教授）
短期海外派遣（ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学）
第 21 回大学祭
第 19 回公開講座（釧路市、鶴居村、白糠町）
特別講演会（九州大学大学院経済学研究所 内田交謹准教授）
蝦名大也管理者就任
平成 21 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
カナダ・キャピラノ大学ユニバーシティ昇格記念式典に宮下徹国際交流委員長出席
韓国・牧園大学総長及び広報センター長・対外交流課長来学
釧路公立大学生活協同組合創立総会

大学入試センター試験実施
オーストラリア・ニューカッスル大学を宮下国際交流委員長が表敬訪問
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 21 年度一般選抜中期日程試験実施（盛岡会場追加）
第 18 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 22 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
第 12 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学招聘教員ウィリアム・ジョージ・エンライト教授着任

台湾・明道大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ第 1 回交換学生派遣
第 20 回公開講座（釧路市、厚岸町、標茶町）
第 22 回大学祭
協定締結 10 周年に伴い韓国・牧園大学を小磯学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（札幌学院大学経済学部 播磨谷浩三准教授）
特別講演会（外務省国際協力局 大脇広樹審議官）
平成 22 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学バク・キョン社会科学学部長来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 22 年度一般選抜中期日程試験実施
第 19 回学位記授与式
萩原充学部長、髙野敏行附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 23 回入学式
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
地方都市大学懇話会開催
第 13 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
カナダ・キャピラノ大学からウィリアム・ジョージ・エンライト講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 21 回公開講座（釧路市、浜中町、弟子屈町）
第 23 回大学祭
韓国・牧園大学国際研究大会に小磯学長ほか 3 名が出席
特別講演会（㈶日本立地センター 秋元耕一郎理事・同立地総合研究所長）
カナダ・キャピラノ大学副学長来学
特別講演会（京都大学経済研究所 関口格准教授）
平成 23 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 23 年度一般選抜中期日程試験実施
第 20 回学位記授与式
第 24 回入学式
韓国・牧園大学開学 57 周年記念国際学術発表会に小磯学長ほか 2 名が出席
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
第 14 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
ロシア・ユジノサハリンスク経済情報法律大学へ交換留学生派遣
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コーリー・ジョン・ミンチ講師着任
台湾・明道大学から交換学生受入
第 22 回公開講座（釧路市、釧路市阿寒町、釧路町）
第 24 回大学祭
特別講演会（桜美林大学リベラルアーツ学群 松尾昌宏准教授）
特別講演会（香川大学大学院地域マネジメント研究科 板倉宏昭教授）
平成 24 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 24 年度一般選抜中期日程試験実施
第 21 回学位記授与式
髙野敏行学長、小路行彦学部長、高嶋弘志附属図書館長、佐野修久地域経
済研究センター長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
第 25 回入学式
オープンキャンパス
企業訪問
高校訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 15 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会商・経・経営部会、事務研究会開催
第 23 回公開講座（釧路市、釧路市音別町、鶴居村）
第 25 回大学祭
特別講演会（帯広畜産大学 河田幸視助教授）
平成 25 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（東北大学大学院 曽道智教授）

大学入試センター試験実施
ロシア・ユジノサハリンクス経済法律情報大学メドヴェジェンコ副学長ほか
学生 6 名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 25 年度一般選抜中期日程試験実施
第 22 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員コリー・ジョン・ミンチ講師着任
第 26 回入学式
キャリアセンター開設
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 16 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
第 24 回公開講座（釧路市、白糠町、厚岸町）
第 26 回大学祭
釧路公立大学同窓会総会・記念講演会（札幌市）
特別講演会（南山大学 山岸敬和准教授）
平成 26 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
台湾・明道大学を髙野学長ほか 3 名が表敬訪問
特別講演会（北海道大学 小笠原克彦教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学金元培総長夫妻ほか教員２名来学
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 26 年度一般選抜中期日程試験実施
第 23 回学位記授与式
高嶋弘志学部長、白川欽哉附属図書館長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員カロライ・クチタ講師着任
第 27 回入学式
韓国・牧園大学開学 60 周年記念式典及び国際学術大会に髙野学長ほか 3 名が出席
高校訪問
企業訪問
オープンキャンパス
公立大学協会北海道・東北地区協議会開催
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学へ交換学生派遣
第 17 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 25 回公開講座（釧路市、標茶町、弟子屈町）
第 27 回大学祭
特別講演会（北海道大学・九州大学 加来祥男名誉教授）
平成 27 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施
特別講演会（兵庫県立大学 水野利英教授）

大学入試センター試験実施
韓国・牧園大学、台湾・明道大学へ交換学生派遣
平成 27 年度一般選抜中期日程試験実施
第 24 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員キャサリン・オスラー講師着任
第 28 回入学式
カナダ・サイモンフレーザー大学、キャピラノ大学を蝦名管理者、髙野学長
ほか 3 名が表敬訪問
高校訪問
オープンキャンパス
ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学を蝦名管理者、髙野学長ほか
2 名が表敬訪問
台湾・明道大学、ロシア・ユジノサハリンスク経済法律情報大学から交換学生受入
第 18 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
地方都市大学懇話会開催
カナダ・バーナビー市訪問団来学
企業訪問
第 26 回公開講座（釧路市、浜中町、釧路町）
特別講演会（佐々木地域計画事務所 佐々木滋生所長）
第 28 回大学祭

一般公開講演会（東海大学文学部 柳原伸洋専任講師）
特別講演会（日本大学経済学部 大森信教授）
平成 28 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 28 年度一般選抜中期日程試験実施
第 25 回学位記授与式
小林聡史学部長就任
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員クリスチャン・ステクラー講師着任
第 29 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学から交換学生受入
第 19 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
第 27 回公開講座（釧路市、鶴居村、釧路市阿寒町）
第 29 回大学祭
特別講演会（上智大学総合グローバル学部 前嶋和弘教授）
特別講演会（早稲田大学文学学術院 嶋崎尚子教授）
平成 29 年度推薦入学、社会人特別選抜、帰国生徒特別選抜試験実施

大学入試センター試験実施
平成 29 年度一般選抜中期日程試験実施
第 26 回学位記授与式
韓国・牧園大学から交換学生受入
カナダ・キャピラノ大学招聘教員スティーヴン・アトキンス講師着任
第 30 回入学式
高校訪問
オープンキャンパス
企業訪問
台湾・明道大学、ロシア・サハリン人文工業大学、韓国・牧園大学から交換学生受入
第 20 回短期海外留学生派遣（カナダ・キャピラノ大学）
開学 30 周年記念第 28 回公開講座（釧路市、厚岸町、釧路市音別町）
第 30 回大学祭
開学 30 周年記念式典・講演、祝賀会（同窓会との合同開催）

1月15日～16日
2月 8 日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月10日
5月 1 日

8月16日～9月 8 日
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10月2日～18日
10月13日～15日
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3月 8 日
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4月 1 日

4月10日
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4月 9 日
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8月19日～10月1日
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9月1日～12月31日
10月 3 日

10月9日～11月7日
10月11日～13日

11月 9 日
11月15日
11月21日

12月3日～5日
12月11日

1月18日～19日
1月22日～25日

3月 1 日
3月 8 日
3月22日
4月 1 日

4月10日
4月30日～5月3日

7月18日～10月3日
8月1日～9月18日

8月 9 日
8月28日
9月 1 日

9月1日～12月31日
10月3日～11月21日

10月10日～12日
11月14日
11月20日
11月27日

1月17日～18日
3月 1 日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 9 日
7月7日～7月13日

7月16日～12月7日
8月 9 日

8月22日～26日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月 3 日
9月 5 日

9月7日～10月16日
10月2日～10月30日

10月 5 日
10月9日～11日

10月11日
11月 5 日
11月19日

1月16日～17日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 8 日
7月7日～9月29日

8月 6 日
8月22日～10月6日

9月 1 日
9月1日～12月31日

9月30日～10月21日
10月7日～9日

10月14日
11月 4 日
11月24日

１月14日～15日
3月 8 日
3月23日
4月 1 日

4月 7 日
7月11日～9月20日

8月 5 日
8月21日～9月29日

9月 1 日
9月1日～12月31日

10月4日～27日
10月6日～8日

10月 7 日

釧路公立大学名簿
●事務組合特別職

管 理 者
副 管 理 者
代 表 監 査 委 員
監 査 委 員
公平委員会委員長
公 平 委 員 会 委 員
公 平 委 員 会 委 員

蝦 名 大 也
名 塚 　 昭
中 井 康 晴
倉 井 俊 勝
稲 澤 　 優
伊 藤 明 日 佳
梁 瀨 之 弘

釧路市長
釧路市副市長
釧路市代表監査委員
釧路町議会議員
弁護士
弁護士
会社役員

職　名 摘　要氏　名

●事務組合議会議員

議 長
副 議 長
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員
議 員

渡 辺 慶 藏
佐 々 木 敬 治
倉 井 俊 勝
前 田 光 治
後 藤 　 勲
髙 橋 正 秀
秋 里 廣 志
福 地 裕 行
鶴 間 秀 典
松 橋 尚 文
山 口 光 信
森 豊
工 藤 正 志
岡 田 　 遼

釧路市議会議員
厚岸町議会議員
釧路町議会議員
浜中町議会議員
標茶町議会議員
弟子屈町議会議員
鶴居村議会議員
白糠町議会議員
釧路市議会議員
釧路市議会議員
釧路市議会議員
釧路市議会議員
釧路市議会議員
釧路市議会議員

職　名 摘　要氏　名

●教員

学 　 長
学 部 長
附 属 図 書 館 長
地域経済研究センター長
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授
教   授

髙　野　敏　行
小　林　聡　史
白　川　欽　哉
佐　野　修　久
河　村　　　一
高　嶋　弘　志
宮　崎　武　俊
加　藤　和　暢
小　路　行　彦
萩　原　　　充
金　子　康　朗
宮　下　弘　美
宮　下　　　徹
申　　　賢　洙
鈴　木　慶　夏
岩　澤　　　哲
大　澤　勝　文
皆　月　昭　則
濱　田　弘　樹
神　野　照　敏

独語
自然保護学
西洋経済史
地域経営論
世界経済論
日本史
露語
地域開発論
企業論
アジア経済史
心理学
経営史
マクロ経済学
マーケティング論
中国語
民法
地理学
プログラミング論
管理会計論
経済学説史

職　名 主な担当教科氏　名

●教員

教   授
教   授
教   授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
講 　 師
講 　 師
講 　 師
講 　 師
講 　 師
講 　 師

加　藤　一　郎
秋　山　修　一
尾　﨑　泰　文
水　田　浩　之
島　　　信　夫
金原　いれいね
辻　　　信　幸
中　村　隆　文
藤　田　　　祐
松　浦　愛　子
生　方　雅　人
三　輪　加　奈
東 　 　 裕 　 三
田　中　達　也
北　島　義　和
千 　 田 　 　 航
大　澤　理　沙
曽　我　寛　人

経営組織論
経済政策
情報処理
国際経済学
財務会計論
英語
憲法
哲学
英語
英語
計量経済学
国際開発経済論
公共経済学
教育学概論
社会学
行政学
社会保障論
経営統計

職　名 主な担当教科氏　名

●事務局職員

事 務 局 長
会計管理者

川　畑　浩　士
田 中 利 幸

職　名 氏　名
■学生課

次 　 　 長
課 長 補 佐
専 門 員
主 　 　 査
主 　 　 査
主 　 　 査
主 　 　 任
主 　 　 事
主 　 　 事
嘱 託
嘱 託
嘱 託
嘱 託
嘱 託

畑　中　　　茂
小野寺　美　香
川　中　功　一
遠　藤　省　吾
山　口　貴　志
田　中　喜　幸
嶽　山　祥　子
藤　原　良　太
松　村　　　翼
前 田 保 宏
� 田 幸 子
高 橋 香 織
大 滝 功 一
馬 渕 理 恵

職　名 氏　名

■地域経済研究センター

主 　 　 査
嘱 託

松 田 伊 佐 央
照 井 秋 子

職　名 氏　名
■附属図書館

課 長 補 佐
専 門 員
主 　 　 査
嘱 託
嘱 託
嘱 託

中　村　聡　子
佐　藤　昭　則
大　矢　修　子
渡 邊 香 里
遠 藤 育 美
笹 野 成 美

職　名 氏　名

■総務課

課 　 　 長
課 長 補 佐
主 　 　 査
主 　 　 査
主 　 　 事
主 　 　 事
主 　 　 事
主 　 　 事
嘱 託

沼　倉　利　光
戸　部　貴　一
三　田　郁　朗
竹　内　久　恵
髙　橋　宏　直
村　井　未可子
三　上　健　太
佐　藤　葉　月
村 木 陽 子

職　名 氏　名

平成29年10月1日現在
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